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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







　男なら当然のごとく抱くであろう好奇心に負け、春日かすが理り刀とは目の前のブラジャーをつまみ上げた。

「むうぅ、勝負ブラか」

　思わず、うなる。使用している生地は必要最小限。男心を憎らしいまでに刺激する鋭角的で、実用性よりも芸術性を重視したデザイン。色は純黒。

「なにやってんだ、オレは……」

　理刀はブラをもとの位置に戻し、ロッカーを閉めた。間違って、女子更衣室に忍び込んでしまったようだ。

　速やかに、男子更衣室へ移動しなければならない。欲しいのは、ホテル従業員の制服なのだから。

　理刀はいま、某有名ホテルに不法侵入している。

　六月上旬の火曜日。きょうここで、魔界の要人を迎えてのパーティが催されるのだ。招待状は持っていない。だが、どうしても出席したい理由がある。

　そこで理刀の考えた方法は……。

　現在、それを実行しようとしている最中だ。




　理り刀とが通っているレゾン学院は、都心にある二五階建てのビルを校舎にした、日本初の能力開発専門学校である。

『共存共栄』をスローガンに、世界中が魔界との親交を深め始めてから数年、各国が競って能力者育成プロジェクトに取り組み、微力ながらも魔族と同種の能力を持つ人間たちを誕生させ始めているという情勢において、魔界と国交を結ぶことに慎重だった日本政府も、ようやく重い腰を上げた。

　結果、誕生したのがレゾン学院だ。

　託児所から大学まで揃そろっているこの学院の生徒は全員、能力値測定で五〇以上の数値を叩たたき出す。

　能力値五〇は、常人の約三倍だが、通常は一〇〇を超えなければ能力は発現しない。しかも、一人ひとりに専用の媒体が必要となる。

　つまり、能力値と適合媒体が揃って初めて、能力を発動させることが可能となるのだ。

　レゾン学院の生徒は、約一〇〇〇名。しかしながら、能力者はその一割をはるかに下回る三〇名とちょっとしかいない。

　そう、能力者とは、ひと握りのエリート。そしてみんなの憧あこがれ。まさに星の光スターライト。

　数少ない能力者はみんな、能力開発学科ペンタグラムに在籍している。

　理刀の能力値は、九九。

　年に三回、春、夏、冬の休み明けに行われる能力測定での数値は、なぜか毎回九九。

　どういうわけなのか、レゾン学院高等部普通科に入学してから一年間、ずっと九九。

　どんなに努力しても、九九。

　あっとひとつ、あっとひとつ、あっとひとつ。

　たまに、夢の中でそんな声が聞こえてくるほど、九九のまま。

　一般に、能力値は精神修養や体を鍛えることで上がっていく。人によって差はあるものの、努力さえしていれば確実に上がる。

　なのに……。

　理刀の父親は普通の人間だが、母親は能力者である。ダイヤ第一級クラスの【精霊使いエレメンタラー】。能力値が一〇〇〇を超えたトップクラスの能力者だ。両親ともに、国の機関である緊急対処センターで働いている。

　だから、オレもきっと！

　理刀はそう思っている。

　問題は、能力値を高める方法だ。あとひとつ能力値を上げれば、ペンタグラムへ籍を置く権利を獲得できる。そうなれば、探査能力者や占いなどを得意とする能力者に助けてもらい、媒体を探すことに専念できるはずだ。

　理刀はいままで、能力値を上げるために様々なことにチャレンジしてきた。

　足がもつれるまで走ってみた。吐くまで食べてみた。頭痛がしてくるほど滝に打たれてみた。声が嗄かれるまで、海にむかって叫んでみた。大好きなチキンカレーやバナナ・オレやポテト・チップスを断ったりもしてみた。断食そのものも。いろいろやった。

　しかし、九九という数値は不動のまま。

　それでも理り刀とは、どうしても能力が使えるようになりたかった。

　どうしても。

　レゾン学院の高等部に入ったあと、能力値九九のままひとつも数値が上がらない、という一年間を終え、ちょっと焦り気味に二年を迎えてすぐ、理刀はひとつの情報を耳にした。

　魔界の公爵家令嬢が、三日という短期間ではあるものの、レゾン学院へ留学してくるというのだ。令嬢の名は、スキュース・フォンターナ。｛魔界の至宝｝と呼ばれている大魔女である。魔界に興味のある者ならば、絶対に知っている名だ。

　そして、魔界産の食料を口にすれば能力値が上がるという噂うわさは、レゾン学院の生徒であれば耳にしたことがあるだろう。だが、市場にはまず出回らない。加えて、家が何軒も建つほど高価だという。

　そこで理刀は考えた。

　公爵家令嬢と友達になればいい、と。

　能力値あとひとつ。もしかしたら、魔界産の食料をひと口食べれば……。

｛魔界の至宝｝とどうやって友達になれるのか？　そんなことはわからないし、想像もできない。

　でも、決めたのだ。魔界の人と知り合いになり、ほんの少しでいいから食べ物を分けてもらおう、と。

　──あとひとつ。





一章　ドラゴンヘッド誕生







　理り刀とは、間違って入ったホテルの女子更衣室から慌てて逃げ出したあと、なんとかホテルマンの制服を拝借することに成功した。ちょっと小さめのサイズだが、そこは我慢だ。

　自分のシャツやズボンは、堂々と男子更衣室の片隅に置いてきた。いったんやると決めたら、とことんやるのが理刀である。失敗して、痛い目を見ることも多いのだが……。

　慌ただしく動き回っている従業員のひとりになりすまし、レゾン学院のパーティが催されている会場へ入る。想像していたよりも警備は甘い。

　立食の会場では、すでに飲み食いが始まっていた。スターライトたちをはじめ、学校関係者が七台ほどの円形テーブルを囲んでいる。意外にこぢんまりとしたひろさだ。

　日本中が注目しているパーティだが、テレビカメラや新聞社関係の人間はすべてシャットアウトされていた。スキュース・フォンターナ自身が、派手なパーティを拒否したらしい。目立つことが嫌いなようだ。

　魔界関連の雑誌などにも、彼女の写真は決して載らない。そのため、｛魔界の至宝｝という異名とともに、スキュース・フォンターナの名がひとり歩きをしている状態である。

　だから理刀は、彼女の顔を知らない。パーティに参加しているほとんどの人間も、そうに違いない。

　そのスキュース・フォンターナは、まだ姿を現していないようだ。メインゲストは、会場があたたまった頃ころにご登場なのだろう。

　この場で、彼女とすぐ友達になれるとは思っていない。話すことさえできないかも……。だが、｛魔界の至宝｝の留学期間は、きょうを含めて三日ある。

　まずは最初の一歩。

　印象に残る瞬間をスキュース・フォンターナの記憶に刻み込む。

「よっしゃ、やったるぜ！」

　理刀は気合いを入れながらも、用心深く会場を見回した。自分の顔を知っている人間はいないだろうか。追い出されたら、すべてが水の泡である。

　だれかと目が合うたびに、ヒヤリとする。細く長い息を吐いて気を静めながら、目立たないよう会場の隅でジッとしていた。

　近くのテーブルで、レゾン学院指定のシャツを着た男子生徒が、コップの水を宙で踊らせて遊んでいる。

　水を操作することができるエレメンタラー？　羨うらやましい。能力値はどれくらいだろう。媒体は？　右手に持っているグラス？　いやいや、左手首にはめている腕時計かも。

　小さな火球を操っている女生徒もいる。友達の髪を風でなびかせ、笑っている生徒も。

　能力を使ってじゃれ合っているスターライトたちを見て、理刀は拳こぶしを握り締めた。

　自分も、必ず……。

　そんな思いは、いつも胸に秘めている。

　ふと、ふたりの人物を見つけた。

　右手奥のテーブルで、肩を寄せ合うようにして立っているふたりの少女。

　スターライトの二年生。理り刀とと同い年の亜あ威い黒くろ媛ひめと美み々み津つ巴ともえである。

「すげぇ、｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝と｛謎エニグマ｝だぁ……」

　理刀は思わず、ため息をもらした。もはや、ステージ上のアイドルを見つめる熱烈なファン状態である。

　亜威黒媛は、｛蛇髪女の眼｝の異名を持つ、ダイヤ第一級の【時の統治者タイムルーラー】だ。

　ロングストレートの黒髪。気の強そうな凛り々りしい顔。制服のボタンがきつそうな胸。とんでもなくお金持ちのお嬢様だと聞いている。

　時間をとめる、という希少価値の高いその能力で、偶然居合わせた交通事故者の出血をとめ続け、病院までつき添って命を救ったという話は、学内ではあまりにも有名だ。直接言葉を交わしたことはないものの、それだけで彼女の人柄が見えてくる。

　天は二物を与えないというが、彼女の場合は二物も三物も頂いたとしかいいようがない。たまにいるよな、あんな人……。

　一方、｛謎｝の異名を持つ美々津巴は、能力の数値で学内記録を持っている【死霊使いネクロマンサー】である。なのに、ランクはダイヤ第一級のひとつ下、エメラルド第二級。

　理由は、最高値で三二〇〇という考えられない数値を弾はじき出すものの、最低値で三二〇という低さも記録しているから。下の数値はパール第三級並である。そのため、中間を取ってエメラルドに位置づけられているらしい。それでも、理刀から見れば天上界に住まう人なのだが。

　薄茶のショートヘアの彼女は、身体からだの線がとても細い。どこか淋さびしげで、黒媛に寄り添ってないといまにも倒れてしまいそうに見える。耳につけた無数のピアスや首にかけた幾本ものネックレスや手首にじゃらじゃらとつけた腕輪、指にはめたいくつもの指輪などが重そうだ。

　それら白金プラチナのアクセサリーは、彼女の媒体である。

　理刀は感動していた。亜威黒媛と美々津巴を、こんなに間近で見られるなんて。どちらも学院内では超のつく有名人であり、男子からは高たか嶺ねの花、女子からは憧あこがれの存在として見られている。もうそれだけで、この会場に忍び込んできた甲か斐いがあろうというものだ。

　だがすぐに、いやいやまてまて、目的を見失うな、と自分にいい聞かせる。黒媛の胸や巴の可か憐れんさに見とれている場合ではない。なんのために、こうして犯罪まがいのことをやっているんだ。

　そこで、マイクの声が聞こえてきた。

『お集まりの皆様には大変申し訳ありませんが……』

　ざわめきが消え、出席者全員が会場の上かみ手てへ顔をむける。

　立っていたのは、色素のない肌と瞳ひとみを持つ二〇代半ばの女性だった。ショートの黒髪と黒のスーツ姿が、よく似合っている。

　彼女が、話を続ける。

『スキュース・フォンターナは、体調不良のため本日のパーティを欠席させていただきたいと……』




　失望と不満が溢あふれかえったパーティ会場をあとにした理り刀とは、借りていた従業員のスーツを返し、さっさと制服に着替えて裏口から外へ出た。

　どんな計画にも、イレギュラーはつきものだ。ダメなときはダメ。

　残念とか悔しいという思いは、確かにある。それでも｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝や｛謎エニグマ｝も見たし、まあ、よしとしよう。

「しゃあない……」

　さて、学校へ戻るか、と大通りのほうへ歩き出したそのとき、目の前の汚れたアスファルトになにかが舞い降りてきた。

　鳩はと？

　一瞬、そう思う。大きさは、だいたいそれぐらい。

　だが、違った。翼はあっても鳥じゃない。硬そうな黄金色の鱗うろこが、寸ずん胴どう短足の体をまんべんなく覆っている。尻尾しつぽの先まで。

　みゃあお、とネコのように鳴きながら、くりくりっとした両眼で理刀を見上げるその生物は、翼の生えた二足歩行トカゲ。

「ドラゴン？」

　実物を目にするのは、初めてである。

　こんなところに、ドラゴン？　なんで？　でも可愛かわいいな。

　理刀はそろそろと屈かがみ込み、目線の高さをできるだけ小さなドラゴンと合わせ、チチチ、と舌を鳴らしてみた。犬を呼ぶわけじゃないが、小動物を前にしたらついやってしまう。

　下へ手たに手を出すと、嚙かみつかれるかも。でも、触ってみたい。ちらりと覗のぞく牙きばは、とても鋭くて……。胴体とのバランスがあまりにも悪いデカ頭を撫なでたい。どうしよう。

　迷っていると、驚いたことにむこうのほうから近づいてきた。ペッタンペッタンという足取りとくりくり眼まなこには、敵意の色など微み塵じんもない。ああ、可愛い。

　手を伸ばし、触れた。嫌がる様子を見せない。それどころか首を押しつけてくる。人にとても馴なれているようだ。

「お前、どっからきたんだ？」

　スベスベ鱗を指先で撫でながら、たずねてみる。が、こたえが返ってくるはずもない。

　こたえる代わりに、ドラゴンが翼をひろげ、宙に舞い上がった。両翼がけっこう大きいため、飛ぶと迫力がある。

「飼い主のとこに帰るのか？　じゃな」

　理刀は、頭上にむかって軽く手を振った。

　と、気が変わったのか、ドラゴンがバッサバッサと羽音を立てながら、理り刀との頭の上に降りてきた。すぐに、ヒヤリとした冷たい感触が、頭とう蓋がいに染みこんでくる。

「おい、こら」

　両手で持ち上げようとするが、動かない。どういうわけか、自分の頭の皮を引っ張っているような感触が気になった。

「？」

　ドラゴンが、頭から離れない。爪つめを立ててしがみついている様子でもない。そんな痛みは感じないのだ。

「？？？　なんだよ、これ……」

　自分の頭とドラゴンの体の間に、指を入れることができない。

　接着してる？

　他ひ人と様さまの頭に移住ですか？　しかも無許可で！

「ちょっと、離れろって、こらこら、いい加減にしとかないと……」

「ちょっと、なにしてんのよ!?」

　理刀の声を搔かき消したのは、裏返った女の子の声だった。

　顔をむけると、狭い道のむこうから駆けてくる銀髪の少女の姿が、目に飛び込んできた。

　腰まで届く銀色の輝きに、まず目を奪われた。続いて、血管が透けて見えそうなほど透明な肌に、そして、碧あお一色の瞳ひとみに。

　小さめのリュックを背負っており、手にはなぜかヤンキースのベースボールキャップと、顔の半分ほどは隠せるであろう大きなサングラスを持っている。はいているものは、カタカナ文字の入ったスリッパだ。

　背丈は、低い。一四〇ちょっとくらいだろうか。身体からだの線も極端に細い。なのに、胸だけが異様に大きい。デンジャラスなアンバランスだ。黒系のシックなドレスを着ているため、髪の銀と瞳の碧と肌の白がとても際立っている。自己主張の強すぎる胸も。スリッパも。リュックも。

　年齢は一二、三に見えるが、背が低いものの、瞳に秘めた意志がどこか大人びているから、もう少し上かもしれない。胸もデカイし……。

　外人？　いや、彼女は……。

「もしかして、魔界の人？」

「シィちゃんを返して！」

　理刀の前に立ちどまった少女は、質問にこたえてはくれず、頭上のドラゴンを見上げている。察するに、この迷惑なドラゴンが、「シィちゃん」なのだろう。

「シィちゃんって、このドラゴンだろ？」

　頭の上を指さす。

「返して！」

「離れないんだけど……」

　理り刀との頭に顔を近づけた少女が、ぷくっと頰ほおを膨らませ、

「きゅーっ、どうして人間に寄生しちゃうのよっ、シィちゃんのバカっ！」

　き、寄生？　なにそれ……。

「しかたないわね」

　少女は器用に銀髪を丸め、持っていたヤンキースキャップに押し込みながらかぶり、サングラスを装着した。ベースボールキャップとサングラス、そして黒いドレスにリュックとホテルのスリッパという組み合わせは、どうにもこうにもバランスが悪い。

　大きな胸も、けしからんほどにアンバランスだ。

「急いでるから、あんたもいっしょにきなさい」

「きなさいって……ちょ、ちょっと」

「あたしはスキュース・フォンターナよ、あんたは？」

　スキュース・フォンターナ!?

　びっくりしたが、はいているスリッパに入った文字は、よく見るとホテル名ではないか。それも、先ほどパーティが行われていた場所の。

　いま目の前に、｛魔界の至宝｝が！

　体調を崩したというのは、どうやら噓うそだったようだ。リュックを背負い、スリッパをはいたまま外へ出てきたということは、それなりの理由があるのだろう。だがいまは、そんなことなどどうでもいい。












　理り刀とは、内心で跳び上がった。

「オレ、春日かすが理刀っす！」

　計画再開。

　魔族とお友達になって、食べ物を分けてもらう。この際、頭のドラゴンは後回しだ。

『寄生』、という二文字が気にはなるものの……。




　街中をどんどん歩いていくスキュースに半歩遅れて、理刀はのんびりとついていった。

　歩幅の狭い彼女だから、忙しそうに足を動かしているように見えても、そんなに速くない。歩道の石畳を叩たたくペタパタペタパタというスリッパの音が、リズミカルに理刀を先導してくれる。

　彼女が背負ったリュックは、後ろから見るとネコ顔のデザインだった。なんだかピッタリである。ネコのつぶらな瞳ひとみやにんまりと笑った口元が、とても愛らしい。

　みゃあお、と鳴く頭上のシィちゃんをぽんぽんと叩きながら、理刀はたずねた。

「どこいくの？」

「とにかく、ホテルから離れるのよ」

「なんで？」

「パーティなんて大嫌いだから」

　スキュースが、ふんと鼻を鳴らす。

　ふ～ん、と曖あい昧まいにうなずきながら、理刀は歩き続ける。

　多少のイレギュラーが発生したものの、魔族とお友達になるという計画は順調に進んでいる。ここまでくれば、あとは「食料おくれ」と切り出すタイミングとお願いの仕方だけ。いつ頃ごろ、どうやって切り出そうか……。

　理刀は、大きなサングラスの隙すき間まから見えるスキュースの碧へき眼がんを横目に窺うかがいながら、思った。

　魔界の公爵家令嬢で、しかも｛魔界の至宝｝などと呼ばれている大魔女だから、もっとツンツンした『ザ・お嬢様』を想像していたのだが、こんなに小柄で愛らしい女の子だったなんて、ちょっと驚きである。

　でも、緊張しなくていいかもしれない。

　それに、流りゆう暢ちような日本語をしゃべってくれるので助かる。多種多様な種が混在している魔界の住人は、言語能力が極端に発達しているというが……素晴らしいことだ。

　すれ違う人々は、だれもスキュースが魔族であると気づかない。日本で魔界人を目にするのは、せいぜいＴＶの中か雑誌くらいのものだから、それも仕方がない。見つかれば、ちょっとした騒ぎになるだろう。

　可愛かわいいから、それなりに人目を引いているが、驚かれたりはしない。逆に、理刀の頭上が注目を集めている。

　珍獣を頭にのせた少年だから、視線を引き寄せる力は半端じゃない。

　少しばかり恥ずかしいけど……いまは前進あるのみ！

「ねえ理り刀と……お腹空すかない？」

　不意に、スキュースがたずねてきた。

　みゃあおとシィちゃんも鳴く。

「お腹……減ったの？」

　理刀は、道の先へ視線を移した。

　四車線の道路を挟んで、ビルが建ち並んでいる。五〇メートルほど先のビル、その一階に見えるのは、『ボス・バーガー』の看板。




　お金を持っていなかったスキュースの代わりに、「ゴッドファーザーも真っ青」というキャッチフレーズのビッグ・ボスセットを買い、いちばん奥の席に座った。店員が、不思議そうにシィちゃんを見ていたが、無視した。

　時刻は二時四七分。混雑時を過ぎているため、客の数はまばらである。

　財布に千円しか入っていなかったから、理刀はボス・チキンだけ。でも、これがうまい。

「初めて食べるわ」

　巨大、としか形容のしようがないビッグ・バーガーを両手でつかみ、スキュースが大口を開けてかぶりつく。

　理刀もチキンに嚙かみついた。やわらかな肉のうま味が、ジュワッと舌に染み込んでくる。

　ここでなら、食べ物の話題に花が咲きそうだ。その流れを上う手まく利用して……。

「おいしいわね、これ」

　スキュースが、モグモグと口を動かしながら、頰ほおをゆるめた。口元と鼻の頭にマスタードがついているのが、なんだか可愛かわいい。ずれ落ちたサングラスの隙すき間まから、上目づかいの碧へき眼がんが覗のぞいている。それも可愛い。

　理刀は、ペーパーナプキンを取って彼女の鼻の頭を拭ふいてあげた。

「口にもついてるよ」

　とペーパーナプキンを手渡す。

「あら、ありがとう」

　ちょっと恥ずかしそうに頰を染め、でも嬉うれしそうに口元を拭ぬぐうスキュースは、とても愛らしい。

　スキンシップ成功！　いい手て応ごたえだ。

　理刀は、内心でグッと拳こぶしを握り締めた。

　みゃあお、とシィちゃんが嬉しそうに鳴く。

　理刀はさっそく、魔界の食べ物へ話題を移そうと、身を乗り出した。そのとき、

「ちょっとちょっと、もしかして魔界人じゃね？　なんかの撮影？」

　ひとりの男が、なれなれしくテーブルに手をつき、理刀とスキュースの空間に飛び込んできた。途端、スキュースの碧眼が鋭くなった。表情も、どこか冷たいものになる。

　金髪を逆立てたその男は、無数の漢字がプリントされたシャツに、だぶだぶのジーパンを合わせるという格好で、顔はいわゆるイケメンだった。自分が声をかければ、女は必ず笑顔を浮かべるに決まっている、とそう信じて疑っていない表情だ。

「うぉっ、マジ？　すっげぇ美人じゃん、でも魔族なわけないっしょ？」

「うわっ、色っぺー姉ちゃんだぁ。でもぉ、こんなとこに魔界の人がいるわけねぇよ」

　金髪野郎の後ろにも、似たようなタイプの男がふたり。

「俺おれ、こー見えても、『魔界ファン』毎号買ってんし、『魔族少年探偵団』は毎週録画してるっつうの。魔族の七割以上が銀髪なんだよっ。魔力を使ったら、目の青が濃くなるんだよっ。どーよ、俺、詳しいっしょ。お前ら、そんくらい覚えとけーっ」

「うっそ、マジで？」

「あ、ホントだ、彼女、目ン玉青いじゃん」

　男たち三人が、テーブルに群がってきた。騒ぎに、他ほかの客や店員たちも注目している。

　スキュースが、キャップからわずかにこぼれていた銀の前髪を慌てて直し、大きなサングラスを指先で押し上げる。

「出よう」

　理り刀とは、すぐに席を立って男たちとスキュースの間に体を入れた。腹が立つが、ここでケンカはできない。三人相手では勝ち目がないし、やっぱり怖いし……。

　スキュースもすぐに立ち上がった。そのとき、

「魔界美女ゲーット！」

　ケータイを取り出した金髪野郎が、そのカメラをスキュースへむけた。

　だが彼は、シャッターを切ることができなかった。素早く動いたスキュースが、バシッとケータイを叩たたき落としたからだ。

　ケータイが床に転がる。

　金髪野郎と彼の仲間ふたりは、その場に固まったまま動かない。小さな可愛かわいい魔界の女の子が、なにをした？　そんな表情。

　理刀も動けない。

　落ちたケータイをスキュースが蹴けり飛ばしたことでやっと、金髪野郎が声を荒げた。

「てめぇ、なにしやがんだコラッ！」

「それはこっちのセリフよっ！」

　スキュースが、威勢よく言い返す。

　身長差およそ三〇センチ。勝負にならない。その前に、スキュースは女の子なのだ。

　理刀は、彼女を守るべく金髪野郎の前に立った。

「どけよ」

「ケータイのことは謝るけど、あんたらも礼儀わきまえろよ」

「ふざけんなよ、頭に変なもんのせてんじゃねぇよ。ケータイ弁償しろっつうの。迷惑料と手数料込みで五万でいいからよ。それがいやなら、そのネーちゃんの乳もませろ」

「オレ二百円くらいしか持ってないから……あと、乳がもみたいならさ、家に帰ってから自分のかあちゃんに頼めば？」

「ナめてんのか、てめぇ」

　金髪野郎が、声に凄すごみを滲にじませる。整った顔も、こうなると怖い。

「ナめてないよ。ケータイのこと……謝ってるだろ」

　理り刀とは懸命に気持ちを抑えながら、相手の目を受けとめた。こんな刺とげ々とげしい緊迫感は、はっきり言って苦手だ。

「土下座させろ、土下座」

「どーげーざ、どーげーざ」

　残りふたりのバカ仲間が、金髪野郎の後ろで手拍子を始めた。

　スキュースを背に庇かばったまま、理刀は考えた。

　殴られるのと土下座、どちらを選ぶのが利口なのか？　そんなこと、わかりきっている。

「あんたら、このまま黙って帰るか、それともオレを三人がかりでタコ殴りにするか、選びなよ。その代わり、やるんならオレもとことんやるよ」

　言いながらも、指先に微かすかな震えを感じている。もしかしたら、膝ひざも震えてる？　正直、怖い。殴られるのは嫌だ。でも、プライドを棄すてて土下座をするのはもっと嫌だ。それに、スキュースも見ている。

「だったら、外に出ろよ」

　金髪野郎の目が鋭くなる。他ほかのふたりも。

　当然、そうくるだろうと予想していた。

　スキュースを店に残していけば、警察に連絡してもらえるはずだ。そんなことを考えながら、足を踏み出した。金髪野郎に肩口をつかまれる。と、いきなり、

「お、おい、な、なんだよっ、やめろっ！」

　男たちのひとりが、ひっくり返ったような声で後あと退ずさった。

　金髪野郎も、ひゃっと息を吞のみ、突き飛ばされたように理刀から離れる。

「きゃぁぁ！」「なにあれっ！」「いやあぁ！」

　男たちだけでなく、息を潜めてことの成りゆきを窺うかがっていた他の客や店員たちからも、いっせいに悲鳴があがる。

　スキュースが、理刀の前に歩み出てきた。手にヘビのオモチャを持って。

「ふん、あんたたち、格好だけね」

　スキュースが、体とまるでつり合わない大きな胸を張り、金髪野郎たちへ言い放つ。

　ビニール製のオモチャは、なかなかに精巧なつくりである。それでも、なぜ店にいる全員が悲鳴をあげているのだろう？

　あ、なるほど、と理刀はすぐに納得した。

　幻術を使っているのだ。

　スキュースは、｛魔界の至宝｝と呼ばれるほどの大魔女である。理刀に視みえないのは、怖がらせないための気づかいなのだろう。願わくば、幻を視みせるのはバカ三人だけにして、他ほかの客や店員たちには被害が及ばないようにしてあげてほしかったのだが。

　なんにせよ、この隙すきに店を出よう。




「海が見たいわ」

　ボス・バーガーを出てすぐに、スキュースが言った。

「海？　遠いし……金もないよ」

　理り刀とは、肩をすくめることしかできない。

　ここからだと、まず駅まで一〇分、電車で二〇分、歩いてまた二〇分くらいだろうか。タクシーだと三〇分ほどだと思うのだが、すべての交通手段には、必ず料金が発生する。

「お金、ないの？」

「さっきも言ったけど、あと二百円ほどしか……」

　みゃあお、とシィちゃんが悲しそうに鳴く。スキュースは残念そうな顔もせず、なぜか偉そうにうなずいた。

「じゃあ、ひっちはいくしましょ」

「ちょ、ヒッチハイクって……無理だよ」

　理刀の言葉には耳を貸そうとせず、スキュースはさっさと道路脇わきのガードレールから上体を乗り出し、親指を立てた拳こぶしを流れゆく車にむかって突き出した。

「はぁ～い、ちょっと海までお願い！」

　頭にヤンキースキャップ。顔の半分を隠しているサングラス。黒のドレスにホテルのスリッパという格好の少女に興味を示す運転手はいても、さすがにブレーキを踏む者はいない。まさか、ヒッチハイクをしているとは思いもしないだろう。

「いや、だからね……」

　どう説明すればいいのか理刀が迷っていると、突然、キキッと目の前に車がとまったではないか。黒いワンボックスカーである。

　助手席のパワーウィンドウが下り、アゴの肉がたるんだ、ぽっちゃりとした運転手が声をかけてきた。

「ヒッチハイクかい？　乗りねぇ乗りねぇ」




　運転している五〇年配のおじさんは、なぜかとてもご機嫌だった。

　理刀とスキュースを気前よく車に乗せてくれ、なおかつ行き先が三〇分ほどかかる海岸だと聞いても、「オーケー、オーケー」とニコニコしながら車を走らせてくれた。

　危ない薬でもキめてるんじゃないのか？　と疑いたくなってくる。

「それにしてもお嬢さん、ナイスバディだねぇ、っとと、近ちか頃ごろはこんなこと言っただけでセクハラとか言われんだよね。用心しなきゃ、訴えられちゃうよ。ハハハ、ボンキュボン、なんてこの頃ごろは言わないのかな？　おおっと、これもセクハラかぁ」

　ひとりで浮かれまくっているおじさんが、助手席に座っているスキュースの胸へいやらしい目をむけた。

　スキュースが、「んふっ」と色っぽくおじさんの言葉に微笑ほほえみを返すものだから、かなり調子にのっている。

　正確にいうと、彼女の体型はボンキュボンではなく、ボン、だけである。華きや奢しやなのに、胸だけがとても大きいのだ。

　おじさんの不ぶ躾しつけな目に腹が立ったため、理り刀とは後部座席から、彼の薄い頭をにらみつけてやった。

　それでもおじさんは、チラチラとスキュースの胸に視線を投げることをやめようとしない。完全に、エロオヤジモードである。理刀とシィちゃんは眼中にないらしい。

「いやぁ、若いっていいねぇ～」

「んふっ」

　ムカムカする。

　海に着くまでの約三〇分、おじさんはずっとご機嫌だった。

　スキュースも、ずっと微笑み続けていた。

　理刀は、ずっとムカついていた。




　海に着くと、「ありがとぉ、きょうは最高の日だったよ」と手を振りながらおじさんは去っていった。最後までご機嫌だった。

　遠ざかっていくワンボックスカーを見送りながら、「帰りは？」とちょっと不安になった理刀だったが、二秒後には、「ま、いいか」とスキュースといっしょに海岸へ下りる。

「きゅー、あたし、人間界の海って初めてなの」

　スキュースが、スリッパの足跡を砂浜に残しながら、波打ち際へ駆けていく。ふぅわりとひろがった黒いスカートの下から、細いふくらはぎが見える。

　うむ、可愛かわいい。

　まだまだシーズンには早いため、砂浜に人影はない。理刀とスキュースのふたりだけ。

　サングラスとヤンキースキャップをネコ顔リュックに入れ、スキュースが素顔と銀髪を太陽の下にさらした。とても楽しそうな笑顔が、透明で、明るくて、可愛くて……。

　理刀は、彼女の動きに合わせてフワフワと揺れる銀髪と、ピョコピョコと跳ねるネコ顔リュックを眺めながら、少し湿っている砂を踏みしめた。

「この前に観みた映画と同じ」

　スキュースが、くるりと理刀のほうへむき直る。

　海をバックに、銀の髪が潮風をはらんで舞うようにひろがる様に、理刀は思わずドキリとした。碧あおの瞳ひとみは、まるで宝石のよう。画えになるなぁ、と素直に思う。

「中盤の見せ場でね、恋人たちがこんな海岸で追い駆けっこするシーンがあったの」

「お約束だね」

「でねでね、そこにシーサーペントが現れて、ふたりをガブッて食べちゃうのよ」

「へぇ、ビックリだね」

　どういう映画だ？

　苦笑いを浮かべる理り刀とにネコ顔リュックをむけ、いきなりスキュースが走り出した。

「ほら理刀、あたしを捕まえ……きゅうっ」

　見事につまずき、ボフッと顔面から砂に突っ込んでしまった。

「ぅおっ！　だ、大丈夫!?」

　理刀は慌ててスキュースに駆け寄り、彼女を助け起こした。細い腕と小さな体は、とてもやわらかく、驚くほど軽い。

「転んじゃった。恥ずかしい」

　髪や顔についた砂を払いながら、スキュースが満面に笑みを浮かべて立ち上がる。見る者の心を捉とらえて放さない笑みだ。

　ああ、本当に可愛かわいいな、と思わせる魅力がそこにはあった。

　理刀は、スキュースの明るい表情に目を奪われた。胸の奥が苦しくなってくる。

　だが、その甘酸っぱい苦しみは次の瞬間、驚きに押し潰つぶされた。

　ドレスのスカートをはたいている彼女の、胸！　左胸！　そこが脇わき腹ばらの高さまでズレ落ちているではないか。

　みゃあおみゃあおと、シィちゃんが慌ただしく鳴き始めた。












　異常事態発生！

　スキュースも、すぐに左胸の異変に気づいたようだ。

「きゅーっ！」

　跳び上がって半回転。理り刀とに背をむけ、ゴソゴソと胸元をいじり始めた。そして、すぐにまたむき直る。左胸は、しっかりと元通りになっていた。

　碧あお色いろの瞳ひとみで、んふっと無邪気に笑うスキュースはとても愛らしくて、ちっちゃくて、抱き締めたくなって……。すぐに、上げ底疑惑などどうでもよくなってくる。

　だれだって、なにかしらの劣等感コンプレツクスを持っているのだから、ここはそっとしておこう。

「これじゃ走りづらいから、ここで砂山をつくりましょ」

　スキュースが、左胸のことなど一瞬で忘れてしまったかのように、次の行動に移った。

　はいているスリッパを脱ぎ捨てて屈かがみ込むと、両手で砂を集め始める。ドレスが汚れることなどおかまいなしのようだ。

　理刀も砂浜に座り込み、シャツが汚れるのもかまわず、砂を集める。

　スキュースが笑うと、理刀も心の内側があたたかくなった。シィちゃんも、みゃあおぉと気持ちよさげに鳴いている。

　六月上旬、四時をいくぶん過ぎた時間の陽ひは心地よく、｛魔界の至宝｝の透明な肌はだ艶つやをよりいっそう輝かせてくれる。

　砂山をつくっているときもずっと、理刀はドキドキしっぱなしだった。

　理刀とスキュースの両側から砂山にトンネルを掘り、真ん中で「開通ぅ～」と互いの指先が触れ合ったときなどは、目と鼻と口から火が出そうなほど、体の中が熱くなった。

　本当は胸が小さかろうが、背が低かろうが、ホテルのスリッパを勝手にはいて出てきてようが、彼女の笑顔があたたかいことに変わりはない。それに気づいたとき、理刀は彼女のことが好きになっていた。

　つまりは、対する者の気持ちをほんわかとあたためてくれるスキュースの笑顔に、ノックアウトされたということだ。

　笑顔の可愛かわいさに万歳！

　理刀は、少々アホだが、いたって大まじめに、両手を高々と空へ突き上げたい衝動に駆られた。それほどまでに、スキュースの笑顔は愛くるしさを凝縮している。

　波打ち際に文字を書き、それが波に消される様を眺めたり、貝殻を集めたり、海にむかって石を投げたり、ただ両手をひろげて陽の光を全身で受けとめたり。

　どうでもいい行為がとても新鮮で、胸があたたかくて、楽しくて。

　ふたり並んで浜辺に座り、海を眺めているだけでしあわせになれた。

　ふたりの肩と肩は、ほんの数センチしか離れていない。

「理刀って、なんだか変よね、シィちゃんがそんなに懐くなんてさ」

「好きで懐かれたわけじゃないよ。これ、取れるのかな？」

　みゃあおみゃあお。

「きゅ～ぅ、どうかしら。その子、始し祖そ竜りゆうっていうすっごく珍しい種なんだけど、あたし、専門知識ないからよくわかんないわ。もし取れなきゃ、理り刀とごと魔界に連れて帰るわよ」

「勘弁してよ」

「魔界は嫌い？」

「……よくわかんない、いったことないしね。それにオレ、なんの能力も使えないし」

「理刀のそれ、レゾン学院のシャツでしょ？　人間界のニッポン国じゃ、多くの能力者を育ててる学校だって聞いたけど」

「能力者はごく一部だよ。あとは予備軍」

「理刀は、予備軍なの？　人間って、基本的に能ナシなんでしょ？　だったら、予備軍ってだけでも凄すごいじゃない」

　能ナシって……。人間と魔族の価値観のギャップが、ちょっと痛い。でも、いい会話の流れだ。

　理刀は、身を乗り出した。

「オレ、能力値が九九なんだけど、一年以上なんの変化もないんだよ」

「そのノウリョクチっていうのがよくわからないけど、つまり魔力が弱いってこと？」

「うん……。魔界産の食料を食べれば、能力値が上がるらしいんだけど……」

　言った。とうとう言った。理刀は、すがるような気持ちでスキュースの横顔を窺うかがった。

　理刀の期待にこたえるように、スキュースが陽ひの光を散りばめたような笑みを浮かべる。

「だったら、今夜あたしといっしょに食事しましょうよ。魔界からシェフも連れてきてるし。お腹いっぱいになるまでご馳ち走そうするわ」

　理刀は思わず、ガッツポーズを決めた。これで、晴れてスターライトに！

　ああ、世界は素敵色に染まっている。

「いつもは、家族みんなで食事をとってるんだけど、今夜はひとりだから丁度よかったわ。話し相手になってね」

　指先で砂をいじりながら、スキュースがまたニッコリと笑った。

「うん、ありがとう」

　転がり回りたいほど、理刀の体中に嬉うれしさがひろがっていく。ウキウキ、ワクワク、ゾクゾク、とまさに全細胞が大はしゃぎである。

　そこで、ふと気になった。

「ところでさ、スキュースの家族ってどんな人たちなの？　魔界の公爵家に生まれた人たちって、あんまり想像できなくて」

　スキュースに感じるのは、親しみやすい愛らしさであって、『公爵家令嬢』とか｛魔界の至宝｝という呼び名から連想する、堅苦しさや厳いかめしさとはかけ離れている。

　もしかしたら、魔界の上流階級はみんな、彼女のように人当たりのいい人たちなのかもしれない。

　理刀の質問に、スキュースがぴょこん、と両りよう眉まゆを跳ね上げた。

「あたしの家族？　いろいろよ。写真あるけど、見る？」

　言いながら、背負ったネコ顔リュックを下ろすと、チャックを開けてゴソゴソと中身を探り、そこから葉書サイズの本を一冊取り出した。厚みは一センチほど。写真というからには、アルバムなのだろう。薄茶色の革表紙という、しっかりとしたつくりのものである。

　理り刀とはそれを受け取り、開いた。スキュースが、隣から覗のぞき込んでくる。彼女の銀髪から微かすかに漂ってくるイチゴの香りに、ちょっとドキドキだ。

　写真の中で、銀髪をツインテールにしたスキュースを真ん中に、十数人の若い女性たちが笑っていた。

　背格好はみんなバラバラ。髪の色も、銀髪比率が高いようだが、全体的にはバラバラ。ポーズもバラバラ。年齢もバラバラ。共通しているのは、全員が笑顔ということだけ。

　いったいなんの集団なのか、よくわからない。

　気になったのは、中央にいるスキュースの胸。ペタンと平たく、ボリュームの欠片かけらもない。これで、上げ底疑惑解明である。が、理刀はそのことに触れるつもりはなかった。

　話題を、スキュースといっしょに写っている女性たちへむける。

「みんな家族？　たくさんいるね」

「姉……じゃなくて……、妹たちよ」

「妹？　この人たちが？　全員？」

　うなずくスキュースから目を離し、理刀は再び写真を見下ろした。だがどう見ても、全員スキュースより年上に見える。それに、人数も多い。さすが公爵家。

　ページをめくる。

　左右に一枚ずつ。スキュースと、彼女より年上にしか見えない女性たちが写っている。

　次々とページをめくった。

　スキュースが抱き締められている写真。花が咲き乱れた花壇をバックに、大勢で撮った写真。森の中で、草原で、大きな屋敷の前で、小川のほとりで、スキュースと多くの姉妹たちが写っている。写真の中で笑っている彼女はいつも、ツインテールだった。

　わかったことがひとつ。

　スキュースはみんなに愛されている、ということ。

　どの写真を見ても、中心には必ずスキュースがいた。いっしょに写っている女性たちのだれもが、穏やかで慈しむような意識を彼女へむけている。

　だが、ひとつの疑問がどうしても拭ぬぐえない。

　どう見ても、スキュースがいちばん年下に見えてならないのだ。魔族だから、見た目で判断してはいけないのだろうか？

「これみんな、本当にスキュースの妹さんたち？」

「もちろん、あたしを入れて、全部で六六七人いるわ。全員女の子よ。大変なんだから、六六六人の妹がいるのって」

「そんなにいるの!?　さっき、家族みんなで食事するって……」

「してるわよ。決まった時間になると、みんな集まってくるの。何人かは、たまに仕事とかで欠席するけど」

「食堂、ひろいんだろうね……」

「少なくとも、あたしの部屋よりずっとひろいわね」

　スキュースの部屋も、それなりにひろくて、調度品なんかも豪華なんだろうな、などと想像しつつ、理り刀とはアルバムの最後のページを開いた。

　写っていたのは、スキュースともうひとり、大人の色気を全身から放出しているかのような女性だった。ピッタリとした黒いドレスに包んだこの体こそ、ボンキュボンと形容するに相応ふさわしい。ワンボックスカーを運転していたおじさんに見せてあげたい。

　空の光を溶かし込んだかのような銀髪が、スキュースのものと同じ輝きを放っている。

　写真には、甘えた様子のスキュースが、女性の腰に抱きついている姿が収められていた。嬉うれしそうに目を細めた女性の表情は、まるで母親のそれだ。

「この人は？」

「こ、この娘こはいちばん下の妹なの。キュートっていうのよ」

　スキュースが、微妙に焦っているような……。気のせいだろうか。

「いちばん下？」

　女性の外見年齢は、二〇代後半。対して、スキュースは一二、三。スキュースが年下にしか見えないのだが……。

「スキュースのほうが年下に見えるけど」

　理刀は、正直な感想を口にした。

「な、なに変なこと言ってんのよ。どう見たってあたしのほうが年上でしょ」

「いや、身長だって妹さんのほうが高いし、どう見たって、その、大人だし……」

「きゅ？」

　スキュースの表情が強こわ張ばった。碧あお色いろの瞳ひとみで、理刀の顔を覗のぞき込んでくる。

「いま、あたし、どう見えてる？」

「どうって……」

　質問の意味が、よくわからない。

　スキュースが、引ったくるようにして理刀の手からアルバムを奪い取り、適当なページを開いた。そして、一枚の写真を指さす。

「あたしが、この中のどこにいるかわかる？」

　銀髪をツインテールにしたスキュースを囲み、十人ほどの女性が写っている。

「あの……どうしたの？」

「いいから！　あたしはどこにいるの!?」

　スキュースの碧へき眼がんは、真剣そのものだ。

　彼女の勢いに押され、なにがなんだかわからないまま、理刀は写真の真ん中で笑っているスキュースを指さした。そして、やんわりと言った。

「こっちの髪型のほうが……その……似合ってると思うよ」

　スキュースは、ツインテールにしたほうが絶対に可愛かわいいと思う。

「その髪型のほうが、似合って……」

　スキュースの顔が、ボッと音が聞こえてきそうなほど、一気に紅あかくなった。だが、それも一瞬だけ。すぐに「きゅー！」と頭を振って頰ほおの赤みを追い払い、理り刀とをにらみつけてくる。

　そして、碧へき眼がんを震わせ始めた。

「見えてるの？」

「は？」

「見えてるんでしょっっっ!?」

　叫んだあと、キューとギューとギャーをかき混ぜたような悲鳴をあげながら、理刀の肩をトストスと叩たたき始めた。意外と痛い。

「あ、あの、ちょっと……なんで？」

「きゅーっっっ！」

　スキュースのトストスパンチが、肩ばかりかボディやアゴにも叩き込まれてくる。

「ちょ、ちょ、ちょっと、どうして？」

「スケベッ！　変態っ！」

　罵ば倒とうされる理由がわからない。

　髪型に触れるのは、そんなに失礼なことだったのか？

「ちょっと待った！　オレがなにを……」

　キュー、ギュー、ギャーのブレンド悲鳴とトストス攻撃は、いっこうにとまる気配を見せない。

　みゃあおみゃあおみゃあお、とシィちゃんも興奮している。

「ゴメン、謝るから、なにが悪いのかわかんないけど、とにかく謝るから、ゴメン！」

　スキュースの頰が、赤みを帯びてピンク色に染まっている。

　ここで、理刀は気づいた。彼女の碧眼の色が薄まっていることに。いまは、澄み渡った空色になっている。

　ボス・バーガーで絡んできた金髪野郎のセリフを思い出す。

『魔力を使ったら、目の青が濃くなるんだよっ』とアイツは確かに言っていた。

　ということは……。スキュースはいままでずっと、なんらかの魔力を使い続けていたということになる。

「きゅーっっっ！　理刀のバカぁ！」

「ちょっとストップ」

　理刀はスキュースの両手首をつかみ、トストスパンチをとめた。

「少し落ち着いて」

　あうあうあう、と怒りたいのか泣きたいのかよくわからない声を発しながら、スキュースが理り刀とをにらみつけてくる。空色の瞳ひとみで。目には、薄く涙が滲にじんでいる。

「いったい、どうしてこんな……」

　最後まで言いきることができなかった。のど元に、ひやりとした、硬く、薄い、なにかを押しつけられたから……。

「動くな」

　耳のすぐ後ろから、冷めきった低い声が聞こえてきた。わかったのは、女性のものである、ということだけ。理刀の位置からは、姿が見えない。

「動けば、首を落とす」

　はい、ごめんなさい。動きません。





二章　バスルーム情景







　理刀の首に押しつけられていたものは、刃渡り一五センチほどのナイフだった。

　それを黒いスーツの右ポケットにしまった女性の名は、毒どく舌ぜつ丸まる。スキュースのお世話係兼護衛なのだそうだ。きれいな女性なのに毒舌丸なんて、ちょっと、いや、かなり違和感のある名前だな、と理刀は思うが、口にはできなかった。

　理刀は、彼女を一度目にしていた。

　パーティ会場で、スキュースの欠席をみんなに伝えていた女性である。ホテルからこの浜辺まで、公爵家令嬢を追跡してきたようだ。

　男装の麗人を思わせる黒のスーツ姿は、身長一六八センチの理刀よりも少し高い。濡ぬれたようなショートの黒髪。切れ長の冷たい目。話すときも大きく動くことのない唇。そのすべてが、意志の強さをギュッと瓶詰めにしているかのように硬質だった。

　毒舌丸はすぐに、理刀がスキュースを襲っているわけではなかったことを理解してくれた。もし危害を加えていたならば、本当に首を落とされたのだろうか？　考えると怖い。

「スキュース、あのさ……」

　理刀は、ふてくされたような表情で毒舌丸の横に立っている少女へ、声をかけた。

「もう気づいてるでしょ……スキュースってのは、あたしのお姉様の名前よ」

　やはりそうか、と理り刀とは小さくうなずいた。

　おそらく彼女は、理刀に幻術をかけたつもりになっていたのだろう。普段はツインテールにしている銀髪を下ろしているのも、胸に過剰なほどの詰め物をしているのも、幻をより確実に相手の視覚へ焼きつけるためなのだ。

「本当の名前は？」

「……キュ……キュート、よ」

　理刀のほうを見ずに、こたえる。

　理刀とキュートの間で、何度も視線を往復させていた毒どく舌ぜつ丸まるが、言った。

「キュートお嬢様、もうそろそろホテルへ戻るお時間です」

　キュートはコクンとうなずき、海に背をむけて歩き出した。

　毒舌丸が、理刀へ顔をむけてくる。

「春日かすが理刀さん、あなたもきて下さい」

「へ、オレも？」

「あなたの頭頂部に寄生した始し祖そ竜りゆうは、スキュース様が大切になされているペットなのです……現在、魔界にいらっしゃる本物のほうのスキュース様の、です」

「これ、取ってもらえるんですよね？」

「可能な限り、努力させていただきます」

　なんだか役所の職員みたいな返答だな、と思いつつも、理刀に選択の余地はない。

　みゃあお、と鳴いたシィちゃんが、理刀の後頭部を尻尾しつぽでパシパシと叩たたく。まるで、「ハイヨー」と鞭むちで走らされる馬になった気分だ。




　理刀たちは、海岸横の空き地にとめてあった純白の高級車に乗り込んだ。

　ひろい車内には、中央のテーブルを丸く囲むようにして、ふかふかの座席が設置されていた。同乗者とむかい合い、十分におしゃべりを楽しめるつくりになっている。

　運転席は、壁に遮られて見えない。用があるときは、スモークガラスを開けなければならないようだ。

　密室となった車内で、理刀はキュートとむかい合って座った。間にあるテーブルが、少し邪魔である。

　キュートの左隣には、毒舌丸が腰を下ろしている。

　毒舌丸が、スモークガラスをコツコツと叩くとすぐ、顔の見えない運転手が車を出した。

　車が走り始めても、キュートは顔を上げようとしない。理刀と視線を合わせたくない、ということを態度で表しているのだ。

　幻術が効かなかったのは、理刀のせいではないのに。

　レゾン学院のペンタグラムには、【幻術使いマジシヤン】育成プログラムというものがある。人の五感を操る能力は、かなり高レベルの精度と複雑な術式の組み立てが要求されると聞いているから、それだけ失敗も多いのではないだろうか。

　キュートはたぶん、自らの失敗に腹を立てているのだ。バレていることに気づかないまま、ずっとスキュースを演じていたという気恥ずかしさが、「理り刀とと目を合わせられない」という態度となっているに違いない。

　理刀は、そう考えた。

　話していれば、きっと気分も晴れる。恥ずかしかったことも、そのうち笑い話になるはずだ。とにかくいまは、会話！　コレに限る。

　理刀が口を開かなければ、キュートも毒どく舌ぜつ丸まるも、おそらくはホテルに着くまでなにもしゃべらないだろう。

　場の雰囲気を少しでもほぐすため、まずは毒舌丸に的を絞った。話題は……。

　みゃあおぉ

「シィちゃんって、どんなドラゴンなんですか？」

　とっさに、そう切り出す。

　静かに窓の外を眺めていた毒舌丸が、目だけを理刀へむけてくる。キュートも、ちょっとだけ顔を上げてくれるが、またすぐにうつむいてしまった。

　理刀の質問に、毒舌丸が落ち着いた声で答えてくれた。

「始し祖そ竜りゆうです。魔界でも稀き少しような種ですから、扱いには気をつけて下さい」

「始祖竜って？」

「混沌竜カオスとも呼ばれています。成体になるとすべての魔力を中和して無効化してしまうのですが、幼生体にはまだその特性はありません」

「無効化、ですか？」

「春日かすが理刀さんには、キュートお嬢様の幻術が効かなかったようですので、もしかしたら、始祖竜の力がなんらかのかたちで発現したのかもしれません」

「ふ～ん、でもどうしてオレの頭にくっついちゃったんですか？　そんなに居心地いいとも思えないんですけど」

「融合行動、つまり寄生は、始祖竜の幼生体が身を守る術すべとして行います。本来は成体の背や首の後ろなどに寄生すると聞いていますが、まれに他ほかの巨大生物に寄生することもあるそうです」

「オレ、巨大生物じゃないんだけどな」

　みゃあおみゃあお、とシィちゃんがのんきに鳴いている。

　キュートは、自分の膝ひざに置いた両手に視線を落としたまま、ほとんど動かない。だが、理刀と毒舌丸の会話は聞こえているはずだ。

　彼女に話を振る頃ころ合あいを窺うかがいながら、理刀は再び口を開いた。

「このまま寄生され続けると、どうなるんですか？」

　寄生という言葉には、あまりいいイメージがない。キノコかこいつは……。

「そうですね……」

　色の薄い毒舌丸の黒瞳に、じわりと青が浮かび上がってきた。そして二秒もしないうちに、完全な碧あおに染まりきる。キュートがスキュースを演じていたときと同じ瞳ひとみだ。

「一〇分後のあなたには、なんの異常もありません。その先は、残念ながらわたしの力では〝視みる〟ことができませんので」

　毒どく舌ぜつ丸まるの瞳から、碧が消える。

「凄すごいでしょ、毒舌丸は一〇分先の未来が〝視え〟るんだからね……普通の魔族は、一、二秒先を〝視る〟のがやっとなのに」

　ようやく、キュートが声を出した。彼女のほうも、会話に入るタイミングを狙ねらっていたようだ。表情にはまだ、気恥ずかしさや苛いら立だちといった感情が交ざっているが、それもすぐに消えるだろう。

「ほんと凄いよね」

　すかさず、キュートに笑いかける。

　下唇を嚙かみ、彼女が上目づかいに理り刀との視線を受けとめる。だがすぐにまた、つんと目をそらされてしまう。でも、三秒保った。

　少しずつ、距離を縮めていこう。少しずつ少しずつ……。そうすれば、気づいたときには笑い合っているはずだ。

　理刀は、浜辺で見たキュートの笑顔を思い出した。

　もう一度、あの表情を見たい。

　魔界の食料を食べることも、もちろん忘れてはいないのだが。




　着いたのは、パーティが行われたホテルだった。レゾン学院から徒歩五分もかからない場所だ。

　入口の自動ドア前に、大柄のホテルマンふたりが並んで立っている。

「「お帰りなさいませ」」

　口調もお辞儀の角度も同じホテルマンたちの間を抜け、理刀はホテルの中へ足を踏み入れた。フロント内にいた女性ふたりも、定規で測ったような角度で頭を下げている。

　理刀はわざと、キュートの横を歩いた。すぐ後ろには、毒舌丸がいる。

「この建物は全部借りてるから、遠慮しないでくつろいで。シィちゃんが頭から離れるまで、ちゃんと責任持つわ。それに……食事の約束も、忘れてないから」

　歩きながら、キュートが感情のこもらない声で言ってきた。

「あ、ありがと」

　彼女のどこか素っ気ない態度が気にはなるものの、魔界の食料をもうすぐ食べられると思うと、浮き立つ気持ちを抑えられなくなってくる。

　……にしても、この建物を全部借りてる？　都心の一流ホテルなのに？　魔界の公爵家は、なんというか……。金持ちの考えることはわからない。

　それでもとにかく、理刀は笑顔を浮かべた。

「ほんとに、ありがとう」

　なにはともあれ、キュートにはどれだけ感謝してもし足りない。

「約束だから」

　キュートが、視線だけを理り刀とへむけてくる。彼女の頰ほおは、ぴくりとも動かない。

　また、砂浜で笑っていた彼女の笑顔が頭に浮かんできた。無邪気に笑う娘こだということを知っているため、なんだか淋さびしい。

　キュートには笑っていてほしい、と思う。

　とにかくまずは、自分が笑おう。そうすれば、キュートもつられて笑顔を見せてくれるはず。

「ほんとにほんとに、ありがとう」

　理刀は、もう一度感謝の気持ちを伝えた。もちろん、ニカッと明るい笑顔を添えて。

「い、言ったでしょ、約束だって……」

　キュートの頰が、今度はわずかに動いた。少し拗すねたような表情ではあるが、無表情よりずっといい。

　まずは、最初の一歩。




「食事の準備ができていますので、こちらへ」

　毒どく舌ぜつ丸まるに案内され、理刀はホテルの一室に通された。

　そこで毒舌丸が、視線を入口のほうへむけたあと、

「おかけになって、しばらくお待ち下さい」

　と言葉を続けたため、理刀は彼女の視線を辿たどって振り返った。ちょうど、部屋を出ていくキュートの後ろ姿が見えた。トイレだろうか？

　理刀はすぐに顔を戻した。言われるまま、大人しく待っていればいい。

　部屋の中には、三メートルほどの長テーブルを挟んで、椅い子すがふたつ用意されている。テーブルの上には、ナイフとフォーク、そしてグラスがふたり分。料理は、まだ登場していない。

「すべて、魔界から持ってきた食材でご用意させていただきました。春日かすが理刀さんのお口に合うかどうかわかりませんが」

「ゴチになります！」

　毒舌丸に、理刀はビシッと勢いよく頭を下げた。驚いたシィちゃんが、みゃあおと鳴きながら、尻尾しつぽでピシピシと頰を叩たたく。

　口に合うかどうかなど、関係ない。たとえ激マズでも激ヌルでも激辛でもオーケーだ。キュートが戻ってきたあと、襟を正して食すのみ。

　まずは席に、と理刀はテーブルにむかって足を踏み出した。が、なぜか前に進めない。足の下に地面の感触がない。

「れ？」

　ほんの数センチではあるものの、体が宙に浮いている。

　みゃあおっ、と翼をひろげたシィちゃんが、バサバサと忙せわしなく羽ばたいているためだ。

「おいシィちゃん、どうした？」

　シィちゃんの飛ひ翔しよう力は、思った以上に強い。逆らうこともできず方向転換させられる。

　碧へき眼がんでそんな理り刀とを見ていた毒どく舌ぜつ丸まるが、目が合うなりサッと回れ右をして足早に部屋から出ていってしまう。彼女はいったい、なにを〝視みた〟のだろう。一〇分後の理刀は、いったいどうなっているのか？

　みゃあおみゃあお、とどこか悲しそうに鳴きながら、シィちゃんが部屋の出口にむかっていく。もちろん、理刀は逆らうことができない。

　部屋を出て廊下をぐんぐん進み、突き当たりの壁を右に曲がった。そこで、キュートの背が見えた。

「お～い、キュート」

　みゃあおぉぉっ

　理刀の声とシィちゃんの鳴き声に、キュートが振りむく。

　軽い驚きに目を大きくしたキュートの前で、ようやくシィちゃんが羽ばたくのをやめ、理刀を床に下ろしてくれた。どうやら彼女を捜しにきたようだ。

　キュートもそれがわかったらしく、

「もう、寂しがり屋さんね」

　手を伸ばし、シィちゃんをそっと撫なでた。

　触覚が同化しているようで、シィちゃんに触れた彼女の指先を、理刀も感じることができた。なんだか、よしよしと頭を撫でられているようで変な感じである。

「さっきの部屋で待ってて、すぐにいくから」

　キュートの言葉にうなずいたあと、飛んできた通路を引き返すべく、理刀は彼女に背をむけて歩き出した。

「……って、うわっ」

　しかしまたすぐに、シィちゃんが翼をひろげた。続いて、頭上からバサバサバサッ、と羽ばたく音が聞こえてくる。

　宙に浮いた体をどうにもできないまま、理刀は再びキュートの前に降り立った。

「……これじゃ、どうしようもないね」

「いいから、シィちゃんを早くむこうへ連れてってよ」

「でも、またきっと飛んでくると思うよ」

「いいから！」

「どこにいくの？　オレもいっしょにいけば……」

　ここまで言って、理刀はようやく気づいた。通路の先に見えるのは、トイレットマーク。

　そういや、そうだったな……。

　空色の瞳ひとみに怒りを滲にじませつつも、キュートが頰ほおを桜色に染めている。さすがに、彼女がいこうとしている場所に同行はできない。

「よし、これでどうだ！」

　理り刀とは、両手でシィちゃんの翼を押さえた。このまま、アイ○ラッガーのようにブン投げることができれば、などと考えてしまう。直後、ガブリと手を嚙かまれた。

「ぉうちっ！」

　本気で攻撃したわけじゃないことはわかるのだが、けっこう痛かったりする。

「シィちゃん、ダメでしょ！」

　キュートに怒られても、みゃあおぉという鳴き声に反省の色はない。

　理刀はすかさず、次なる抵抗に移った。近くにあった大きな観葉植物の鉢にしがみついたのだ。

「これならどうだ！」

　みゃっ、みゃあおぉぉぉっ！

　シィちゃんが、激しく羽ばたいた。だが、理刀の体重プラス大型の鉢である。ピクリとも動かない。

「いまのうちだっ！」

「きゅ？　あ、ああ、そうね……」

　キュートが、恥ずかしそうに頰ほおを紅あかくしたまま、女子トイレへ駆け込んでいく。

　みゃあおっ！　と低い声で鳴いていたシィちゃんが、急に羽ばたくのをやめた。

　あきらめたのか？　と思った数秒後、ぐぉみゃごごごっ！　と腹に響くような声でうなり始めた。なんだか怖い。

「シィちゃん、そんなに凄すごむなよ、な、落ち着けって、キュートはすぐに……」

　突如、グゴウッという轟ごう音おんとともに、赤黒い炎が廊下に放たれた。目の前の観葉植物が、一瞬で消し炭になる。幼生体といっても、やはりドラゴン。火力は半端じゃないようだ。

「こらこらこら！　なにエキサイトしてんだっ、まずはリラックス！」

　理刀の説得にこたえたのは、グゴウッという身の縮むような音。シィちゃんは完全に我を忘れているようだ。

　炎が軽く壁を舐なめただけで、黒い焼け跡が刻まれる。通路の空気が熱を帯び、渦を巻く。

　理刀は、思わず首をすくめた。どうすればいいのか、まったくわからない。

　シィちゃんが、三度目の炎を吐き出した。だが今度は、それと同時に白っぽい煙が放たれた。見ると、すぐそばに消火器を持った毒どく舌ぜつ丸まるが立っている。

「ご迷惑をおかけしました。ですが、その始し祖そ竜りゆうはなにぶんスキュース様のペットですので、ご容赦下さい」

　壁や通路に消火剤をまきながら、毒舌丸が言った。冷静そのものである。

「防火センサーが作動すれば、少々騒がしくなるところでしたが……どうやら問題はないようですね」

　シィちゃんの炎に合わせ、毒舌丸が消火剤をまき続ける。

　おいおい、問題大ありだろ、と理刀は内心でツッコミを入れた。

　そして、ようやくトイレから出てきたキュートが、

「きゅーっ、どうしたのこれ!?」

　両りよう眉まゆを限界まで跳ね上げた。

　みゃあおぉ、とシィちゃんが嬉うれしそうに鳴いたことで、毒どく舌ぜつ丸まるがようやく消火剤散布をやめる。

　トイレをすませるだけなのに……。

　キュートが、顔をしかめて理り刀との頭上を見上げた。

「スキュースお姉様が、『キュートのことを守ってあげなさい』なんて言ってたけど、もしかして……」

　みゃあおっ！　というシィちゃんの明るくも勇ましい鳴き声が、「ボクがんばりますねっ！」と言っているように聞こえてならない。

　理刀は、頭上のシィちゃんを片手でポンポンと叩たたきながら、思った。

　さて、自分もそろそろトイレにいきたくなったのだが……どうしよう。




　試行錯誤の結果、魔界のヴァル大陸北西部に生息するという金剛獣の骨をシィちゃんに与えると、一分ほど注意をそらせることがわかった。

　シィちゃんが一心不乱にガシガシと骨を嚙かんでいる間に、理刀は急いでトイレをすませることに成功した。膀ぼう胱こう破裂寸前の大逆転である。

　その後、ようやく食事のテーブルについた理刀とキュートは、運ばれてくる料理にそれぞれ手をつけた。

　料理が出てくる前までは、○▽○の磔はりつけ炒いためとか、△□▽の呪のろい揚げとか、◇☆◇の怨うらみ焼きとか、いろいろグロテスクなものを想像していたのだが、予想に反して見た目も味も素晴らしいものだった。

　病的なほど肌が青白いコック長が、料理の説明を親切にあれこれしてくれたが、理刀は正直なところほとんど聞いてはいなかった。

　能力値はどれくらい上がるのだろう？　このひと口で一〇〇を超えたかも。およそ三ヶ月後、夏休み明けに行われる能力値測定が楽しみだ。もしかして、一気にパール第三級クラスを飛び越えちゃったりして……。いきなりエメラルド第二級クラスか？　いやいや、ダイヤ第一級クラスだって夢じゃないかも。

　浮かれまくりだ。が、その反面でキュートのことが気になってもいた。

　食事中、彼女はずっと黙ったままである。唇を開くのは、フォークを口元に運んだときだけ。

　こういう席でしゃべるのは、不作法になるのだろうか？　魔界の貴族は、口にものを入れたときは話さないのか？　でも、ハンバーガーを食べているとき、キュートは楽しそうに笑っていた。毒舌丸やコックの目があるから？　まだ、幻術を失敗したという恥ずかしさを引きずっているのか。

　料理は確かにおいしい。だが、味が舌に残らない。それはコックの腕ではなく、雰囲気のせいである。

　やっぱり、いっしょに食べる人が笑っていないと、どんな高級料理でも味気ないものだ。




　食後のデザートは、プリンのような琥こ珀はく色の物体だった。上品な甘さに、ウットリしながら食べた。魔族も、人間と同じ味覚を持っているようだ。外見上も、瞳ひとみと肌の色しか違いがないため、もしかしたら先祖が共通しているのかもしれない。クロマニヨン人あたりとか……？

　そう考えると、親近感が湧わいてくる。

　キュートがナプキンで口元を拭ふいたのは、夜の七時を少し過ぎた頃ころだった。

　理り刀ともそれに合わせ、「ごちそうさまでした」と両手を合わせる。

「……変な挨あい拶さつね」

　笑顔にはまだまだ遠いが、一瞬だけキュートが表情をゆるめてくれた。手を合わせただけで喜んでくれるなら、掌てのひらが磨すり減るまで合わせたってかまわない。

　へへ、と笑いながら、理刀は席を立ち、キュートといっしょに部屋を出た。食事中、ずっと壁際に控えていた毒どく舌ぜつ丸まるも、無言のままついてくる。

「きょうは一日、お疲れ様」

　キュートが歩きながら、理刀へ、そしてシィちゃんへ目をむけてくる。

「シィちゃんは……きっと取ってあげるから、それまで大変だろうけど……」

「春日かすが理刀さんにはご不便をおかけしますが、現在、情報を集めていますので、もうしばらくのご辛抱を」

　毒舌丸が、すかさず言葉を投げてくる。

「いえいえこちらこそ、ご馳ち走そうにまでなって……」

「お部屋へご案内します」

「ほんと、すみません」

　通路でペコペコと頭を下げながら、理刀はふと思った。

　今夜は、ホテルに泊めてもらうことになるだろう。両親は、ここのところ仕事が忙しいと言っていたから、たぶん家には帰ってこないはずだ。それに、彼らは放任主義だから、息子が二、三日無断外泊しようがまったく気にしない。

　問題は、今夜、どこで寝るのか、ということである。

　キュートと目が合った。彼女の視線が、そろそろと理刀の頭上へ上っていく。

　みゃあお、と嬉うれしそうに鳴くシィちゃんが、なにやらリズミカルに体を揺すり始めた。その振動が、理刀の頭から顔、それから首へと伝い下りてくる。

　ご機嫌なシィちゃんをしばらく見上げていたキュートが、ゆっくりと毒舌丸へ顔をむけた。空色の瞳には、真剣な光が走っている。

「理刀は、今夜どこで寝るの？」

「キュートお嬢様と同室、ということになります」

　毒どく舌ぜつ丸まるが、素早くこたえを返す。

「……同じ、部屋？」

「はい」

「それって、もしかして……朝まで、ってこと？」

「厳密には、春日かすが理り刀とさんの頭頂部から始し祖そ竜りゆうが離れるまで、です」

「そ、それじゃ……シャ、シャワーは？」




　毒舌丸が用意してくれた海パン一枚で、理刀は目隠しをしてキュートと同じ脱衣所に入った。

「絶っっっ対に外しちゃダメだからね。もし外したら、外したら……」

　キュートが、目隠しをした理刀に何度も念を押す。彼女がいま、どんな表情をしているのかまったく見えない。

「ご安心下さい。もし春日理刀さんが目隠しを外すようなマネをなされば、わたしがそれ相応の処置をいたしますので」

「処置？」

「不ふ埒らちの代償として、両の眼まなこをいただきます」

「それでも、見られたことに変わりはないでしょ」

「両目ではご不満ですか？　でしたら、記憶が飛ぶほどの恐怖を与えましょう」

「そこまでしなくても……」

「大丈夫です。わたしが〝視みて〟いますので」

　怖い会話を、すぐそばでしないで……。

　理刀は自分でまた、目隠しを強く結び直した。

「それでは、こちらへどうぞ」

　毒舌丸が、理刀の腕を取って浴室までつき添ってくれた。彼女の冷たい手や清潔な香りに、少しドキドキする。

「段差がありますので、お気をつけて」

　高い湿度と硫黄いおうの匂においが、肌と鼻孔にまとわりついてくる。温泉を引いているらしい。足裏に感じるのは、お湯の流れだ。

　見えずとも、かなり豪華な浴室であることがわかった。

「ここへお座り下さい。こちらが水、こちらがお湯です。タオルは、ここに」

　毒舌丸が親切丁寧に、理刀の手を蛇口の取っ手やシャワーヘッドに導き、位置を教えてくれた。

「近くにいますので、ご用のときはお呼び下さい」

「すみません」

　毒舌丸が離れていく気配を感じながら、理刀は手探りで取っ手を回した。

　すぐ近くから、シャャャと勢いのいいシャワー音が聞こえてくる。当然、それを浴びているのはキュートだ。シィちゃんが騒がないのが、その証拠である。

　シャワーを浴びているということは、もちろん服を着ていないということで……。

　当たり前の話だが、そこから下着を全部脱いでいるという推論が導き出され……。

　そのことにより辿たどり着ける結論はただひとつ、全裸、もしくは真っ裸、あるいは一糸まとわぬ丸裸。つまりヌード。

　すぐそばで、衣服をなにも身に着けていないキュートが、シャワーで全身を濡ぬらし続けている。時々、理り刀とのほうへ水が飛んでくるため、彼女との間には壁もなにもないことがわかる。

　やばい、ドキドキしてきた……。

　理刀は、跳ね回る心臓をなんとか抑え込みながら、蛇口から流れ出てくる水を掌てのひらで受けた。

「熱っ」

　熱湯を、水で薄めることなく流していたようだ。キュートを意識しすぎである。

「大丈夫？」

　シャワー音に混ざり、キュートの声が聞こえた。

「ああ、間違ってお湯出しちゃってて……」

　理刀は、キュートの心配そうな瞳ひとみに笑顔を返した。

　え？　キュートが見え……目隠しは……、ちゃんとしてるのに。え？　ええぇっ!?

　目隠しで視界ゼロになっているはずなのに、キュートの顔が見える。

　もしかして、コレは……。

　理刀は、頭上のシィちゃんに手を伸ばした。みゃあおと甘えた声を発しながら、指先にじゃれついてくる。

　自分の指が見えた。それをつかむシィちゃんの小さな前足も。

　どうやら、シィちゃんの視覚を通して見ているらしい。

　寄生をさせてもらっている生物には、自然界の生存競争で勝ち残ってもらわなければ困る。そのため、始し祖そ竜りゆうの幼生体が、宿主の欠損した部位を補助する能力を持っていたとしても、なんら不思議はないのかもしれない。

　二メートルも離れていない場所で、立ったままシャワーを浴びているキュートへ、シィちゃんが食い入るような目をむけている。

　見たいとは思っていない。だが、見えてしまうのだ。自分は悪くない。やましい気持ちなんて微み塵じんもない。断じてない。だって……見えちゃうんだもん。

　濡れたキュートの裸体は、透明だった。均整がとれていた。息を吞のむほど、きれいだった。銀髪の輝きも、際立っていた。

　うわぁ……。

　胸は、少年ではないとわかる程度の膨らみだが、それはそれで彼女に似合っていた。キュートだからあの乳房、という感じでしっくりする。

　幻術の効果を高めるためとはいえ、姉のスキュースと同じように胸を大きく見せようとする努力はやはり、彼女には似合わないような気がした。大きなお世話かもしれないが、キュートにはキュートの魅力がある。

　手足は細く、腰も細い。おしりの線にはまだ、女性というよりも子供といった硬さが残っているが、それもまた彼女らしい。

　透き通った肌を水が流れ落ちる様は、ひとつの芸術作品のようであり、理り刀とは見とれること以外、なにもできなくなった。

　緊張と感動と男の本能がごちゃ混ぜになり、下半身になにかが蓄積していく。

　やばいやばいやばい……。どうしよう……。

　シャワーをとめたキュートが、今度はシャンプーで銀髪を洗い始めた。

　泡だらけになった銀髪、鎖骨のくぼみ、肩、胸、脇わき腹ばら、腰、おしり、太もも、ふくらはぎ、足首、その他諸もろ々もろが、しっかりと理刀の意識に入ってくる。

　理刀が見えていないと思っているため、キュートの動きはとても無防備だ。

　入口横に立っている毒どく舌ぜつ丸まるの姿も、視界の隅にチラリと見えるが、動く気配はない。まさか理刀が見えているなんて、思ってもいないに違いない。

　シャンプーの泡をしっかり流したあと、トリートメントらしき液体を髪に馴な染じませ、また軽くシャワーで流す。続けて、ブラシで体をこすり始めた。












　左のつま先から、次に足首、すね、ふくらはぎ。そして右のつま先に移って、また足首から上へと、ゆっくりブラシを当てていく。

　マジで……やばい……やばすぎる……。

　キュートが行う一つひとつの動作を、シィちゃんが黙って見ている。観察しているといってもいい。

　理り刀との頭はもうクラクラで、心臓はもはやバクバクで、気分はすでにムラムラだ。

　こらこらシィちゃん、凝視しすぎだろ。

　思いながらも、心臓の血管が膨張しっぱなしの理刀である。下半身の血流も大暴走中だ。

　海パンの圧力が、恨めしいやらありがたいやら……。

　理刀は急いで、水だけのシャワーを股こ間かんに当てた。

　今夜、眠れるかな……。




　一〇時を回ると、キュートはさっさとベッドに入ってしまった。彼女の夜は早いらしい。

　理刀は、座っていた長椅い子すに身を投げ出した。ホテルに借りたガウンだけで、十分にあたたかい。室温も肌に心地いい。頭の片隅にはまだ、キュートの裸身が放つ甘い香りが漂っている。

　毒どく舌ぜつ丸まるは、ひろい部屋の隅にあるクラブ・チェアに腰を沈め、組んだ足にのせたぶ厚い本のページに目を落としたまま動かない。

　理刀は、多少華美すぎる装飾の施された天井を見上げたまま、想おもいを巡らせた。

　きょうはいろんなことがあった。パーティ会場へ忍び込んだり、始し祖そ竜りゆうに寄生されたり、バカにからまれたり、ヒッチハイクをしたり、海にいったり、魔界の料理を食べて能力値をアップさせたり、そしてなによりも、可愛かわいらしい公爵家令嬢と友達になれたり、と。

　もう友達、だよな……。

　ベッドに入ったキュートへ目をむけた。積み重ねられた大きな枕まくらに背を預け、彼女もまたなにかの本を開いている。

　そこでいきなり、みゃあお、とシィちゃんが翼をひろげた。そして、バサバサと動かし始める。

「どうした？」

　シィちゃんの羽ばたきにより、強引に上体を起こされ、そのまま宙に浮かび上がる。

　このパターンは……。

　予想通り、シィちゃんがむかったのは、キュートのベッドである。

「な、なによ。え？　ここで？」

　キュートが、戸惑いや怒りや恥ずかしさを表情に滲にじませながら、ベッドの隅にそれとなくおしりをずらして移動した。

　ベッドはかなり大きなものだ。ふたり並んで寝るスペースは十分にある。互いに、隣の人間が嫌でなければ、だが。

「仕方ありません。ベッドから引き離せば、始し祖そ竜りゆうがまた暴れます」

　いつの間にか、理り刀との隣に毒どく舌ぜつ丸まるが立っていた。彼女の瞳ひとみは、すでに碧あおに染まっている。どんな一〇分後が〝視みえ〟ているのか、少しだけ興味が湧わいた。体験したくはないけど。

「理刀といっしょに……寝るの？」

「不快なようでしたら、春日かすが理刀さんを縛りあげましょう。そうすれば……」

「そんなこと……しなくていいわ。しかたないけど、がまんしてあげる」

　頰ほおを紅あかくしたキュートが、視線を手元の本に落とした。彼女の表情を見れば、理刀に対する気まずさが随分と薄らいでいることがわかる。距離は、確実に縮まっているようだ。

「それでは春日理刀さん、ベッドの上でよからぬことをなされば、おわかりですよね？」

　理刀は、ゴクリと唾つばを吞のみ込んだ。

「両眼……ですか？」

「それは、キュートお嬢様の肌を見た場合です。触れれば、その腕を落とします」

　黒眼に戻った毒舌丸の表情には、なんの感情も見えない。だからなおさら怖い。

「その、寝ね惚ぼけて、寝返りうったとかで触っても？」

「ケースバイケースです。状況によって判断させていただきます。ですから、なるべく動かず騒がず、静かにお休みになって下さい」

　言ってすぐに、毒舌丸がベッド脇わきに自分が座っていたクラブ・チェアを運んできた。

　ひとり用とはいえ、かなり大きなそれを楽々と、しかも片腕だけで持ってくるという彼女のパワーを目の当たりにして、理刀は決意した。今夜は石になろう、と。

　内心で冷や汗をかき続けながら、理刀はふとキュートが枕まくら元もとに置いた本に気づいた。

　絵本である。タイトルは、『白雪姫』。表紙の絵は、白雪姫と七人のこびとが輪になって踊っているもの。

「白雪姫、読んでるの？」

　キュートが、本の表紙を撫なでながら言った。

「文字を覚えるのにいいし、楽しいし、ハッピーエンドだし」

　ほんのわずかに唇をほころばせたキュートは、可愛かわいいと思う。だが、やっぱりなにかもの足りない。

　まだまだ硬いな、と思う。

　声をあげて笑ってほしい、と思う。

　笑っていれば、どんな日でもハッピーだ。きっと、ハッピーエンドで日々の幕を下ろすことができるに違いない。そしてまた、朝を迎えて笑えばいい。

　悪いお妃きさきに負けず、毒リンゴにもめげず眠りについた白雪姫は、悪夢にも怯ひるむことなく、笑顔で王子様のキスを待っていたはずだ。

「おやすみ」

　と、キュートが枕に頭を沈める。

　理刀も、「お邪魔しまぁす」とベッドに入り、端のほうで体を横たえた。今度は、シィちゃんも大人しくしている。

　キュートの明るい笑顔と声を思い出しながら、理り刀とは深い眠りに落ちていった。




　──両腕が重い。動かない。

　──両足も重い。動かせない。

　でも、なんとなくだが、嫌じゃない。

　頰ほおに当たるやわらかな感触は、悪くない。包み込んでくれるような弾力を持つなにかを、顔の右側から押しつけられている。

　ああ、いま夢を視みているんだな、と理刀はどこか冷めた気持ちで現状を分析した。

　いったいなんの夢なんだろう？

　プルン、ポヨン、フワン、という気持ちのいい触感。でも、なかなか強いアルコール臭も漂ってくる。ラベンダーやイチゴ、それに柑かん橘きつ系の香り、ついでに防腐剤の匂においも。ごちゃ混ぜだ。

　みゃ、みょ、おぉぉ？

　間の抜けた声で鳴きながら、シィちゃんが目を開けた。

　理刀の頭に、シィちゃんが見た部屋の様子が流れ込んでくる。いま見えているものは、自らの視覚を通ってきてはいないことを、なんとなく感じることができる。

　自分はまだ寝ているのだ。あと五分、寝させてくれ。

　……でも、この人、だれ？

　シィちゃんが見ているのは、右側で寝息をたてている十代後半くらいの女の子だった。彼女の突き出した胸が、理刀の横顔に密着している。そして左腕には、なぜかキュートが抱きついたまま眠っていて……。

　なんだ、この嬉うれしくも不可解な状況は？

　右頰に胸の圧迫感、左ひだり肘ひじに当たっているのも、キュートの胸。寝起きの心臓には、少しばかり刺激が強すぎる。

　続けて、シィちゃんが体を曲げ、理刀の足下へ顔をむけた。

　ベッドの下のほうにも、数人の女の子たちが寝ころんでいる。髪が長かったり短かったり、銀髪だったり、黒髪だったり、赤髪だったり、緑髪だったり、金髪だったり、理刀の足にしがみついていたり、いなかったり、と様々である。

　あと五分、などと微睡まどろみに身をゆだねている場合ではない。

　理刀は、ビシッと目を開けた。

　手足にしがみつかれているため、すぐには動けない。強引に引き剝はがしてもいいのだが、キュートをはじめ、全員女の子であるため、「力まかせ」という行為には躊躇ためらいが残る。

　ベッドの横に立っている人の気配を感じ、そちらへ目をむける。毒どく舌ぜつ丸まるだった。

　腕組みをして、静かに自分を見下ろしている彼女へ、とにもかくにも「おはようございます」と声をかけた。なんだかマヌケだ。

「おはようございます。よくお休みになれましたか？」

　寝ぐせも化粧崩れもない毒どく舌ぜつ丸まるが、冷めた口調でこたえた。

「あの、この人たちは……」

「全員、キュートお嬢様のご家族です」

「ああ、お姉様方ですか」

「昨晩は、夜通し人間界でお遊びになったようで、つい先ほどここへ跳んできて、すぐお休みになりました」

「跳んできて？」

「跳躍とか瞬間移動といった表現のほうが、わかり易やすかったでしょうか？」

「はぁ、やっぱ凄すごいな……。でも、瞬間移動ができれば、どんなに酔っぱらっても家に帰れますね」

　彼女たちの酒臭さは、毒舌丸にも届いているはずだ。

「人間界は、羽目を外せる場所がたくさんありますから」

　そこで、ふ～、と息をもらしながら、キュートがぼんやりと目を開けた。

　理り刀ととの距離は、現在ゼロ。

「お、おはよう」

　ドキドキしながらも言葉をかけた理刀に、キュートが寝ぼけ眼まなこをむけてくる。

「おはよ……って、え？」

　ようやく、自分が理刀の腕に抱きついていることに気づいたようだ。「きゅっ！」と、慌てて体を離して起き上がった。

「ち、違うのよ、これは……」

　朝から顔が真っ赤である。寝ぐせのついたぼさぼさの銀髪が、可愛かわいらしい。

　そんな彼女につられ、理刀のドキドキは二割増しだ。

　すぐにベッドの異常に気づいたキュートが、紅あかい頰ほおのまま、お姉様方たちへ視線を注いだ。

「シザーお姉様？　ケイティお姉様にジェラお姉様、他ほかにも……どうしてここに？」

　そんなキュートを横目に、理刀は足に抱きついていたお姉様の腕をやさしく解き、ベッドから下りた。そしてあらためて、小さな寝息をたてている彼女たちへ顔をむけた。

　全部で七人。どういうわけか、ナース服にメイド服、セーラーにチャイナ、ゴシックロリータ調のドレス、ミニスカポリス、ほとんど半裸の女性は、なにかの女戦士だろうか、みんなそれぞれ、とんでもない格好のまま寝入っている。

　きれいなお姉様方にくっつかれて寝ていた、と考えると天国のような気もするのだが、あまりにも大勢で、しかも突然すぎて、ドキドキワクワクよりも驚きのほうが強い。

　続いて理刀は、ベッドの周りを見回した。

　植木鉢やプラモデルの箱や下着類や不○家のペ○ちゃん人形やケンタッ○ーのカーネ○サンダース人形やデジタルテレビやジュースの自動販売機や自転車のサドルやポストや道路標識やクマのぬいぐるみやラーメン屋の看板、その他ほか、様々なモノが散乱していた。

　統一性がまったくない。

　理り刀とと同じように、キュートも呆あきれ顔で部屋の中を見回している。

　毒どく舌ぜつ丸まるが説明してくれた。

「彼女たちは、酔うと気に入ったモノを持ち帰る癖くせがありますので」

「気に入ったモノって……」

「好みはそれぞれですから」

　毒舌丸は、どこまでも冷静である。

　キュートが、はぁ、と重いため息をつきながら、そばにいたメイド服の姉に目を戻した。

「シザーお姉様ったら、また変な服を着て……それに、こんな粗大ゴミばかり……」

「変な服っていやあ、まあ変な服だけど……」

　理刀も、シザーと呼ばれたメイド服の女性に顔を近づけた。

　長い赤髪を白いシーツの上にひろげ、赤子のように身を丸めて寝ている様は、どこか艶なまめかしく見えた。メイド服の胸元とスカートがはだけているため、魔族特有の青みを帯びた透明な肌が、大胆なまでに露出している。

「うむ、けしからん服、ではある」

　理刀の視線に気づいたキュートが、

「どっ、どこ見てるの？」

　素早く姉の胸元を直した、とそのとき、寝たまま動かないシザーの長い赤髪がざわりと蠢うごめいた。そして、まるで意志があるかのように理刀の腕を這はい上り、首に巻きついてくる。

「え、これ、なんで？」

　胸元を覗のぞいたから？　それとも、太もものほう？

「シザーお姉様、ちょっと、ダメよ！」

　キュートが、慌てた様子でシザーの肩を揺する。

　シザーが、「う～ん、もう飲めないぃ」と寝ぼけたことを口にしながら、キュートの体をグイッと引き寄せ、抱き締めた。

「きゅ、ちょ、ちょっとシザーお姉様、お酒臭い」

　まるで罠わなにかかった小動物のようにバタバタと暴れるキュートだが、シザーの腕力はかなり強いらしく、抱きついた姿勢のまま微み塵じんも動かない。それどころか、どんどん力を入れて締めつけているようだ。

「シ、シザーお姉様、放し、て」

　キュートの顔が、苦しそうに紅潮している。

　理刀の首に巻きついた赤髪も、徐々にきつくなっていく。こ、呼吸が……。髪は、引いても嚙かみついても解くことができない。

　理刀の横に立っていた毒舌丸が、わずかも表情を崩すことなく、ベッドに右みぎ膝ひざをついてシザーに近寄った。そして、彼女の首筋に手刀の一撃を放つ。

　直後、赤髪から力が抜け落ちる。理り刀とは急いで首に巻きついていたそれを取った。

　キュートのほうも、無事にシザーの抱ほう擁ようから脱出できたようだ。

「大丈夫？」

　ベッドから下りてきたキュートが、理刀の顔を心配そうに見上げてくる。

「あ、ああ、別にたいしたことないよ」

　首を絞められたとはいえ、強がる元気は残っている。

「危ないところでした」

　毒どく舌ぜつ丸まるが、まったく起きようとしない七人の女性に目をむける。ひとりは気絶しているのだが……。

「そんな、大げさな……」

「シザーお姉様たちって、魔界じゃデリヘルって呼ばれてるのよ」

　デリヘル!?

　もしかしてそれは……、デリバリー・ヘ○ス？　成人向け雑誌の背表紙に広告が出てたり、電話ボックスの中に違法で貼はりまくられたチラシで宣伝されてたり、というあの出張ヘル○？

「デリヘルって……」

　なんだか、聞いたこちらが恥ずかしくなる単語である。が、

「デリヘルとは、つまりデリバリー・ヘル。出張地獄の略です」

　毒舌丸が、いたって冷静に解説してくれた。

　キュートが、大きなため息をつく。

「男の子ウケのいい服を着たり、お料理の勉強をしたり、お稽けい古こごとをがんばったり……女を磨く努力は欠かさないんだけど……、酔うと、その、なんていうか……」

「地獄を運んでくる、と？」

「そうなの……」

「お話し中申し訳ありませんが、登校準備をしていただく時間になりましたので」

　デリヘルから理刀たちを救ってくれた毒舌丸が、表情を変えることなく棚の置き時計に目をむけた。

　ようやくここで、自分のボサボサ頭に気がついたらしく、片手で銀髪を押さえたキュートが、顔を赤らめ足早に洗面所へ入っていく。

　みゃあおみゃあお、とシィちゃんが鳴き出したため、慌てて理刀も彼女を追いかけた。

　きょうも、バタバタとした一日になりそうだ。





三章　ペンタグラム体験







　部屋をデリヘル・シスターズに占拠されたため、理り刀ととキュートは別室へ移り、そこで着替えることにした。

　昨晩のバスタイム同様、目隠しをして服を着なければならないが、それでも、毒どく舌ぜつ丸まるが必要なものを取ってくれるから、そんなに大変ではない。

　シャツもズボンも、昨晩のうちにクリーニングしてくれたのだろう、パリッと糊のりがきいており、着心地もいい。

　目隠しをするとまた、シィちゃんの視覚とつながった。

　すぐ目の前には、着替えを手伝ってくれる碧へき眼がんの毒舌丸がいるが、さすがの彼女も、理刀とシィちゃんの視覚がリンクしていることには気づいていないようだ。

　キュートの着替えが、丸見えである。

　見ていない。見る気はない。たまたま目に入っているだけ。などと心の中で言い訳をつぶやきながらも、やっぱり、凝、凝、凝、凝視っ、とばかりに見てしまう理刀である。

　控えめな胸に着けているのは、大きなパットの入った純白のブラ。かなりのボリュームである。ショーツも白。上下とも白なので、白く透き通るような肌と混ざり合い、なにも着けていないかのように見えてくる。

　浴室での光景が、ほわほわぁ～と頭の中に浮かんできた。

　高い湿度。硫黄いおうの匂におい。湯気。シャワーの音。そして……、少々細めだが、バランスのいいキュートの裸体。銀色の髪。空色の瞳ひとみ。白い頰ほお。首筋。肩。発展途上の胸。おしり。細い四肢。

　朝から夢心地だ。

　キュートが、下着と同色のキャミソールを着け、レゾン学院指定のシャツに腕を通す。シャツの袖そで丈たけが少し長いようだが、それはそれで彼女の小さな体に似合っている。

　ふと気になった。

　キュートは、｛魔界の至宝｝であるスキュース・フォンターナの妹であり、なによりも公爵家の令嬢である。なのに、服の脱ぎ着もすべてひとりでやっている。庶民的な考え方かもしれないが、お付きの人に手伝ってもらったりはしないのだろうか。毒舌丸はいま、理刀のほうに手を貸してくれている。

「あのさ、キュートって、自分で服着たりするの？」

　キュートが、制服のスカートに足を通しながらこたえた。

「当たり前でしょ、それくらいできなきゃ」

「公爵家の娘さんだから、なんでもしてもらえるんじゃないかって、さ」

「人間界の公爵家はどうか知らないけど、あたしはなんでも自分でやるって決めてるの。そりゃあ、できないことは、たくさんあるけど、なるべく、やってるつもりよ」

　ウエストのホックをとめているキュートを見ながら、理り刀とは思った。

　公爵家令嬢のイメージは、深窓の令嬢とか、箱入り娘とか、世間知らずとか、だいたいこんな感じである。だがキュートは、少し違うようだ。

　魔族は基本的に、人間が使える能力はすべて生まれながらにして持っていると聞く。しかも、人間が能力を使用する際には必要不可欠である専用媒体を、彼らは必要としない。

　しかしながらキュートは、いつもはツインテールにしている銀髪を下ろし、わざわざ偽の巨乳をつくっている。

　ここから推測できることは、ひとつだけ。

　彼女は、自らの体を媒体にして幻術を使用しているのだ。

　このことは、魔力の総量やその放出量の低さ、または術式の組み立て下べ手たを意味している。つまり、魔族としては劣等ということだ。

　理刀から見れば、能力を持っていること自体羨うらやましいことなのだが、魔族で、しかも公爵家の生まれであるキュートにとっては、そんな自分の立ち位置にいろいろと思うところがあるのかもしれない。

　制服を着終わったキュートが、

「目隠し、もう外していいわよ」

　理刀の後ろに回り、わざわざ布の結び目を解いてくれた。

　まったく意味のない目隠しなんだけど……。多少、口元を引きつらせながらも、「ありがとう」と笑顔をつくる。きのうの気まずさは、もうほとんど消えているようだ。

　みゃあおぉ、とシィちゃんが尻尾しつぽで理刀の後頭部をピシパシと叩たたく。

　そんな始し祖そ竜りゆうを無視して、レゾン学院の制服に身を包んだキュートを、まじまじと眺めた。自分の目で見た彼女は、やっぱり可愛かわいい。

　思わず胸元に目がいってしまうのは、十代の男としては当然の反応であって……。偽物とわかってはいても、である。

「なによ、文句ある？」

　理刀の視線に対し、キュートが照れと苛いら立だちを滲にじませ、目を細めた。

　文句はない。しかし彼女は、底上げした自分の胸を見て、理刀が内心で嘲わ笑らっているとでも思ったらしい。

　聞いてもいないのに、キュートが言葉を続ける。

「だって……、スキュースお姉様の代わりに留学してきたんだし……」

「本当はキュート・フォンターナなんです、って言えば？」

「無理よ。いまさら……」

「そういうもんかな？　でも、なんでお姉さんの、スキュース・フォンターナの名前で留学してきたの？」

「……それは……その……」

　キュートが、言葉を詰まらせる。

　数回、理り刀との顔と胸元の間で視線を上下させ、続けて、助けを求めるように、そばにいた毒どく舌ぜつ丸まるへ目をむける。

　だが、毒舌丸は無言のまま動かない。

　理刀には、毒舌丸の薄い黒瞳に溶け込んだ厳しさが、キュートの助けを拒絶しているように見えた。

　キュッと唇を引き締め、キュートがあらためて理刀へ視線をぶつけてくる。

　口にした言葉は、

「理刀には……関係ないでしょ」

　こたえになっていない、こたえだった。

　最初から、キュート・フォンターナで留学してくればよかったのに……。

　わざわざ姉、しかも｛魔界の至宝｝と偽った理由がわからない。

　ツインテール、似合ってたのにな。

　なんだか寂しい、理刀である。




　ペンタグラムの高等部二年生の教室は、レゾン学院校舎ビルの一二階にある。

　一〇階以上に上がることも初めてなら、ペンタグラムの教室に入るのも初めての理刀は、朝からずっと感激のし通しだった。

　シィちゃんに寄生された理刀は、キュートと離れることができないため、こうしてペンタグラムの教室に足を踏み入れている。すべての手続きは、毒舌丸がいつの間にかやってくれていた。

　理刀はただ、登校してペンタグラムの教室へ入り、キュートと並んでクラスのみんなに挨あい拶さつするだけでよかったのだ。

　しかも、｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝の亜あ威い黒くろ媛ひめや｛謎エニグマ｝の美み々み津つ巴ともえと同じクラスなのだ。感動しないわけがない。

　しかし、クラスメイトが七名とは、かなり少ない。スターライト全員が約三〇人と考えると、納得もするのだが、ちょっとばかり物寂しさを感じてしまう。

　頭に小さなドラゴンをのせた理刀は、教室へ入るなり、感激と驚きと戸惑いの視線を一身に浴びた。｛魔界の至宝｝と｛珍獣ヘッド｝は、初しよっ端ぱなから教室にいた生徒七名全員の心を鷲わしづかみすることに成功したようだ。

　初老の教師が、キュートを紹介した。

「あー、スキュース・フォンターナさんが｛魔界の至宝｝と呼ばれていることはぁ、みんなも知っていると思います。それはぁ、つまり、レゾン学院にある能力計ではぁ、測りきれないほど能力値が高い、ということを意味しています」

　おおぉ、と生徒たちから低い感嘆の声がもれる。

　初老の教師が、生徒たちの驚きを満足げに見回したあと、言葉を続けた。

「みんなに、ひとつだけ守ってもらいたいことがあります。それはぁ、スキュース・フォンターナさんの写真は絶対に撮らない、ということです。もし写真を撮ると、彼女の強すぎる魔力まで写り込んでしまい、撮った人が不幸になるそうです。下へ手たをすると呪のろわれるかもしれない、とのことです。ですから、写真を撮るという行為だけはぁ、絶対にしないと約束して下さい。ビデオなども、同じですからね」

　再び、低い驚きの声に包まれた生徒たちを眺めながら、理り刀とは思った。

　おそらく、毒どく舌ぜつ丸まるが予防線を張ったのだろう。写真を撮られれば、キュートの幻術が破られるから。

　不幸とか呪いとか、多少大おお袈げ裟さな気がしないでもないが、このくらい脅しておかないと、きっと写真を撮られる。

　紹介されている間、キュートはずっと教壇の前に立ったまま薄い笑みを浮かべていた。

　スキュース・フォンターナさん、と名前を呼ばれたときも、その笑みは崩れなかった。でも理刀には、そのときだけ、瞳ひとみの碧あおがわずかばかり濃くなったように見えた。

　教師や生徒たちはみんな、キュートを｛魔界の至宝｝スキュース・フォンターナとして見ているようだ。波打つ銀髪や突き出した強烈な胸を見て、気け圧おされ気味になっているのがよくわかる。

　でも、中身はちっちゃくて可愛かわいらしい、キュート・フォンターナである。

　学校にいる間ずっと、キュートは常にそのギャップを幻術で埋め続けていなければならないのだ。精神的にも体力的にも疲れるだろうな、と理刀は思った。

　そしてまた、考える。

　どうして、スキュース・フォンターナと偽って留学してきたのだろうか、と。




　ペンタグラムの授業は難しかったが、なかなかに興味深いものだった。

　教室の中ほどに、キュートと隣り合わせで席をつくってもらった理刀は、わからなくてもいいから、とにかくノートを取り続けた。

　斜め前に座っている黒くろ媛ひめと、その右隣の巴ともえも、静かにペンを動かしている。

　一方、キュートのほうは、黒板を黙って見つめたまま動かない。

　七〇をとうの昔に超えているであろう、どこか魔法使いのような白ひげをたくわえた教師が、教壇横の椅い子すに腰掛けたまま、ぶつぶつと独り言のように話し続けている。

「能力とは一見、超人的な特権のように思われがちですけどね、力にはそれに見合った自己抑制が必要だし、義務もついてくることを忘れてはいけませんよ。

　どんな能力であっても、本来超人的な力は危険で恐ろしいものなんだから。

　だからこそきみたちは、『聖職者の慎み』と『王者の自制心』と『賤せん民みんの痛苦』を学ばなければならないね。

　それから、なによりもまず勇気を持つこと。そして思慮と意志力を鍛えなさい。

　偉力を授かった者としての誇りを持ちなさい。

　己の考えだけに固執しないで、それを捨て去ることも恐れず、真理にむかい続けなさい」

　黒板に書かれていることだけでなく、教師が口にしたことも、なるべく書き留めていく。

　この一瞬をノートに、そして記憶に刻み込もうと、理り刀とはペンを走らせた。

　きょうにでもシィちゃんが頭から離れれば、当分、ペンタグラムの授業を受けることはできないだろう。

　いやまて、と思い直す。

　魔界の料理を食べたじゃないか。能力値がひとつ上がれば、自分はパール第三級の能力者としてペンタグラムに入れるのだ。あとは、学院の力を借りて、専用媒体を探せばいい。

　それでもとにかく、ノートを取る。

　白ひげの教師が、独り言のような講義を続ける。

「きみたち能力者は、無意識のうちに頭の中で術式を組み立てています。

　術式の精密さや規模の大きさによって、能力の強さも変わってくることは知っていますね。より複雑な術式を正確に、素早く組み立てることができるよう、日々精進しなさい。

　でもね、ただ鍛えてばかりじゃ、なんの意味もありません。

　自らの能力系統を知り、その系統に合った鍛錬法を知らなければなりません。

　マラソン選手が、毎日筋力トレーニングばかりしていても、記録はあまり伸びないということです。マラソン選手とボディビルダーとでは、鍛える体組織が別物ですからね。

　天てん系けい、呪じゆ系けい、妖よう系けい、鬼き系けい、魔系、自然系、その他ほか、様々な系統とその属性を知り、なおかつ伸ばす方法を学びなさい。

　しかも、自らに最も適した方法を見つけ出さなければなりません。

　日々、これ鍛錬なのです」

　理刀は、教師の言葉にうなずきながら、ノートを取り続けた。目標のためと思うと、手を休める気になんてなれなかった。




　休み時間になると、クラスメイト全員がキュートと理刀の周りに集まってきた。みんな｛魔界の至宝｝と言葉を交わそうと、我先に質問を投げてくる。

「いま魔界で流は行やってるものって、なんですか？」

「国会議員に魔界の人がいるっていう噂うわさがあるんですけど、本当ですか？」

「いつもどんなもの食べてるんですか？」

「魔界のシャンプーやトリートメントやリンスってぇ、どんなものなんですか？　スキュースさんの髪って、銀色でぇ、つやつやでぇ、ああん、素敵ですぅ」

「能力強化のコツって、ありますか？」

　聖しよう徳とく太たい子しでもなければ、一度にすべてを聞き取ることなんてできない。

　理刀は苦笑いを浮かべながら、スターライトたちの輝く瞳ひとみを見回した。輪の中には、黒くろ媛ひめもいる。その背に隠れるようにして、巴ともえの姿も見えた。

　多少気け圧おされ気味ながら、キュートが一人ひとりの質問に、親切丁寧にこたえを返していく。｛魔界の至宝｝スキュース・フォンターナを演じながら。

　理り刀とは黙って、そんな彼女を見守った。

「スキュースさんってぇ、｛魔界の至宝｝なんて呼ばれてるから、もっと近寄りがたい人かと思ってました。でもでもぉ、こうしてお話ししてみて、やっぱり素敵だなぁって」

「スキュースさんって、すっごく親切なんですね」

「美人だし、やさしいし、魔力は桁けた外れだし……完全無欠ですね！」

　スターライトたちの瞳ひとみは、激しいまでにキラキラだ。

「そ、そんなこと、ないわ、よ」

　キュートが、唇の片端をひくひくと引きつらせている。必死で、喜びを抑えているようだ。

　本物のスキュースならば、どんな褒ほめ言葉も艶つややかな微笑ほほえみで受け流すのだろうが、キュートはそうもいかないらしい。

　休み時間中ずっと、キュートはスターライトたちが惜しみなく降らせる賛美の雨を浴び続けた。

　ひくひく、ひくひく、ぴくっ、と可愛かわいい唇を引きつらせながら……。




　午前中の授業が終わり、昼休みを迎えた。

　理刀のいる普通科では、購買部組、弁当組、食堂組というふうに分かれるのだが、それはペンタグラムでも同じだった。

　七人しかいないため、教室に残った弁当組は、ふたりしかいない。嬉うれしいことに、黒くろ媛ひめと巴ともえである。

　理刀はいつも食堂組なのだが、きょうは毒どく舌ぜつ丸まるがキュートとふたり分、弁当を用意してくれていた。

　校舎のどこかに待機しているのであろう毒舌丸と、魔界のシェフに手を合わせ、弁当のフタを開く。

　毒舌丸が、「ニッポン国のオベントウは、こんな感じでよろしいですか？」と言っていたが、まだ開いてはいなかったのだ。

　なぜか、唐揚げやミニハンバーグやウインナーやハムなど、肉類ばかりが中身の九割を占めている。隅のほうに、肩身が狭そうな感じで、アスパラガスのベーコン巻きとサラダが少し。カロリーが高そうだ。

「胸焼けしそうね」

　キュートの弁当も、似たようなものだった。

　毒舌丸が、弁当を渡すときに言っていたことを、よく思い出してみる。

「子供の好きなおかず特集、と書かれた雑誌を調べてシェフに頼んでおきました」

　確かに、子供が好きそうなおかずばかりである。言い換えれば、子供が好きそうなおかずだけ、である。しかし、この弁当もまた魔界産の食材を使ったと毒舌丸から聞いている。文句を言ってたら罰が当たる。

「おかずばかりだな」

　弁当を覗のぞき込んできたのは、黒くろ媛ひめだった。すぐ後ろには、巴ともえも立っている。

「いっしょに食べないか？」

　言いながら、返事も待たず近くの机を引き寄せてきて、理り刀との前に座る。

　亜あ威い黒媛だ！　｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝だ！　などと動揺しつつも、理刀はなんとか笑顔を保ち続けた。いっしょに食事ができるなんて……きのうまでは想像もできなかった。

「ほら、巴も座って。スキュースさんも、もう少し机寄せませんか？」

　黒媛がてきぱきと動き、うつむいたまま動かない巴を隣に座らせ、キュートの席を理刀のものとくっつける。

　キュートは少し驚いた表情で、なにも言えないまま黒媛に従っている。

　理刀の目の前に黒媛、キュートの前に巴、というかたちで、むかい合ってのランチタイムが始まった。

　そこへ、

「おじゃましま～す！」

　と、舌足らずだが、元気な声が聞こえてきた。

　教室に入ってきたのは、小学生にしか見えない女の子だった。小等部の娘こなのだろうが、いったいだれを訪ねてきたのだろう。片手に持っているのは、弁当箱のようだ。

　首の真ん中辺りで切り揃そろえられた黒髪と、つり上がり気味の大きな目を見て、すぐにわかった。黒媛にそっくりである。

　レゾン学院の指定シャツを着たその娘が、パタパタと駆け寄ってきた。そして、

「初めまして、能力開発学科ペンタグラム小等部五年の亜威百もも香かです。いっしょにお弁当食べてもいいですか？」

　ペコリと頭を下げてきた。

　理刀も、つられてペコリ。

　キュートも、慌てて頭を下げている。百香の勢いに気け圧おされたのだろうか、表情が強こわ張ばっているようだ。

　そのときにはもう、巴がそばの椅い子すを引き寄せ、自分と黒媛の間に、もうひとつ席をつくっていた。

「巴ちゃん、ありがとう」

　笑顔を振りまきながら、百香が椅子に座った。

　そして、理刀とキュートへそれぞれ興味津々といった目をむけてくる。

　黒媛がすぐに、

「このお兄さんが、春日かすが理刀さん、そしてこちらが……」

「スキュース・フォンターナさんね！」

　百香の笑顔が五割増しで輝いた。

　彼女の隣で、巴がひとり静かに小さな弁当箱を開け、十指すべてにリングをはめた手で、器用に箸はしを動かし始めた。手首に着けたいくつもの腕輪が、チャリ、と小さな音を出す。正面に座るキュートと目を合わせようとしない。照れているのか、話すのが苦手なのか……。もしかしたら、怖がっているのかも。

　彼女が頭を動かすと、薄い茶色の髪がサラリと流れた。すると、いくつものピアスが並んだ耳がチラリと見える。襟元からも、数本のネックレスが覗のぞいている。

　身に着けているものは、すべて白金プラチナだ。それが美み々み津つ巴ともえの媒体であることを、レゾン学院の生徒はみんな知っている。

　黒くろ媛ひめも、元気な妹へ慈しむような笑みをむけたあと、弁当箱のフタを開けた。量的に少ないながらも、豪華である。

　キュートも、フォークで肉類ばかりの弁当を食べ始める。

「あのあの、それ、なんですか？」

　食べ始めるよりも先に、百もも香かが理り刀との頭の上を指さした。

　関心を寄せられたことが嬉うれしいのか、みゃあお、とシィちゃんが鳴いてこたえる。

「あ、動いた！　生きてるんですか？」

「こいつ、珍しいドラゴンなんだよ。キュ……スキュースさんが魔界から連れてきたんだけど、なぜかオレの頭にひっついちゃってね」

「すごーい、カッコいいですね！　触ってもいですか？」

　百香が、理刀からキュートへ目を移す。

「え？　ええ、もちろんよ。シィちゃん、嚙かんだりしちゃダメよ」

　百香の視線に押されるように、キュートがわずかばかり体を引きながらこたえる。

　それが理刀には気になった。なんだか、百香を怖がってるように見えたからだ。

　楽しくてたまらない、といった様子でシィちゃんを触りにきた百香を見て、まさかね、と思い直す。

　キュートよりも小さくて細い百香を、どうして怖がる必要があるのだろう。

　百香が、とても嬉しそうにシィちゃんを撫なでている。みゃあお、とシィちゃんのほうも心地よさげに鳴いている。

　和む光景だ。

　その後、理刀は百香とお弁当のおかず交換をした。さすがに、肉ばかりじゃ胃がもたれるし、やっぱり米も食べたい。

　魔界産のひき肉が入ったコロッケを、百香がおいしそうにパクついた。

　そんな妹を見ていた黒媛が、黙って食べ続けていたキュートへ声をかけた。

「わたしたちも、なにか交換しませんか？」

「あたしと？　おかずを？」

「嫌、ですか？」

「え、あ、嫌じゃないわ。うん、そうね、交換しましょ、なんでも好きなの取って」

　どこか嬉しそうに、キュートが黒媛の机へ自分の弁当箱を置いた。

　すると、昼休みになって一度も顔を上げず、ひと言もしゃべろうとしなかった巴ともえが、スススッと自らの弁当箱をキュートの席に押し出してきた。

「あのぅ……」

　それ以上は、顔を赤くしたままなにも言わない。代わりに、百もも香かが口を開いた。

「巴ちゃんも、おかずのとりかえっこがしたいみたいです」

　小さくうなずく巴を見て、理り刀とは｛謎エニグマ｝と呼ばれているネクロマンサーの意外な一面に驚くとともに、微笑ほほえましくもなった。どうやら、かなりの人見知りらしい。

　短い薄茶の髪を赤らめた頰ほおに流した巴は、とてもきれいだ。

　理刀は、ここぞとばかりに黒媛や巴ともおかずを交換した。

　黒くろ媛ひめが、嬉うれしそうに笑ってくれた。巴も、ほんの少しではあるものの、顔を上げてくれた。百香はずっと笑いっぱなしである。シィちゃんだって、うるさいくらい鳴いていた。

　キュートも、どこか硬い表情を百香にむけながらも、笑みをつくってフォークを動かし続けていた。

　その百香が、邪気のない言葉を口にするまでは……。

「スキュースさんって、｛魔界の至宝｝って呼ばれてるんですよね？　すごいなぁ。黒姉様が時間停止できるのは一〇分くらいだけど、スキュースさんはどれくらいとめられますか？　空飛んだり、空間渡ったり、わたしもスキュースさんみたいに強い力があったらなぁ……憧あこがれちゃいます」












　きょうは午後の授業すべてを中止し、スターライトたちと｛魔界の至宝｝の交流を深めるため、ソフトボール大会が計画されていた。

　普通科は普段通りの授業なのに、ペンタグラムは特別扱いでいいよな、と思ってしまう理り刀とだが、大会には自分も参加していいと言われている。複雑な心境だ。

　ソフトボールということは、もちろん体操服に着替えなければならない。

　そんなわけで理刀は現在、目隠しをして女子更衣室で着替えている。

　周りには、キュートの他ほかに、黒くろ媛ひめや巴ともえ、その他、中等部や小等部の娘こもいる。百もも香かも、黒媛の隣で警戒心など微み塵じんもなく、レゾン学院指定の機能性を重視した体操服に着替えている。

　みんな最初は、目隠しをした理刀に驚いていたが、キュートが事情を説明すると、面白がったり憐あわれんでくれたりと、とにかく好意的に接してくれた。

　見えているとも知らずに……。

　罪悪感と道徳心と好奇心と欲望と心の悪魔がごちゃ混ぜとなり、理刀の中で激しく火花を散らす。

　そして、どこか甘ったるい匂においが充満している更衣室の片隅で、ようやくひとつの結論を導き出した。

　すべてを受け入れろ。

　見えるんだから見ちゃえばいいのだ。

　ロングヘアでナイスバディの黒媛が、理刀のむかいで着替えている。下着は上下ともピンク。刺し繡しゆう入りのブラとショーツは、肌触りがよさそうだ。

　彼女の横では、相変わらずうつむき気味の巴が、のろのろとスカートを脱いでいる。意外にもショーツは、色っぽい紫。

｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝と｛謎エニグマ｝のダブル下着姿が、すぐそばに……。鼻血が出そう。

　百香をはじめ、小学生たちの着替えも見える。いや、シィちゃんが見ている。

　犯罪者になった気分だ。

　それでも理刀は、もう一度、心の中で呪じゆ文もんを唱えた。

　すべてを受け入れろ、と。

　すぐ横で着替えているキュートの姿も、ちゃんと見えていた。というか、シィちゃんはほとんど彼女しか見ていない。

　周りの女の子たちが、遠巻きにチラチラとキュートへ視線を投げている。写真でしか知らないが、スキュース・フォンターナは、身震いがするほど美しい女性である。同時に、｛魔界の至宝｝と呼ばれるだけの威圧感も兼ね備えているため、彼女に興味があっても、みんな怖さや遠慮があって話しかけることができないのだろう。

「ねぇ、そふとぼぉるって、どんな競技？」

　顔を近づけてきたキュートが、理刀にこっそりたずねてきた。

「ああ、それは……」

「スキュースさんなら、簡単にできますよ」

　キュートの声が聞こえたのだろう。近くにいた黒くろ媛ひめが、運動靴の紐ひもを締めながら笑った。

「飛んできたボールをバットで思いきり殴ればいいだけです。ペンタグラムでやる競技ですから、能力はいくら使ってもかまいません」

「そ、そうなの……へぇ、面白そうね」

　キュートが、唇の端を引きつらせる。

　聞いていた周りの女の子たちが、ここぞとばかり会話に入ってきた。

「スキュースさんが入ったチームは楽勝ですね」

「あたし、スキュースさんといっしょのチームがいい！」

「もしスキュースさんがピッチャーやったら、ちょっと反則かも。きゃあ、どうしよう。消える魔球とか実際に見られるかも」

　みんな口々にスキュースの名を連呼し、褒ほめ称たたえている。

　キュートは、瞳ひとみを碧あお一色に染めたまま薄っぺらい笑みを浮かべているばかりだ。ただただ一生懸命に笑顔をつくっている、ということが見ていてよくわかった。

　スキュースじゃなくて、キュートなのに……。みんなに期待され、頼られ、有能であることを望まれているキュートだが、こたえるだけの能力をたぶん、彼女は持っていない。

　理り刀とだけが、そのことに気づいている。

　ソフトボール大会では、いったいどうするのだろう。




　バスで五分ほどの場所に、理刀たち普通科の生徒が「飛び地」と呼ぶレゾン学院の運動場がある。周りをビルに囲まれた排気ガス臭いグラウンドではあるが、ソフトボールをやるには十分なひろさである。

　三〇人ほどのスターライトたちが、素早く三つのチームに分かれ、さっそく試合を始めた。理刀は、試合待ちの見学チームに入れられた。百もも香かや巴ともえと同じチームである。

　試合をするのは、キュートを擁ようするチームと黒媛の率いるチームである。

　先攻はキュート・チームだ。周りみんなは、スキュース・チームと騒いでいるが……。

　相手ピッチャーは黒媛である。

　タイムルーラーである彼女の能力は、レゾン学院の生徒全員が知っている。その媒体も。

　時間停止の能力者である黒媛は、鏡を媒体にして能力を発動させる。鏡に映り込んだ世界限定で、時間の流れを堰せきとめるのだ。

　胸元に中等部のマークをつけた女の子が、バッターボックスに入る。そして、大振りの挙げ句、ボテボテのピッチャーゴロ。

　見事な動きでゴロを捌さばいた黒媛が、女子とは思えない強肩を披露し、レーザービームのような球を一塁へ送る。が、ランナーはすでにベースを駆け抜けていた。

　歓声があがった。

　理り刀とも、思わず腰を浮かし、すげぇ、と声をあげる。

【無を歩く者ナツシングウオーカー】だ。

　ナッシングウォーカーとは、瞬間移動や遠視、透視といった空間を操る能力者の総称である。おそらくいまの生徒は、三メートルほどの瞬間移動能力を持っているのだろう。走っている最中に、五回姿が消え、その度に約三メートル先に出現していた。実際に自分の足で走ったのは、三、四メートルほどである。

　続く二番バッターの男子生徒へ、黒くろ媛ひめが球を放った。瞬間、

「ビンゴッ！」

　彼女が、グローブの中に隠し持っていたコンパクトを取り出し、一、二塁間へむけた。

　盗塁を試みたナッシングウォーカーが、見事にその網にかかり、一塁ベースから三メートルほど離れた場所で、走り出した格好のまま停止する。これで、もう逃げられない。

　キャッチャーからファーストへ送球されたボールで、タッチアウト。

　時間を動かしてもらったランナーは、自分がアウトになったことに気づかず、二塁まで一気にダッシュするが、後の祭りである。

　アウトを知らされたあと、額に汗をかいたナッシングウォーカーの女の子が、恥ずかしそうに笑いながらベンチへ戻っていく。

　走った距離は短いはずなのに、彼女は大きく両肩を上下させ、額に汗を浮かべている。とても疲れているようだ。能力を使った際の疲労は、理刀には想像もできないほど大きなものなのだろう。

　ワンアウトから、キュート・チームの反撃が始まった。

　続くバッターが打ったライトフライを、守っていた小等部の子がエラーし、ランナー一塁。続く三番バッターが、打ったボールを風で操作してポテンヒット。

　ランナー一、二塁。

　そして、四番をまかされたキュートの出番がやってきた。

　味方チームのみならず、相手チーム、そして理刀たち見学チームも、みんな彼女に注目している。

　理刀は祈るような気持ちで、ネクスト・バッターズ・サークルから歩み出たキュートを見た。重そうな足取りだ。

　キュート・チームの生徒たちが、「スゥーキュース！　スゥキュース！　スゥキュース！」とスキュースコールを始める。試合待ちの生徒たちも。

　スゥーキュース！

　スゥーキュース！

　スゥーキュース！

　コールはやまない。

　みゃあお、みゃあお、とシィちゃんもつられて鳴き出した。

　立ちどまったキュートが、不安そうな碧へき眼がんを理刀へむける。いまにも泣きそうな目。

　理り刀とは立ち上がった。

　大ブーイングを浴びてもいいから、キュートの手を引いてここから逃げよう。彼女は怖がっている。バッターボックスに立ち、大恥をかくことに怯おびえている。だから自分が恥知らずな悪者になり、みんなから罵ののしられればいい。

　そう思った……そのとき、どこからともなく現れた毒どく舌ぜつ丸まるが、足早にキュートへ歩み寄っていく。

　運動場に黒いスーツは似合わないが、いまは彼女が救いの女神に見えた。

　スキュースコールがやんだ。みんな息を潜め、なにやら会話を交わしているキュートと毒舌丸に視線を注いでいる。

　どうしたんだろう？　とそんな空気が漂う中、キュートが毒舌丸へバットを手渡した。そして、バッターボックスを通り過ぎ、理刀のほうへ歩いてくる。

　生徒たちが、ざわめき始める。

「大変申し訳ありませんが、スキュース・フォンターナは人間界にきてからずっと体調を崩しておりますので……」

　毒舌丸が、よく通る声で生徒たちに説明を始めた。

「大事を取って、本日は見学させていただきます」

　えぇー。マジですかー。見たかったのにぃ。などなど、その他ほか様々な落胆の声に全身をつつかれながら、キュートが理刀の前で立ちどまった。

　小さく肩をすくめ、なんとか唇の両端をつり上げてはいるものの、その碧へき眼がんにはうっすらと涙が溜たまっている。

　百もも香かが駆け寄ってきた。その後ろから巴ともえも。マウンドから黒くろ媛ひめもやってくる。周りの生徒たちが、なんとなく困ったような顔でキュートを見ている。

　そんなスターライトたちへむけ、キュートが笑顔をつくった。

「ごめんなさい、ちょっと休めば気分もよくなるから……試合、続けてちょうだい。あたしは、ここから応援させてもらうわ」

　言って、理刀が座っていたベンチに腰を下ろす。

「保健室へいきましょうか？」

　心配そうな黒媛に片手を振りながら、

「ありがとう。でも本当に大丈夫だから」

　キュートが、周囲にはわからないほどの小さなため息をついた。

「……そうですか」

　黒媛がマウンドへ戻ったことで、他の生徒たちも試合に意識を戻したようだ。どこかぎくしゃくとした雰囲気ではあるが……。

　それでも徐々に、投げたり打ったり笑ったり残念がったり、とスポーツ大会らしい活気が生徒たちの間に戻ってくる。

　キュートが、手を叩たたいて自分のチームへ声援を送っている。楽しそうに。とてもご機嫌な様子で。わざとらしいほどに、はしゃいで。必死で笑顔を保ち続けながら。

　そんな彼女の隣に座った理り刀とは、考え続けた。

　どうすれば、キュートの気持ちを和らげることができるだろう？

　どうすれば、砂浜で見た彼女本来の笑顔を再び引き出せるだろう？

　考えた。

　どうすれば……。





四章　シスターズ強襲







「気にせず笑えばいいのに……」

　理刀のつぶやきに、キュートは「きゅ？」と彼に目をむけた。

　だれに対しての言葉なのか、そしてどういう意味なのか、よくわからない。

「笑ってたら、楽しいのに」

　理刀の目は、真まっ直すぐにこちらを見ている。ということは、自分にむかって「笑え」と彼は言っているのだ。

　笑え？　人間のくせに、なにを偉そうに……。

　みゃあおみゃあお、とシィちゃんが鳴く。まるで、「そうそう、その通り」と言っているように聞こえてくるから、少しばかり腹が立つ。

「なによ、笑ってるじゃない」

「笑ってるけど、なんていうか、笑ってないんだよなぁ」

「言ってることがわからないわ」

　理刀が、試合をしている生徒たちへ目をむける。そして、こほん、と咳せき払ばらい。

「キュートの笑顔さ、その、なんだ、つまりなんていうか……」

「？　……なにが言いたいのよ理刀、ちょっと変よあんた」

「素を出せば……すごく、可愛かわいい……と思うよ」

　チクッと、胸の内側に小さな針が刺さったような痛みを覚えた。不快な痛みじゃない。

　理り刀との横顔を見ていると、なんだか懐かしいような、切ないような、初めて見るような、そんな不思議な気持ちになってくる。

　人間なのに……。人間のくせに……。人間なんか……。そう思ってみても、嫌いになれない。

「だからさ、いろいろ気にしないで、自分の根っこから笑顔を掘り出してみれば？」

　理刀が、目を線にしてニッと歯を見せてくれた。

　決して格好よくはないけれど、気の抜けるような、人好きのする笑顔である。

　みゃあおぅおぅ、とシィちゃんが理刀の頭の上で体を揺すり始めた。楽しそうに。融合しているのだから、宿主と感覚や感情がつながっていてもおかしくない。

　たぶん、

　いやきっと、

　理刀は気づいている。

　キュートには微々たる力しかない、ということを。自らを幻術で彩ることに手いっぱいの、見み栄えっ張りな欠陥魔族だということを。

　理刀が、照れ臭そうな顔で試合へ目を移した。ちょうど、バッターボックスに黒くろ媛ひめが入ったところだ。

　相手ピッチャーが下した手て投げで放った球を、コンパクトをかまえた黒媛が、自分のすぐ手前で停止させた。そして、すべてを弾はじき飛ばすかのような鋭い腰の回転を利用し、バットで殴りつける。

　絶妙のタイミングで時間を動かし、遠くへ、相手選手のはるか頭上へと球を飛ばす。

　グラウンドの中で、生徒たちの声が爆発した。

　黒媛が、手をあげてそれにこたえている。

　なんの曇りもない爽さわやかな笑顔で、長い黒髪と大きな胸を揺らしながらゆっくりと走っている彼女の姿に、キュートは微かすかな嫉しつ妬とを覚えた。

「ホームランだっ！」

　理刀が、拳こぶしを突き出した。

　キュートには、「ほぅむらん」という単語の意味がよくわからないが、生徒たちがいままで以上に騒いでいるのを見れば、それが賞賛に値するものであることだと推測できる。

　生徒たちの歓声を耳に、キュートはみぞおちの奥で疼うずく痛みに体を強こわ張ばらせた。

　自分は、黒媛のように素のままでは活躍できない。あまりにも素質がないから。

　魔族だから、魔力が強くて当然。しかも、伝統あるフォンターナ一族の血脈なのだ。大器、多才、多能であることが求められている。それなのに、なにもこたえることができない。

　最も得意な幻術でさえ、道具や自らの体を媒体にしなければ幻をつくり出せないのだから、一芸がやっとの人間たちと大差がない。

　能ナシだから、いつも逃げてばかり。

　姉たちの背に隠れているだけ。

　幻うそを身にまとう能ナシ。

　笑えない現実。笑えない自分。

　横目に理り刀とを見た。

　彼の視線は、ほぅむらんを打った黒くろ媛ひめに注がれている。それが、なんだか嫌だった。

　こっちを見てほしいな、と思う。

　黒媛が、グラウンドを回って、最初に立っていた場所まで戻ってきた。チームの仲間から、拍手で迎えられている。

　手をあげてこたえている彼女は笑顔。周りも笑顔。笑顔、笑顔、笑顔、笑顔ばかり。

　理刀の目は、そんな黒媛に釘くぎづけである。

「あのね、さっきね……」

　キュートは、彼に声をかけた。こっちをむいて……、と意味もなく甘えに似た気持ちが湧わき上がってくる。

「ん？」

　理刀がせっかく自分のほうへ顔をむけてくれたのに、反射的に目をそらしてしまう。それでも、がんばって言葉を続けた。

「あたしの笑顔、素で出したら、か、か、可愛かわいいって……ほんと？」

「え？　ごめん、よく聞こえ……」

「なんでもない」

　とっさに、理刀の肩をコツンと叩たたいた。

　顔が熱くなる。

　いったい、自分は、なにをしているのだろう……。




「スキュースさん、具合はいかがですか？」

　声をかけてきたのは、百もも香かだった。いっしょに巴ともえもいる。

「え、ああ、もう大丈夫よ」

　体調なんて、本当は壊していない。毒どく舌ぜつ丸まるが、「ボールを一回も打つことなく終わりますが、どうなさいますか？」と未来を予知したから、逃げたのだ。

「よかったぁ」

　目を細めて笑う百香から、顔を背けた。申し訳なくて、自分が情けなくて。

　理刀が、「心配ないよ」と百香に微笑ほほえみかける。

　それを見てまた、心が重くなる。

　百香が、立ったまま黙って動かない巴の腕を引いた。

「巴ちゃん、スキュースさんに訊ききたいことあるんでしょ？」

　途端、巴ともえの頰ほおが紅あかくなる。うつむき、口元をモゴモゴ動かすだけで、ハッキリしゃべろうとしない。

「ほら、巴ちゃん」

「………ま、まま、魔界では、ネクロマンサーが、活躍してるって……ほ、本当ですか？」

　一度も目を上げないまま、巴がぼそぼそと言ってくる。

　魔界に、ネクロマンサーという能力者はいない。霊魂や死霊を操作する力は、ほとんどの魔族が生まれながらにして備えているものだ。キュート自身は、苦手だが……。

「ネクロマンサーって、死霊使いって意味でしょ？　あなた、ネクロマンサーなの？」

　キュートの問いに、巴がきつく目を閉じたまま、なぜか恥ずかしそうにコクッと小さくうなずいた。

「どんな能力でも、活躍できる場はあると思うけど……」

「美み々み津つさんって、レゾン学院でいちばん能力値が高いんだよ」

　横から理り刀とが説明してくれる。

　そうなんですよぉ、と百もも香か。

　無言のまま、巴がぶんぶんと首を振った。真っ赤な顔を見れば、極端な照れ性であることがわかる。

「能力値ナンバーワンなんて、凄すごいじゃない」

　その方面では、間違いなくキュートよりも格上だ。そう考えると、見えないなにかが下腹に突き刺さってくる。それでも、｛魔界の至宝｝の〝余裕〟を演じ続ける。

「の、のの、能力値が高くても、ネクロマンサーは、怖がられますから……気味が、悪いって。わ、わたしは、能力値が高いから、余計に……怖がられて……」

「そんなことないよ」

　理刀がすかさず言葉をかけるが、巴の目はキュートのつま先に落ちたまま動かない。

「百香ちゃんは、どう思う？」

　キュートは、巴から百香へ目を移した。

「わたしは、巴ちゃんが大好きです！　尊敬してます！　わたしはまだ、媒体見つけてないけど、巴ちゃんと黒姉様のふたりを目標にがんばってます！」

「理刀は？」

　百香から、理刀へ顔をむける。

「オレは……憧あこがれだよ。うん、｛謎エニグマ｝にずっと憧れてた。いや、いまも憧れてる」

　照れたような笑顔を浮かべながらも、予想通りのこたえが返ってくる。

　キュートは、つくりものの胸の下で腕を組み、巴へ視線を戻した。

「これでいいんじゃない？　他に望むものがあるの？」

　ハッとした表情で、巴が顔を上げた。

　初めて正面から見る彼女の瞳ひとみは、黒く澄み渡り、相手の心を包み込むような、しっとりとした落ち着きがあった。

「黒くろ媛ひめも、似たようなことを、言ってくれました」

　巴ともえの口調、そして表情を見れば、彼女が黒媛を慕っていることがよくわかる。先ほどのほぉむらんでも、生徒たちみんなが黒媛を祝福していた。

　黒媛と自分は、根本的に違う。彼女は、自分にないものをたくさん持っている。それが、とても羨うらやましく、妬ねたましい。

「ネクロマンサーがどうとかいうよりも、巴ちゃんが巴ちゃんであり続けることが大事だと思うよ。つまり、ずっとわたしと黒姉様のお友達でいてね、ってこと」

　百もも香かが、巴の細い腰に抱きついた。

「え、あ、ありがとう」

　巴が顔の緊張を解き、百香の背に手を回す。

　理り刀とが、そんなふたりへ小さな拍手を送った。

「よっしゃ、オレたち四人は、きょうからフレンドだ」

　彼が、うんうんとうなずきながら、キュートと百香へそれぞれ目をむける。

　自分も数に入れてくれたことが、キュートは嬉うれしかった。

　巴と百香が、顔をほころばせる。

「なにを楽しそうに話してるんだ？　わたしも仲間に入れてくれ」

「ああ、これで五人になった」

　理刀が、歩み寄ってきた黒媛へ目をむけた。

　試合が終了し、チームの入れ替えが行われている。今度は、理刀たちの出番だ。

「せっかく亜あ威いさんがきたけど、仕方ない。よっしゃ、いくぞ！」

　みゃあおおおおぉっ

　理刀の声に合わせ、シィちゃんが気合いの雄叫おたけびをあげる。雄叫びというには、少々細い鳴き声ではあるが……。

　キュートが見えていれば、シィちゃんは暴れない。だから理刀も、安心してそふとぼぉるができるだろう。

　百香と巴も、彼といっしょにグラウンドへ駆けていく。

　理刀が座っていた場所に、黒媛が腰を下ろした。手に、なにか封筒のようなモノを持っている。それを揃そろえた膝ひざの上に置き、

「体調は、大丈夫ですか？」

　すぐに、そうたずねてきた。

　心配してくれるのは嬉しいが、なんだか痛いた痒がゆいところを執しつ拗ように攻撃されているみたいで、腹立たしくなってくる。それでも、悪いのは自分なのだ。

　キュートは、刺とげ々とげしい感情を笑顔の下に押し込み、

「ありがとう。心配いらないわ。ごめんなさいね、そふとぼぉる、できなくて」

　口調にも気を配りながら、こたえを返した。

「ソフトボールは、いつだってできますから。体のほうを大切にして下さい」

　黒くろ媛ひめが、目を、鼻を、唇を、その表情すべてを使って、安あん堵ど色の笑顔をつくった。ぶっきらぼうなしゃべり方と、どこか尖とがった目からの印象で、もっと気難しい人間なのかと思っていたのだが、意外にも穏やかでやさしい性格のようである。

　不覚にも、涙が出そうになった。

　彼女が、本気で心配してくれていることが伝わってきたから。

　すぐに黒媛が、膝ひざの上に置いていた白い封筒を手に取り、差し出してきた。

「実は、コレを渡したくて」

　受け取り、目を落とす。『スキュース・フォンターナ様』との文字。

「あすの夕方、わたしの家でパーティをやりますので、いらっしゃいませんか？　というか、きてもらわないと困るんですけどね」

　くすっと笑った黒媛が、言葉を続ける。

「あしたが、スキュースさんの留学最終日ですから、最後はみんなで騒ごう、ということです。お時間のほうは空いてますか？　是非いらして下さい」

「ええ、もちろん参加させてもらうわ」

　黒媛の勢いもあって、キュートはすぐに返事を口にした。

「よかった。でも、あまり無理はなさらないようにして下さい。体調が悪いときは、出席よりも休養を第一にお願いします」

　黒媛が、また満面に笑みを浮かべる。

　かなわないな、と思う。

　同時に、激しいほどの苦しみと心の渇きを覚えた。

　いま黒媛が視みているのは、幻術でつくり出した｛魔界の至宝｝である。

　キュート・フォンターナを見ているわけではない。

　外見が紛まがい物なら、つくっている表情もまやかし。すべてが偽りの自分。

　黒媛は、そんな偽物に対し、誠意を持って接してくれている。

　それが、とても、苦しくて……。

　受け取った招待状に目を落とす。そこには、

『スキュース・フォンターナ様』

　という文字。

　あたしの名前は……。




　理り刀とは、キュートと並んでレゾン学院のビルを出た。

　こんなに充実した気持ちで放課後を迎えるのは、もしかしたら高等部に入学してから初めてのことかもしれない。

　ソフトボールは、楽しかった。まったく活躍できなかったが、ペンタグラムの様々な能力者と知り合いになることができた。

　授業も、よくわからなかったが、ノートをたくさん取ることができた。

　いつか自分も！　という気持ちを新たにできた日である。

　その一方で理り刀とは、あまり元気のないキュートのことが気になっていた。特に、ソフトボールの最中から瞳ひとみに力がなくなったようだ。

　彼女には、笑っていてほしいと思う。笑わせてあげたいとも思う。

　魔界の料理を食べさせてくれたから、恩返しに、というわけではない。

　本音の部分で、キュートの笑顔を望んでいる。これはもう理屈ではなく、すでに「オレが見たいから」という段階にまで達している。

　ここは、キュートを笑わせるために一発ギャグを。などと考える理刀だが、魔族にウケるネタを思いつかない。アメリカやヨーロッパのジョークがいまいち理解できないのと同じように、魔族にも日本のギャグが通じないかも。

　いや、弱気になるな春日かすが理刀。笑いの道も最初の一歩からだ。と気合いを入れたそのときだった。

「なんだよ、あれ!?」

「うわっ、ちょっと危なくねぇ？」

　近くを歩いていた生徒たちが、空を見て騒ぎ始めた。

　見上げて、おおっ、と思わず一歩、後あと退ずさる。

　ビル群に覆われた狭い青空から、十数個の巨大な影が降りてくるではないか。影は、どう見てもバスだ。

「まさか……」

　いっしょに空を見上げていたキュートが、苦々しげにつぶやいた。

　まさか……。その言葉が意味することを、理刀はすぐさま理解した。今朝方、デリヘル・シスターズの過激な訪問を受けたばかりなのだから。

　空飛ぶバス群が近づいてくる。あれだけ大きな物体を空中に浮遊させ、しかも任意の方向へ動かすとなると、いったいどれだけの能力値が必要なのだろう。想像もつかない。

「きゅぅぅ、もうっ、やっぱり」

　キュートが、舌打ち混じりの言葉を吐き出し、顔をしかめる。

　窓から顔や上体を出して地上を見下ろしているのは、予想通りというか、美しい女性たちばかりだった。

「あ、あそこにキュートがいたわ。ほんとにスキュース姉様のフリしてんのね」

　バスの窓から、キャーキャーとピンク色の笑い声が溢あふれ出す。お姉様方には、キュートの幻術がまるで効かないようだ。

　浮遊するバスが列をつくり、街路樹の枝先をかすめながら、まるで銀河鉄道のように地上へ降りてきた。レゾン学院前の大通りは、完全な交通麻ま痺ひ状態である。

　そんな迷惑などおかまいなしに、バスの窓からキュートの姉たちが手を振っている。写真を撮っている者や、小さな日本国旗を振っている者も。

「キュートォ、がんばってるぅ？」

「制服、似合ってるわよ」

「キャー、キュートが髪下ろしてるぅ、カワイイぃっ！」

　なんなんだ、この集団は……。

　ポカ～ンと、口を開けていることしかできない理り刀とである。

　周りで見ている生徒たちも、ポカ～ン状態である。みんな、彼女たちがバスの中で叫んでいる『キュート』という名前が、いったいだれのことなのかさっぱりわからないはずだ。キュートはいま、スキュースを演じているのだから。

　先頭バスの窓下には、『おチビちゃんの初儀式応援ツアー』と書かれた横断幕が下げられているが、いったい……。

　数えると、バスは全部で一二台。そこから、ぞろぞろと若い女性たちが降りてきた。

　理刀とキュートばかりでなく、校舎ビルから出てきた他の生徒や、通行人や、通行を妨害されたドライバーたちが、これ以上はないというほど目を見開き、あまりの驚きに動けないでいる。

　理刀とキュートの周りに、一人ひとりが衝撃的なほど美しいお姉様方が、次々と集まってきた。

「キュート、いよいよあしたね。がんばるのよ」

「わたしたちがついてるから、安心なさい」

「大丈夫だからね！」

「きっとうまくいくわ」

「その服カワイイじゃない。学校の制服でしょ？」

「この前着てた服のほうがいいんじゃない？　人間界のデザインって、ちょっと地味ね」

「あすの儀式が終わったら、盛大にお祝いするから、楽しみにしてなさい」

　口々に言いながら、キュートに群がってくる。理刀の存在は完全無視だ。眼中にないのだろう。

「ほらほら、みんな、キュートが困ってるでしょ」

　お姉様方の中から、やんわりとしているが、よく響く声が聞こえてきた。

　騒々しさがピタリととまる。

「リイザお姉様？」

　リイザ？　キュートの視線を辿たどり、理刀はお姉様方が開けた道から歩み出てきた、ひとりの女性に目をむけた。

「三女のリイザお姉様よ」

　キュートが、やれやれといった調子で紹介してくれる。

　ポカ～ンとしていた顔を引き締め、理刀は反射的に頭を下げた。そして思う。

　次元が違いすぎる。

　普通の人間である理刀にも、それがひと目でわかった。

　写真で見たスキュースのように、圧倒的とか威圧的とか瞳ひとみに威力があるとか、そんな表現とはまったくかけ離れた場所で、物静かに鎮座しているような女性だった。

　地面に届きそうなほど長い銀髪が、午後の光をやさしく足下へ受け流している。慈愛に満ちた少し眠そうな瞳ひとみは、とても魔族とは思えない。なにも知らずに彼女の姿を目にした人は、きっとこう言うだろう。

「女神様！」

　と。罪人ならば犯した罪を悔い、ひざまずいて一心に魂の救済を請うかもしれない。

　真っ白なドレスの裾すそを引きずるようにして歩いてきたリイザが、キュートの前で足をとめた。

　そして微笑ほほえむなり、

「ああ、キュート、ひとりで淋さびしくなかった？」

　末の妹を抱き締めた。

「あ、リイザ姉様、ずるい」

「わたしも、キュートをぎゅってしたぁい」

「キュート、こっちにいらっしゃい」

　周りのお姉様方から、ブーイングが溢あふれ出す。だが、リイザが軽く視線を巡らせただけで、すぐにまた静かになった。

「ちょ、ちょっとリイザお姉様、苦しい」

　リイザの胸と腕で頭を締めつけられたキュートが、両手をばたつかせる。

　理り刀とは、見ていることしかできない。

　きれいなお姉様方に囲まれているだけでも緊張するのに、神々しいまでの輝きを放つ女性がすぐそばにいるのだ。

「まぁまぁまぁ、ごめんなさいねキュート、つい力が入ってしまって……」

「もうっ、リイザお姉様、どうしてこんな大げさなことするの？」

　リイザの胸から解放されたキュートが、周りの姉たち、そして一二台のバスへそれぞれ目をむけた。

「みんなでキュートを応援しようってことになって、それでね」

「きゅぅぅぅ！　そんなのいいから、早く帰って！」

「え？」

「あたしの儀式なんだから、あたしひとりでやるわ」

「もちろん、儀式の邪魔はしないわ。ただ、あなたががんばってる姿を……」

「もう邪魔してるの！　こんなにたくさん連れてきて、大迷惑なの！　いますぐ帰って！　早く！　お姉様たちの助けを借りなくても、あたしはひとりでやれるんだからっ！」

　キュートが、リイザを見上げて両手を振り上げた。そして、小さな拳こぶしで何度も宙を殴りつけるマネをする。

　そんな末すえっ妹こを前にして、リイザの目がフルフルと震え、徐々に潤み始めた。

「お、おいキュート、そんなに言わなくても……。心配してくれてるんだし」

「甘やかしちゃダメなの！」

　思わずかけた理り刀との言葉を、キュートがビシッとはね除のける。

「ほぉらね、だから言ったでしょ、やめといたほうがいいって……」

「だよねぇ、わたしもキュートが怒りそうな気がしてたのよぉ」

「そうそう。リイザ姉様ったら、張り切っちゃってさ、ま、気持ちはわかるけど」

　お姉様方が、口々にリイザへ責任転嫁を始める。

　リイザが、涙の滲にじんだ瞳ひとみをキュートへむけた。体を縮め、胸元でイジイジと指を絡めながら、小声で言う。

「帰らないと……ダメ？」

「ダメっ！」

　懸命に敵を威い嚇かくする子猫のようなキュートの前で、リイザがしゅ～んと身を小さくした。これでは、どちらが姉なのかわからない。

　続けて、リイザの頭がカクンと落ちる。そのまま、薄い両肩に埋まってしまいそうだ。

　異変は、それと同時に始まった。

　お姉様方のむこうに立っていた街路樹が、身み悶もだえるように揺れ始めたのだ。少なくとも、理刀にはそう見えた。

「！」

　驚いたことに、きたる夏に備えて育ち続けていた若葉が、みるみるうちに紅葉したかと思いきや、そのままどんどん色を失ってゆき、はらはらと散り始めたではないか。樹皮からも、見る間に水気が引いていくのがわかる。

　木々が、急速に枯れていく。

　これは、いったい……。

　いきなり、両手で顔を覆ったリイザが、ふえええええええええええええええええええええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ、と恥も外聞もなく子供のように泣き始めた。

　悲しみの声に合わせ、大通りにずらりと並んだ街路樹が、ボロボロと朽ち果てていく。想像を絶する負の魔力だ。

「泣いたってダメなんだからっ！」

　キュートが腕を組み、頰ほおを膨らませる。

「「「「「な～かした♪　な～かした♪　キュートがぁな～かした♪」」」」」

　お姉様方の数人が、まるで他ひ人と事ごとのように歌い始めた。手拍子を取っているお姉様もいる。なんだか楽しそうなのは、理刀の気のせいだろうか。

　リイザが突然、泣きながらもスススッと理刀に体を寄せてきた。

「ひっく、キュートが、ひっくひっく、冷たい。あなたからも、ひっく、言ってあげて、ひっく、姉には、ひっく、やさしく、ひっくひっく、してあげなさいって、ひっく、特に、ひっく、三女には、ひっくひっく、やさしくしないと、ひっく、可哀かわい想そうだって、ひっく」

　キュートの友達らしき学生を味方に引き込み、少しでも状況を有利にしようという作戦らしい。

「オ、オレは……」

「理り刀とに助けてもらおうとしても、ダメなんだからっ！」

　キュートが、理刀とリイザの間に割って入ってくる。

　うえええええぇぇ～、と泣き続けるリイザ。

「「「「「な～かした♪、な～かした♪」」」」」と楽しげに合唱し続けるお姉様方。

　そんな彼女たちを怒鳴り続けるキュート。収拾がつかない。

　どうしよう、と理刀が顔をしかめたそのとき、

「そろそろバスにお戻り下さい。あまり騒ぎますと、学院のほうに迷惑がかかりますので」

　お姉様方を搔かき分けながら姿を現したのは、毒どく舌ぜつ丸まるだった。

「さあリイザ様も、元気をお出しになって下さい」

　素早くリイザの横に立ち、泣き続けている彼女の背を押して歩き出す。お姉様方も、それを見ていっせいに動き始めた。

「あぁ～あ、つまんなぁい」

「いいじゃないの、頭に始し祖そ竜りゆうくっつけてる人間も見れたしさ」

「あれ、カオティッ………じゃない？　……、初めて見……」

　何人かのお姉様方が、チラチラと理刀へ好奇の視線を投げながら、バスへ乗り込んでいく。よく聞き取れない言葉もあったが、おおかたシィちゃんから寄生されている理刀を見て楽しんでいるのだろう。

　毒舌丸が登場してから一〇分とかからないうちに、『おチビちゃんの初儀式応援ツアー』の文字が空へ浮き上がる。先頭が出ると、続くバスの出発もスムーズだった。

　ことの成りゆきを啞あ然ぜん、呆ぼう然ぜんと見守っていたレゾン学院の生徒たちが、空に消えゆくバス群を見上げている。全員、まさに仰天といった表情である。

　無惨なまでに枯れ果てた街路樹を眺め、理刀はやれやれと息をつく。

　まずは、毒舌丸に感謝である。




　お姉様軍団が帰ったあとも、キュートはどこか重たい表情のままだった。

　ホテルでの食事中も、ため息をつくことばかりに口を使っていた。

　毒舌丸が時折、碧あお色いろの瞳ひとみで彼女の様子を窺うかがっていたが、一度も声をかけようとはしなかった。

　バスタイム中も、どこか元気がなかった。

　理刀はずっと、シィちゃんの目を通して裸のキュートを見ていた。だが昨晩とは違い、ドキドキよりも心配のほうが強かった。

　シャワーをぼんやりと浴び続けていた彼女の細くてちっちゃな体は、やっぱり透明で、きれいで、可愛かわいらしかったが、その空色の瞳には、いまにも萎しおれてしまいそうな危うさが滲にじんでいるような気がした。

　理り刀とはずっと、彼女にかける言葉を探し続けた。ずっとずっと考え続けた。




　キュートが『眠り姫』の絵本を閉じ、ふかふかの枕まくらに頭を埋めたのは、一〇時を二〇分ほど過ぎた頃ころだった。

「おやすみなさいませ」

　毒どく舌ぜつ丸まるが、間を置かずに部屋の明かりを暗くした。だが、光量すべてを落とさず、うっすらと明かりを灯ともしてくれている。

　理刀は、ベッドの隅で目を閉じた。シィちゃんはすでに、キュピーキュピーと心地よさげな寝息をたてている。

　結局、キュートにかける言葉を思いつかないまま、こうして寝ることになった。

　なにを言っても、気休めにしかならないような気がした。

　スターライトのみんなは、キュートのことを｛魔界の至宝｝だと信じて疑っていない。

　スキュース・フォンターナは、周囲を圧するほどの美女であり、その魔力は能力計では計測不可能なほど高く、写真を撮った者が呪のろわれるほど凄すさまじいものだと、ペンタグラムどころか、レゾン学院すべての生徒が思っている。

　だが素のキュートは、幻術だけでいっぱいいっぱいのおちこぼれ娘だ。

　理刀から見れば、幻術を持っているだけでも羨うらやましいのだが、それが〝常識〟〝普通〟〝当然〟という魔族の世界では、なんの値打ちもない。

　理刀は眠れず、目を開けた。寝返りをうち、キュートのほうへ顔をむける。

　彼女と目が合った。

　ぼんやりとした明かりの下、理刀の横顔を見つめていたようだ。

　キュートが、サッと目を閉じるが、眠ったフリをするのはもう遅い。

「眠れないの？」

　思いきって、声をかけてみた。

　すぐに、キュートの目が開く。

「あんた、能ナシのくせに、どうしてそんなに元気なの？」

「いきなり能ナシですか？」

「でもさ、人間は、能力がないのが当たり前なのよね。あたしたちと違って……不便じゃない？」

「不便なときもあるかなぁ、でも、それが当たり前だからね。逆に魔族のほうが大変だと思うよ。全部自分の力でやらなきゃダメなんだろ？　バスを飛ばすなんて、能力値がどれくらいなのか見当もつかないよ。お姉さんたち、凄すごいね。特にリイザさんが……」

　ここまで言って、理刀は口を閉じた。

　お姉様方を「凄い」という裏に、キュートのことを「たいしたことない」と匂におわせているような気がしたからだ。

　理刀にその気がなくても、キュートがそう受け取るかもしれない。

　キュートが、ごろりと体のむきをかえ、理り刀とに背中をむける。

　怒ったのかな？　と理刀がそう思ったのとほぼ同時に、キュートがしゃべり始めた。

「もう気づいてるでしょ？　そふとぼぉるのとき、あたしが逃げたってこと。

　あたし、いつも逃げてばっかりなの。

　幻術使ってるのは……自信がないから。

　スキュースお姉様のフリして留学してきたのは、なにかとちやほやされると思ったからよ。それに、キュート・フォンターナのままレゾン学院にきたら、公爵家の名前を汚すだけだもん。

　あたしは、お姉様たちとは、違うから。

　幻術以外の術はほとんど使えないし、いちばん得意な幻術だって、あんたたち人間と同じで、媒体がないとダメ。

　術式の組み立ても、苦手だし。

　頭の回転、悪いのよ。

　あたし、本当にダメなの。ちょっとつらくなると、逃げてばっかり。

　歓迎会に出なかったのも、本当は毒どく舌ぜつ丸まるから『写真を撮られます』って聞いたからなの。カメラやビデオは、幻術じゃ騙だませないし。鏡に映った姿もそう。

　ホテルから逃げるときだって、毒舌丸がずっと〝視みて〟たはずよ。理刀と街を歩いているときも、ずっとね。

　ひっちはいくした車だって、毒舌丸が手配したんでしょうね、きっと。ひとりじゃ結局、あたしなんにもできないから……」

　キュートの銀髪に目を留めたまま、彼女の告白に耳を傾けていた理刀は、心の中に仕舞っていた記憶を、ゆっくりと引き出した。

「オレが小学校に入る前だったから、まだ六歳のときなんだけど……友達の女の子が、川に落ちてさ……」

　キュートの銀髪が、微かすかに動いた。が、理刀のほうに顔をむけてはくれない。

　それでも、話を続けた。

「雨が降ったあとだったから、水かさが増してて、流れが速くて、女の子は、どんどん流されていくんだ。

　あのときのオレは、追いかけることしかできなくてさ。河原を泣きながら走ったよ。

　泣きながら、思ったんだ。自分に能力があればって……。能力があれば、女の子を助けてあげられるのに、って。

　走ってる途中で転んでさ。起き上がったときには、女の子の姿が見えなくなってて、声も聞こえなくて、周りにはだれもいなくて。膝ひざからは血がいっぱい出るし、怖くて怖くて、そこから動くこともできなくて、オレ、ずっと泣き続けたんだ。

　なにもできなくて、ずっと泣いてるだけだったんだ」

「その女の子……どうなったの？」

　背をむけたまま、不意にキュートがたずねてきた。

「助かったよ。運よく通りがかった人がいてさ」

「……よかったじゃない」

「うん、よかった。でも、オレはいまでも忘れられないんだ。あのとき、自分がなにもできなかったこと……ただ、泣くだけで……怖がってばかりで……オレ、本当になにもできなかった……」

「まだ六歳だったんでしょ？」

「歳としじゃなくて、気持ちの問題だよ。だからオレ、能力者になれるよう、がんばってんだ」

　ようやく、キュートがごそごそと体を反転させて理り刀とのほうへむき直った。どこか拗すねたような目で、ジッと見つめてくる。

「あんたもしかして、あたしに『逃げずにがんばれ』とか遠回しに言ってんの？」

「え、あ……うん」

「なによ、それ……『オレもがんばってるから、お前もがんばれ』ってこと？　ふん、あたしは理刀ほど能ナシでもノー天気でもないのよ」

「だったら、オレ以上にがんばれるだろ？」

「………」

　キュートが、唇を引き結んだ。瞳ひとみには、怒りと、微かすかな悲しみが見える。

　理刀は意識して声に明るさを混ぜながら、言葉を続けた。












「思いきって、実はキュート・フォンターナでしたぁ、なんて……」

「言ったでしょ、いまさら無理だって」

「うん、そう言ってた」

「全部噓うそでしたってことになったら、公爵家うちが大恥かくわ」

「かもね」

「『かも』、じゃなくて、そうなるの。どうせ、キュート・フォンターナなんて名前、だれも知らないんだから」

「『どうせ』って考えるよりも、『もしかしたら』って考えるほうがいいと思うけど」

「……『もしかしたら』って？」

「もしかしたら、みんながキュートを受け入れてくれるかもしれないし、もしかしたら大受けするかも。もしかしたら、キュートの気持ちをわかってくれる人がいるかもだし、もしかしたら、みんながもっとキュートを好きになってくれるかもしれないじゃないか」

「そんな簡単には……」

「少なくとも、オレがそうだし」

　理り刀とは、思いきって言った。キュッと心臓が縮むような緊張感と恥ずかしさに、顔が熱くなる。

「きゅ、なによ……いきなり……」

　口ごもったキュートの頰ほおが何色なのか、弱い光の下では判別しにくい。

　薄暗いベッドの上で数秒間、理刀とキュートは視線を重ねた。

　ベッドの近くで、毒どく舌ぜつ丸まるが会話を聞いているはずだ。だが理刀は、意を決して言葉を加えた。

「言ったよね、キュートって、思いっきり笑うとスゲー可愛かわいいよって。『もしかしたら』じゃなくて、きっとみんな好きになってくれると思うんだけどな」

「い、いつもいつも思いっきり笑ってたんじゃ、ただのバカじゃない」

　顔をしかめながらも、キュートがごそごそと理刀に近づいてきた。そして、少し手を伸ばせば届く距離でとまり、仰あお向むけになる。

「笑えたら、いいんだけど……」

　天井を見つめたまま、彼女がソッと理刀の手に触れてきた。

　重なったのは、理刀の小指とキュートの小指。体温さえ感じることのできない接触だが、とても心地いい。

　なんとなくではあるが、キュートの気持ちも和らいでいるような気がする。

　理刀は、気になっていたことをたずねた。

「お姉さんたちのバスに初儀式ツアーってあったけど、あれってなんの儀式？」

　途端、キュートが身を強こわ張ばらせた。

「……お姫様が王子様のキスで目を覚ますなんて、そんなハッピーエンドは物語の中だけってことよ」

　キュートが、また背をむける。当然、小指も離れていく。

　お姉様方が騒いでいたから、おめでたい儀式のことだとばかり思っていたが、どうやら違ったようだ。

　理り刀とは、小指に残った感触を手の中に握り込み、仰あお向むけになった。

　いったい、どんな儀式なのだろう。




　朝を迎えていることはわかっている。カーテンの隙すき間まから、光がもれているから。

　すでに起きているシィちゃんの目を通して、部屋の中が見えているのだが、理刀は「あと五分」とばかりに眠りにしがみついた。

　シィちゃんが首を巡らせた。なんだか夢を見ているような感じで、浅い眠りの中で理刀もいっしょに部屋を見渡す。

　キュートは、昨晩と同じ場所からほとんど動かず、理刀のすぐそばで寝息をたてている。

　少しばかり驚いたことに、ベッド脇わきに持ってきたクラブ・チェアに腰かけている毒どく舌ぜつ丸まるも、まだ起きていない。目を閉じたまま静かな呼吸を続けている。背広姿で座ったまま一晩を明かし、体のほうは問題ないのだろうかと心配になってくる。

　そこで、シィちゃんがふたつの人影を見つけた。

　ふたりとも二〇代半ばくらいの女性で、同じ髪型をしている。

　外側にふんわりとカールさせた肩に届くほどの髪は、片方が金、もう片方が銀。

　ふたりの違いは、髪の色だけ。

　整ったきれいな顔も、スレンダーな体も、黒革のベストとパンツとブーツも、すべて同じ。どう見ても双子であり、おそらく、いや間違いなくキュートの姉たちである。

　きのうの朝はデリヘル・シスターズで、今朝はツインズか……。

　理刀は、起きるべきか否かを迷いつつ、彼女たちの様子を窺うかがった。

　双子が、クスクスと笑いながらベッドに近づいてくる。

　眠っている可愛かわいい末すえっ妹こを、やさしく驚かせるつもりなのか？　だとしたら、このまま寝たフリを続けてあげるのが礼儀である。下へ手たに起きれば、彼女たちをがっかりさせるかもしれない。

　座ったまま動かない毒舌丸を見下ろし、双子が顔を見合わせてニヤリと笑った。

　なんだか怪しい。毒舌丸が、侵入者に気づかないのも変だ。

　金髪のほうが、ベストのポケットからなにかを取り出した。マジックである。『油性』という文字が目に飛び込んでくる。

　よく見ると、双子の瞳ひとみは碧あお一色に染まっていた。なんらかの魔力を使っているようだ。

　金髪のお姉様が、マジックのキャップを外して、毒舌丸の顔に落書きを始めた。

　おいおい、いいのか？　油性だし。

「ねえ、これでよかったっけ？」

　金髪が、毒舌丸の額に『内』という漢字を書き入れる。

「オッケーオッケー」

　銀髪が、うんうんと笑顔でうなずく。

「これで毒ちゃんもマッスルマンだね」

「毒ちゃん、気に入ってくれるかな？」

　もしかして、『肉』の間違いじゃないのか？

「ヒゲがあったほうが強そうだよね」

　キュ、キュ、キュ～、と左右の頰ほおに横棒が三本ずつ追加される。

「ニッポン国じゃ、耳のない青ざめたネコが人気者なんでしょ？　ネズミにビビるヤツ」

「ネズミにビビってたんじゃ、弱いヤツじゃない？　眉まゆ毛げとかつなげとく？」

「つなげとけ！」

　一文字眉、完成。

　どうやら毒どく舌ぜつ丸まるは、双子の魔力で眠らされているようだ。このへんでとめてあげないと、彼女が可哀かわい想そうである。油性だし。

「あの～」

　理り刀とは上体を起こし、ツインズに声をかけた。

「「え？」」

　金銀ダブルの驚きが返ってくる。

　すぐに、彼女たちの瞳ひとみから碧あおが消え、薄い空色に変わっていく。

　二秒もしないうちに、毒舌丸がクラブ・チェアから立ち上がった。

「いつこちらへ？」

　冷めた目を双子へむける。しかし、額に『内』、一文字眉、三本ヒゲのトリプル落書きをされているため、彼女特有の鋭さをまったくといっていいほど感じない。

　双子は、毒舌丸の問いにこたえず、理刀へ顔を近づけてきた。そして、シィちゃんも含め、べたべたと顔や体を撫なで始める。

「な、なにするんですか？」

　理刀は、なんとかふたりの手から逃れようと、体を捩よじった。シィちゃんも、嫌がってバタバタと暴れている。

「なるほど、ふむふむ。へぇー、珍しい」

「ふんふん、これって、もしかしてアレじゃない？」

「カオティックだねぇ」

「リアルだねぇ」

　ふたりで顔を見合わせ、楽しそうに微笑ほほえみ合っている。

　なにが珍しくて、なにがおもしろくて、かおてぃっくとかリアルとか、いったいなんのことなのか、ふたりは説明もしないまま、勝手に納得した顔で理刀から離れた。

「どうしたの？」

　騒がしさに、ようやくキュートが目を覚ました。

「「ハァ～イ、おはようキュート」」

　息の合った双子の挨あい拶さつに、キュートが目を剝むいて跳ね起きた。そして、ふたりをまじまじと見たあと、ハアァ～と重々しい空気の塊を吐き出した。

「六七女のゴルゴンゾラお姉様と六八女のパルメザンお姉様よ」

　キュートが、理り刀とにむかって面倒臭そうに紹介してくれた。

「どっちがどっちなのか……」

「性格がすっごく悪い方がゴルゴンゾラお姉様で、性格がとっても悪い方がパルメザンお姉様よ」

　結局、よくわからない。わかったのは、どちらともお友達になるのは危険、ということだけである。

「ひっどぉ～い、せっかく可愛かわいい妹の初儀式を応援しにきてあげたのにぃ」

「簡単な儀式とはいえ、気を抜いちゃダメだからね。そこんとこを伝えにきたの」

「どんなときでも、殺やるか殺られるかっていう気合いを持ってなさい」

「殺っちゃえ殺っちゃえぇ！」

「朝からビシッと気合いを入れるため、プレゼント置いといたから」

「ビシッと、気合い全開で初儀式に臨みなさい。あなたならきっとやれるわ！」

「「ビシッとね！」」

　金銀ツインズが、同時に親指をグッと突き出したのを無視して、キュートがベッドから下りていく。そして、毒どく舌ぜつ丸まるへ、

「登校準備を、って……その顔……どうしたの？」

　やっと、彼女の顔の落書きに気づいたようだ。

　キュートの反応を受け、毒舌丸が背広の胸ポケットから携帯用の手鏡を取り出し、それを覗のぞき込んだ。直後、普通にしていても冷たい目の温度がさらに下がった。ぐんぐん下がっていく。どんどん下がって下がって、絶対零度に限りなく近い目になったところで、ゴルゴンゾラとパルメザンのふたりへ視線を移した。

　パリン、と彼女が手にした手鏡が割れ、破片が足下に散らばった。

「やぁ～ん、毒ちゃんが怒ったぁ」

「こわ～い、嚙かみつかれそう」

「「それでは、ごきげんよぉ～」」

　金と銀の髪を揺らし、双子が色っぽく身をくねらせる。次の瞬間、ふたりの姿が消え失うせた。

　あまりにも鮮やかな逃げっぷりである。

　キュートが、大きなため息をついた。

　毒舌丸は、凍りついたようにその場を動かない。相変わらずの無表情だから、怒っているのか呆あきれているのか、はたまた悲しんでいるのか、判断が難しい。

　理刀は、苦笑いを浮かべながらベッドから下りた。そのとき、顔にゆるやかな風を感じた。風？　窓は……、閉まっているのに？

　微風が、ひと呼吸もしないうちに、ゴオ─────ッと烈風へ姿を変える。

「なんだ!?」

　信じられないことに、風が渦を巻き、まるで生き物のように部屋の中を荒らし始めたではないか。渦の数は、ひとつ、ふたつ、みっつ、よっつ……、高速でぶつかり合い、分裂と合体をくり返すため、正確には数えきれない。

　きゃあ！　と銀髪を風になびかせたキュートが、理り刀とにしがみついてきた。

　理刀は、彼女の体を抱き寄せながら、両足を踏ん張ってベッドの柱にしがみつく。

　毒どく舌ぜつ丸まるは、というと……。

　ショートの黒髪を強風でグチャグチャにされながらも、碧へき眼がんのままクラブ・チェアに腰を落とし、呆あきれたように肩をすくめている。落書きされた顔からは、同情してもし足りないほどの苦労が滲にじみ出ていた。

　強風の中、彼女はなにを〝視みた〟のか？　それはすぐに知ることができた。

　理刀も見た。

　唸うなり、弾はじけ、荒れ狂う無数の竜巻によって、壁にかかった絵画が引き裂かれた。窓を覆っていたカーテンが、荒々しく引き剝はがされた。デジタルテレビやテーブルやソファが、回転しながら宙を舞った。毛足の長い絨じゆう毯たんが、ずたずたのボロ雑ぞう巾きんになった。棚に並んでいた置き時計やブロンズ像や燭しよく台だいや花瓶や書物が、壁に叩たたきつけられた。風の刃やいばが、あらゆるものをガリガリザクザクと削り続けた。












　唯一被害を被こうむらなかったのは、ベッドの周囲だけ。

　竜巻の狂乱は、一分もしないうちに収まった。部屋に残されたものは、ゴミの山。あと、理り刀とがつかまっているベッドと毒どく舌ぜつ丸まるが腰を下ろしているクラブ・チェア。

　ボロボロになった部屋を見回し、理刀は唾つばを吞のみ込んだ。

『朝からビシッと気合いを入れるため、プレゼント置いといたから』

　双子のどちらかが、軽い調子で口にしていた言葉を思い出す。

　竜巻を「置く」とは言わない。しかも、これってプレゼントじゃないし……。

　心の中でツッコミを入れつつも、腕の中のキュートと顔を見合わせ、顔が熱くなる理刀だった。





五章　パーティ開催







　理刀と歩いてレゾン学院へむかう途中、キュートは小さな胸の痛みを覚えた。

　実際の痛覚を刺激する感覚ではなく、これは、心の痛み。

　痛みが、どんどん大きくなっていく。

　理刀の横顔を窺うかがった。シィちゃんの口元に手をやり、楽しそうに遊んでいる。傍はたからだと、さぞ変な人間に見えるだろう。

　会ったときから、不思議に思っていた。

　どうして、彼はいつも微笑ほほえんでいられるのか。能ナシなのに、そのことに悩んでいる様子はない。レゾン学院の生徒であるにもかかわらず、である。

　なんの能力もない理刀に対し、最初は微かすかな優越感さえ抱いていたのに……。能ナシでノー天気な彼が、いまは羨うらやましい。

　初めての儀式を、今夜迎える。

　──逃げたい。

　また、弱い心が疼うずき始める。自分に自信がないばかりに、逃げることに慣れてしまった。

　いまここに、毒舌丸はいない。理刀とふたりで登校したい、というキュートの要望を聞き入れてくれたのだ。

　逃げれば、一時的にでも苦しみから距離をとることができる。でも、なんのためにニッポン国へ留学してきたのか。

　最初は、やる気満々だった。｛魔界の至宝｝とまで謳うたわれたスキュースお姉様の好意で、初の儀式に臨むことができるのだ。大事にしている始し祖そ竜りゆうまで貸し与えてくれた。

　それなのに……。

　儀式を執り行えば、きっと理り刀とに嫌われる。黒くろ媛ひめにも、巴ともえにも。いや、嫌われるだけではすまないだろう。罵ののしられ、憎まれ、生涯をかけて恨まれるはずだ。

　避けることのできない儀式が、すぐそこに迫っている。

　──逃げたい。




　シィちゃんを撫なでつつ、理刀はキュートの表情にも気を配っていた。

　胸に詰め物をして、瞳ひとみを碧あおに染めてスキュース・モードになっている彼女の顔から、どんどんなにかが抜け落ちていくのがわかる。本当は元気で可愛かわいい「キュート・フォンターナ」であるためのいろいろなものが、次々と失われていく。

　きょうはキュートの留学最終日。少しでも楽しい思い出を残してあげたいと思う。

　思い悩んでいる彼女のことが心配だが、たぶんなんとかなる。あと、頭に寄生したシィちゃんのことも心配だが、これもたぶんなんとかなる。だめだったら、なんとかする。そう決めた。

　理刀は、キュートと肩を並べて歩き続けた。リイザが枯らした街路樹が、まるで葬列のように道の先へ続いている。そのむこうに、レゾン学院の校舎ビルが見える。

　ずらりと並んだ教室の窓が、東からの陽光を受けて輝いている。毎月、清掃業者が外壁と窓を掃除しているから、いつもピカピカだ。周りのビルと比べても、その美しさがひと際目立つ。

　異常事態は、なんの予告もなくやってきた。

　突如、ガシャーンという大きな破砕音とともに、校舎ビルが光の乱反射に包み込まれた。ビルの窓という窓が、すべて内側から弾はじけ飛んだのだ。

「え!?」

　ビルの中からあがった悲鳴が、理刀たちのところまでもれ聞こえてくる。

　だが不思議なことに、ガラスの破片が重力に逆らって落ちてこない。キラキラと輝きながら、ビルの周りを浮遊し続けている。なんらかの強い魔力が作用しているのだ。

「また、かしら……」

　キュートが、弱々しくつぶやいた。

「もしかして、また？」

　通行中の人々が、レゾン学院の校舎ビルを驚きの表情で見上げている。

　理刀とキュートが、ガラス戸の破壊されたビルの入口前に辿たどり着くと、中から五人の女性たちがなにやら騒々しくしゃべりながら姿を現した。全員、透明な肌と息を吞のむほどの美び貌ぼうを持ち合わせているため、ひと目でキュートの関係者だとわかる。

　赤紫色のライオンヘッドが、いちばん最初に目についた。存在感の大きさが、他ほかの四人とは段違いである。胸と腰に毛皮を巻いただけの裸に近い格好が、どこか秘境からきた部族のようで、とてもワイルドだ。残り四人も、似たような格好をしている。

「やっぱり、ティカお姉様たちだわ」

　キュートが、重い息をついた。

「なんか、その、野性的な人たちだね」

　ついつい、お姉様方の胸元に目が吸い寄せられてしまう理り刀とである。

「あの赤い髪が、一二女のティカお姉様よ。理刀は下がってて、さもないと……」

　真剣な目をしたキュートが、言葉を終える前に、ティカが彼女の姿を目に留めた。次の瞬間、

「キュートぉ！」

　ニコ～ッと笑みを浮かべたティカが、キュートの目の前に立っていた。他の四人も、同じように瞬間移動でやってくる。

「ティカお姉様、人間界へはいつ？」

　キュートが、わずかに身を引いたのがわかったため、理刀はなんとなく身の危険を感じ、それとなく三歩ほど後ろへ下がった。

「人間界にゃ、さっききたばっかだよ」

　ティカの声はハスキーで、しかも大きい。

　彼女の後ろにいた、残り四人のワイルドなお姉様方が、いっせいにキュートへ顔を寄せてきた。

「キュートの正体がバレんよう、バッチリやっといたよ」

「鏡と窓ガラス、とりあえず全部ぶっ壊しといたけんね」

「カメラ持っとうヤツもおったけん、ガツンとやっといた」

「怪け我が人は出しとらんから、安心しぃ」

　最後にティカが、「どう？　あたいたち『ティカとその仲間たち』チームの気づかい。細かいやろ？」

「「「「なんやそれ、あたいたちはその他大勢扱いかいっ！」」」」

　ズビシッ×４！

　いきなり、四人がピッタリと呼吸を合わせ、ティカへ脳天チョップを叩たたき込んだ。

　ゴグシャッ！　とティカが頭から石畳に倒れ込む。信じられないことに、砕けたのは頭ではなく、敷石のほうだった。

　頭突きで敷石を砕く人間を生まれて初めて見た驚きに、理刀は体が麻ま痺ひしたように動けなくなった。あ、そうか、人間じゃなくて魔族だった、と思い直してもやっぱり動けない。

「痛いなぁもう、加減っちゅうもんを知らんとかねぇ、きみたち！」

　勢いよく立ち上がったティカが、お返しとばかりに四人全員の豊満な胸へ水平チョップをお見舞いした。とても楽しそうに笑いながら。

　ゴスゥッ！　ビシィッ！　ドシャァ！　ズガァッ！　と四つの生々しい炸さく裂れつ音が空気を揺らしたあと、ウキャキャ～という四つの無邪気な笑い声が吹っ飛んでゆき、校舎ビルの壁や柱に四つの重々しい激突音を響かせた。

　なんという危険で粗暴で過激などつき漫才なのだろう。離れていてよかった……。

　本気でそう思う理り刀とだった。

　キュートも、ヒクヒクと口元を痙けい攣れんさせながら、動けないでいる。笑いたいのか怒りたいのか、よくわからない表情だ。

　今朝方の性悪ツインズといい、キュートの姉たちは、破壊活動がことのほかお好きなようである。

　理刀とキュートは顔を見合わせ、ハアァァと重たい息をつくことしかできない。




　どつき漫才シスターズは、ひとりずつキュートを抱き締めたあと、さっさと姿を消してしまった。現れるのも突然なら、帰るのも突然なお姉様方である。

　校舎ビルを見上げ、理刀は小さくため息をついた。砕け散った窓の破片は、いまだ宙を浮遊している。

「あれ、どうするんだろ？」

　理刀は、ぽつりとつぶやいた。自分が心配しても、仕方のないことなのだが……。

「お姉様たち、はしゃぎすぎなのよね」

　キュートがまた、ハァと短く重い息を吐く。

「妹を大切に思ってんだよ」

「それはわかるけど……」

「きょうが最後なんだから、笑っていこう」

　理刀は精一杯笑顔をつくり、キュートの碧へき眼がんを覗のぞき込んだ。

「きょうは、ちょっと、笑えないかも」

「なんで？」

「こんな状況のとき、逃げるって選択肢は、やっぱりズルい？」

　キュートの碧あおに染まった瞳ひとみに、薄い涙がひろがった。

「こんな状況って？」

「例えば、右も左も、前も後ろも、上も下も塞ふさがっているような状況ね。どうせ逃げ場所なんてないんだけど……」

「また『どうせ』って言ってる」

　理刀の言葉に、キュートがハッとした表情で顔を上げた。

　理刀はすぐに、言葉を続けた。

「もしかしたら、逃げられるかもね」

　キュートの現状が見えてこないから、彼女がなにから逃げたがっているのかわからない。ただひとつだけわかったことは、目の前の少女が、思い詰めたような表情をしている、ということだけ。

　でも、それで十分だった。

　彼女の心を和らげるために、できることはなんでもしてあげたい。心底そう思う。

　レゾン学院の生徒たちをはじめ、関係者はみんな、キュートのことを｛魔界の至宝｝だと信じている。下へ手たなことをすれば世界的な大ニュースになるかもしれない。

　怒られるかも。とんでもない事態となり、自分が不利益を被こうむるかも。退学になるかも。

　いろいろ困るが、キュートの色落ちした表情を前にすると……。

　いま本当に大切なことは、なんなのか？

「逃げられるなら……逃げたい」

　キュートが、ハッキリと口にした。

　逃亡決定！

　ぐじぐじ考えるな、春日かすが理り刀と！

「よっしゃ、逃げよう」

　理刀は、グッと右手の親指を立てた。

　みゃあおおおおおおおぉっ！

　シィちゃんが、大きく翼をひろげた。

　キュートといっしょに、ビルの周りに集まっていた生徒たちの間を縫うようにして走る。次々とむけられてくる視線は、みんな跳ね飛ばした。

　校舎ビルを離れ、裏道に入ったところで、理刀はキュートの手を取った。そのまま、足をとめずに走り続ける。

　キュートが、目に涙を溜ためたまま理刀の手をしっかりと握り返してくる。

　彼女の瞳ひとみから、碧あお色いろは消えていた。




　理刀たちは通勤の人々でごった返している駅に入り、券売機の前に立った。所持金は二百円程度だが、それでいけるところまでいくつもりだ。定期もある。

　だが、切符を買うことはできなかった。

　券売機に硬貨を入れようとしたとき、横から声をかけられたのだ。

「どちらへいかれるのですか？」

　額の『内』と一本眉まゆとヒゲをしっかりと落とし、いつもの冷たく尖とがった目を取り戻した毒どく舌ぜつ丸まるだった。右手を上着のポケットに入れている。

「あたしが逃げたいって言ったの！　理刀は悪くないから、ダメよ！」

　キュートが、飛びつくようにして毒舌丸の右腕にしがみついた。

　確か、あのポケットに入っているものは……。二日前、毒舌丸と初めて会った砂浜でのことを思い出す。

　碧へき眼がんで理刀を見ていた毒舌丸が、右ポケットから手を出した。なにも握ってはいない。

「儀式まで、あと一二時間を切っています。きょうは大切な日なのですから、勝手な行動は慎んで下さい」

　まるで、涙と悲しみを体の内から絞り出すように、キュートがギュッッッと目を閉じた。

　そして彼女が再び目を開いたとき、瞳ひとみは碧あおに染まっていた。

　歩いていたサラリーマンたちが、驚いた様子でキュートを見ている。目を奪われ、互いにぶつかり合う者も出てくる始末だ。

「キュート……」

「逃げても、どうせ結果は同じだから……どうせ……同じなの」

　キュートのつぶやきに、毒どく舌ぜつ丸まるが表情を動かさずに言った。

「お察しします。ですが、儀式はキュートお嬢様のためなのです。それに、もはやとめることはできません」

「そんなこと……わかってるわよっ！」

　なにかを吹っ切るように、いや、切り捨てるように言い放ち、キュートが歩き出した。

　毒舌丸も、影のように歩き出す。

　サラリーマンたちの視線を大量に引きずりながら、キュートと毒舌丸が人ひと混ごみに消えた。

　みゃあおっ！　とシィちゃんが鋭く鳴いたため、理り刀とは慌てて彼女たちのあとを追う。

　儀式って、いったい……。




　教室に窓がなくとも、授業の進行にはなんの支障もなかった。

　一二階にあるペンタグラム二年の教室には、高所に相応ふさわしい強い風が吹き込んできているのかと思いきや、エレメンタラーの生徒が窓に幕を張り、それを食いとめていた。

　すでに、毒舌丸が魔界大使館へことの詳細を連絡し、復旧に動いてもらっている。

　一限目が終わる頃ころには、ぞろぞろと大勢の業者が現れ、次々と窓を直し始めた。毒舌丸のみならず、魔界大使館の迅速な対応には驚くばかりである。浮遊し続けていたガラスの破片も、瞬く間に処理していた。

　一方で、元気のないキュートのことを、理刀はずっと気にしていた。

　黒くろ媛ひめや巴ともえをはじめ、クラスメイトたちに囲まれている休み時間も、キュートは力のないつくりものの笑みを浮かべていた。

　昼休みも、黒媛と巴、そして小等部からやってきた百もも香かといっしょに弁当を食べているときでさえ、笑顔に潤いがなかった。

　今夜迎えるというなんらかの儀式が、彼女の笑顔を奪っていることは、理刀も十分承知している。

　キュートが儀式に臨んだそのとき、果たして自分は、彼女のためになにをしてあげられるのだろう。




　放課後が近づくにつれ、スターライトたちの顔が明るくなってきた。

　それとは逆に、キュートの顔が暗くなっていく。

　最後の授業終了チャイムが鳴り、帰りのＨＲホームルームが終わると、クラスメイトたちがてきぱきと荷物をまとめ始めた。

　教師が教室を出ていったあと、黒くろ媛ひめが教壇に立ち、人数の少ないクラスメイトたち一人ひとりの顔を見回した。

「バスを待たしてあるから、準備ができ次第、一階ロビーに下りてきてくれ」

　イェーとかキャーという声があがり、クラスメイトたちが教室をあとにする。みんな、もうすぐ始まる亜あ威い家主催のパーティをとても楽しみにしているようだ。

　教室には、黒媛と巴ともえ、そして理り刀ととキュートだけになった。

「スキュースさんも、いきましょう」

「あ、ああ、そうね……先にいってて、すぐに追いかけるから」

「え？　そうですか」

　軽く眉まゆを上げた黒媛が、理刀へむかって「じゃ、一階で待ってるからな」と言い残したあと、巴といっしょに廊下へ出ていった。

　みゃあおぉぉっ

　シィちゃんの細い鳴き声が、ふたりしかいない教室内に染み込んでいく。

　座ったままのキュートから、いままで必死につくっていたであろう笑顔が消えた。そして、机に両りよう肘ひじをつき、頭を抱え込む。銀髪がサラサラと流れ、彼女の表情を覆い隠す。

　きれいな銀の髪も、透き通った肌も、きょう一日で随分と艶つやを失った。キュートの小さな体は、いまにも消えてしまいそうなほど色あせている。

「……………」

　理刀は無言のまま、そんなキュートに視線を注いだ。彼女へかける言葉を、ゆっくりと腹の中から引っ張り出す。

　いま、自分に言えることはひとつだけ。

「……あのさ、オレ、できること、なんでもするから。困ったことがあったら、なんでも言ってよ。キュートのこと、助けたいんだ」

　自信なんてない。力もない。能ナシの力など高が知れている。それでも……。

　助けてあげたいと思う。

　力になりたいと思う。

　そしてなによりも、笑ってほしいと思う。

　キュートが顔を上げた。

　笑顔には遠すぎる表情。

　空色に戻ったその瞳ひとみには、涙が溜たまっていた。まばたきしたことで、ひと滴の涙が彼女の頰ほおを伝い落ちる。

　そんなキュートと目を合わせていると、胸が苦しくなってくる。そこまで嫌な儀式なら、なんとかしてやめさせたい。

　儀式の内容も、意味も、価値も、なにもかもわからない。それでも、キュートの笑顔を奪うようなものなら、叩たたき潰つぶしてやりたいと思う。

　キュートが、絞り出すような声で言った。

「……なんにも、わかってないくせに」

　また、涙がこぼれ落ちる。

「オレにできることなら、なんでもするよ」

「できることなんて、なにもないわ」

「オレは……」

「なんでもするなんて、軽々しく言わないでっ！」

　教室中に響くような声で叫び、キュートがバンッと両手で机を叩いた。だがすぐに、理り刀とから視線をそらし、両肩を落として体を縮める。

「ごめん……でも、無理なものは無理なの……だれにも、どうすることもできないのよ」

　目元を手の甲でこすりながら、キュートがふらりと立ち上がった。

「みんなが待ってるから、いきましょ」

　涙を拭ぬぐった瞳ひとみはすでに、碧あお一色に染まっていた。




　校舎ビル前に用意されたバスは一台。

　三〇名ほどしかいないスターライト全員を運ぶには、十分すぎる大きさである。

　窓の下には横断幕など下がっておらず、空も飛ばない普通のバスだ。

　みんなすでに、バスに乗り込んでいた。

「スキュースさん、春日かすが、こっちだ」

　一階ホールで、黒くろ媛ひめと巴ともえと百もも香かが待っていてくれた。

　百香が、エレベーターから降りた理刀たちにむかって駆け寄ってくる。

「シィちゃん、いっしょに座りましょ」

　みゃあおみゃあおみゃあお

　シィちゃんが、理刀の体を宙に浮かべんばかりに翼をバタバタと動かした。始し祖そ竜りゆうも、百香のことを嫌いではないらしい。

「もちろん、春日さんもいっしょですよ」

　頭に寄生されているから、別々に座ることは無理なのだが、百香の中では微妙に理刀とシィちゃんは別物扱いのようだ。

　理刀の手をガシッとつかんだ百香が、バスにむかって歩き出す。

「うわっ、とと……」

　理刀は手を引かれながら、隣を歩いていたキュートへ首を巡らせた。

「キュ……、スキュースさんも、ほら」

　手を伸ばすが、キュートはそれを取ってはくれなかった。ただ、悲しそうに目を伏せただけ。

「スキュースさんの席は、ちゃんと空けてありますから」

「あら、ありがとう」

　黒くろ媛ひめの言葉には、笑顔の仮面をすかさずかぶって対応している。

　肩越しにそれを見ながら、理り刀とは少しばかり悲しくなった。手を取ってもらえなかったことにではなく、無理に表情をつくっているキュートが、可哀かわい想そうになったのだ。

　バスに乗り込んだ理刀は、百もも香かと並んで、いちばん前の席に座った。通路の左側だ。

　すぐに乗り込んできたキュートを、スターライトたちが拍手で迎えた。理刀も、つられて手を叩たたく。

「遅れてごめんなさい、ちょっとお化粧直してたの。せっかくのパーティだから、張り切らなきゃね」

　拍手が静まるのを待って、キュートが艶つやっぽい笑みを浮かべ、スターライトたちに軽く手を振った。ウインクのオマケまでつけている。

　また、拍手や口笛が鳴り響く。「スキュース・フォンターナさん、最高！」という声も。

　華やかな笑顔のまま、キュートが通路を挟んだすぐ横の席に腰を下ろした。

　理刀はすぐさま彼女へ顔をむけるが、視線を受けとめてはもらえない。碧へき眼がんは、窓の外へむけられている。

　みゃあおっ、とシィちゃんが押し殺したような細い鳴き声をもらした。

　キュートに続いて、巴ともえと黒媛が乗ってくる。

　最後に乗った黒媛が、スターライトたちへ声をかける。

「主役が到着したことだし、出発しよう。みんな、きょうは思いっきり騒いでくれ」

　歓喜の叫びを乗せ、バスが出発する。

　騒々しい車内で、流れゆく車窓の景色を眺めるキュートだけが、ひとり浮いている。

　周りに話しかけられて、笑っているのに。

　理刀には、彼女だけ色彩が薄れているように見えた。




　ギリシャの大神殿を思わせる亜あ威い邸に到着したのは、四時頃ごろだった。

　バスを降りてすぐ、体育館の半分ほどもある広々としたホールに通された。すでに、白いクロスをかけられた長テーブルが五つ並べられ、料理も飲み物も用意されている。ホールのむこう側には、バルコニーも見えた。

　理刀たちがホールに入るなり、メイドらしき女性が五人、「いらっしゃいませ」と深々と頭を下げて迎えてくれた。

　まるで別世界だ。

　ホールの中央に立った黒媛が、

「固い挨あい拶さつは抜きにして、みんな楽しんでくれ。アルコールも用意している。ここに先生たちは呼んでないからな。でも、小学生には勧めないように。もし小学生がアルコールに手を出そうとしていたら、注意してやってほしい」

　言って、手に持ったグラスをあげた。

「え～、お酒はダメなのぉ」

　百もも香かの不満げな声に、スターライトたちから笑いがもれた。

　理り刀とはなんとなく興味が湧わき、テーブルに用意してあったワインに手を伸ばした。赤と白。とっさに赤を選ぶ。

　さっそく、ひと口、ゴクリ。

　マズ！　大人の味に挑戦するのは、まだ早かったようだ。舌の上で転がす余裕なんかない。グラスをこっそりとテーブルに戻したあと、キュートの姿を探した。

　彼女は、テーブルのむかい側でさっそくスターライトたちに囲まれ、談笑している。

　艶つやっぽい笑みを浮かべ、懸命にスキュースになりきろうとしていることがよくわかった。詰め込んだ胸が、なんだかもの悲しく見えてくる。

「シィちゃん、これ食べますか？」

　突然の声に振りむくと、百香がニコニコッと笑っていた。手には、大量の唐揚げがのった皿を持っている。

　みゃあおっ、とシィちゃんが嬉うれしそうにひと声鳴いた。どんとこい！　と言っているらしい。

「はい、シィちゃん」

　百香が、嬉しくてたまらないといった顔で、唐揚げをひとつつまんで、理刀の頭へ持っていく。

「ほいきた」

　理刀は百香の前で膝ひざを折り、シィちゃんにエサをあげやすくしてやった。

　そうしながら、ふと考える。

　寄生しているシィちゃんがモノを食べると、いったいどこに吸収されるのだろう？　金剛獣の骨だって、トイレへいく度にやっていたが……。

　結論……。考えない。物事は、なるようにしかならない。

「おいしい？」

　みゃあおっ

「もっと食べる？」

　みゃみゃあおっ

「可愛かわいいなぁ」

　みゃぁ～おぉ～

　百香とシィちゃんだけの世界が、頭上で展開されていく。

　百香が、シィちゃんの頭を撫なで回しているのがわかる。

「シィちゃんは可愛いですねぇ」

　いきなり、百香がシィちゃんを抱き締めた。当然、少女の華きや奢しやな体が理刀の顔に密着することになる。

　育ちきっていない小学生の体だが、やっぱり女の子だ。ふにゃ～んとした感触は、やわらかいを通り越して壊れ物のようである。

　ドキドキしてきた。なんだか、同年代の可愛かわいい女の子に抱きつかれているようで……。甘い香りにも、心臓バクバクだ。

　ずっとこのままでもいいのだが、こんな体勢を黒くろ媛ひめに見つかったら、きっと怒られる。

「も、百もも香かちゃん？　ちょっと……」

「あ、春日かすがさん、ごめんなさい」

　理り刀とから体を離した百香が、テヘ、と小さく舌を出した。そしてすぐに、

「はい、春日さんも」

　と、理刀の口に唐揚げを持ってきてくれる。

「ありがとう」

　唐揚げが欲しかったわけじゃないんだけど、と内心苦笑しつつ、口で受け取ってモグモグと食べた。

　みゃあおっ、とシィちゃんに尻尾しつぽでピシパシと後頭部を叩たたかれる。妬やいているらしい。

　それを無視して、皮パリパリ中ジューシーな唐揚げの食感を味わいながら、理刀はキュートの様子を窺うかがった。

　相変わらず、スターライトたちに囲まれて動けないようだ。碧へき眼がんのまま、笑顔をつくり続けている。












　続いて、ホールの中を見回した。

　テーブルの隅で、巴ともえがひとりパクパク、ゴクゴクと食事をとっている。

　一方で、スターライトたちが数人集まって、なにやら騒いでいた。よく見ると、ハンディ能力計で能力値を測り、数値を競って遊んでいるようだ。

　魔界産の食料を口にしたいま、自分の能力値は九九を確実に超えているはず。次の能力値測定は、三ヶ月ほど先……目の前には、ハンディ能力計が……。

　測ってみたい！

　そう思った直後、ホールの明かりが消えた。

「わ、きゃ！」

　真っ暗な中、百もも香かが理り刀との腰に抱きついてきた。

　停電？




「きゅ！」

　キュートは身を強こわ張ばらせた。

　ペンタグラムの生徒たちに囲まれ、質問攻めにあっていた最中のことだったので、かなり緊張していたのだ。

　なぜ、急に明かりが消えたの？

　自分は、スキュース・フォンターナであり続けなければならない。｛魔界の至宝｝らしく、威厳をまとい、それに負けないだけのやさしさも兼ね備えていなければ。

　それを心に刻みながら、会話中の目線に気を配り、言葉ひとつを厳選し、仕草を念入りに選択し、微笑ほほえみを心がけていた。バレないように、バレないように。

　だから、予想外の事態には背筋が寒くなる。

　スキュースお姉様なら、こんなときはどう対処するのだろう。

　心細さに、指先が痺しびれてくる。

　キュートは、無意識のうちに理刀の姿を探していた。彼は、さっきまでテーブルのむかいにいたはずだ。

　薄暗い部屋の中、百香にしがみつかれている理刀の姿が、ぼんやりと見えた。

　なぜか、胸の奥がチクリと痛くなる。

　不意に襲ってきた暗くら闇やみから、彼が守っているのが自分ではない女の子だと思うと、どうしたことか、体を締めつけられるような気持ちになった。同時に、重く、ベタベタとした闇やみが煩わしくなってくる。

　理刀は、どうしてそばにいてくれないのだろう。ぶつけどころのない微かすかな苛いら立だちが、体の底に沈殿していく。

　そして、強い疎外感が腹の底から湧わき上がってきた。

　ここでは、ヨソ者の自分。

　みんな人間。ひとりだけ魔族。しかも、姿を偽った噓うそつき。

　分厚い噓うそをまとった自分だから、仲間外れにされるのは当然かもしれない。

　自ら輪に入ろうとしないのだから。

　幻術を解いて、いっそのことすべてを晒さらしてしまおうか……。という思いが、胸の内側をチクチクと刺している。

　あすの朝には、魔界へ帰らなければならない。その前に素の自分をぶつければ、みんな受け入れてくれるだろうか。最後に、キュート・フォンターナという女の子がいたことを、心に残してくれるだろうか。

　自分は……、本当は……、キュート・フォンターナで……。

　だが、すぐに思い直す。

　もうすぐ、彼らに憎まれることをやらなければならない。いまここで幻術を解いたところで、なんの意味もないのだ。

　暗い想おもいに下唇を嚙かんだそのとき、三つのスポットライトがキュートに注がれた。

「？」

　周りにいたスターライトたちが、スッと光の輪から身を退ひいた。

　まぶしさに目を細めながら、キュートは歩み寄ってくるふたりの人物へ顔をむけた。

　黒くろ媛ひめと巴ともえだった。

　黒媛が、手に持っていた大判の色紙を手渡してくる。

「これ、ペンタグラムの生徒全員からです」

　わけもわからず、受け取った。

　見ると、みんなからの寄せ書きだった。いちばん上に、『スキュース・フォンターナさんへ』ときれいにレタリングされた文字が並んでいる。

　続いて巴が、右の手首にはめていたプラチナの腕輪を外し、おずおずと差し出してきた。

「よ、よかったら、その、あの……」

「巴にとっては、友達になった印なんですよ、それ」

　黒媛が、言葉を添えてくれた。

　キュートは、受け取った腕輪を右の手首にはめてみた。少し大きいが、なんだかずっと昔から身に着けていたように、肌に馴な染じむ。

「ちょっと待ってぇぇ！」

　パタパタと騒々しく走ってきたのは、百もも香かだった。ついさっきまで、理り刀とに抱きついていたはずだ。

「黒姉様ったら、プレゼントタイムやるときは教えてって、ちゃんと言っといたのにぃ、わたしにまでサプライズしてどうするの？」

　また、彼女の言葉でスターライトたちが笑い出す。

「はい、スキュースさん、わたしからも」

　百香が飛びつくようにして突き出してきたのは、変なかたちの人形だった。

　頭からつま先までは、三〇センチほど。キラキラとした銀色の髪。フェルトを貼はりつけた逆三角形の口は、笑顔を表現するためなのだろう。手作りのようである。

　だれを模した人形なのか、ひと目でわかった。左胸に縫いつけられた名札に、『スキュース・フォンターナ』という手書きの文字があったから。

「あ、ありがとう」

　キュートは、寄せ書きと、腕輪と、そしてスキュース人形の重みを胸に、黒くろ媛ひめたちに背をむけた。

　そのまま、バルコニーのほうへ足を進める。

　黒媛の目を見続けることができなかった。

　巴ともえの視線を受け続けることもできない。

　百もも香かの明るさを浴び続けることは、もはや苦痛でしかなかった。

　全身を針で刺されるような痛みから逃げるように、暗くら闇やみをつくるために引かれていた遮光カーテンの隙すき間まから、キュートはバルコニーへ出た。

　カーテン越しに、大きな拍手が聞こえてくる。

　感極まったスキュース・フォンターナが、嬉うれし涙を見られたくないため、バルコニーへ姿を隠したとでも思ったのだろうか。

　感激は、している。

　でも……。




　儀式が、もうすぐ始まる。

　絶大な強制力とともに開始される儀式は、もはやだれにもとめることはできない。

　回避、不可能。

　変更、不可能。

　延期、不可能。

　キュートは、バルコニーの手すりに寄りかかり、まだ明るい空を見上げた。

　儀式は、スキュースお姉様が末すえっ妹このためにお膳ぜん立てしてくれたもの。

　出来損ないの妹が、わずかでも魔力を高められるようにと、わざわざ自分のものを譲ってくれたのだ。

　最初は、弾はじけそうな喜びに有頂天だった。ずっとずっと望んでいたことだった。誇らしい気持ちでいっぱいだった。

　だから、

『スムーズに儀式が迎えられるよう、人間界で二、三日体をほぐしておきなさい』

　スキュースお姉様の言葉に、なんの疑いもなくうなずいたのだ。

　すると、

『もう、留学手続きをしてあるから』

　半ば無理やりにレゾン学院への留学を決められた。

　簡単なことだとは思ったが、フォンターナ家の娘としてそのまま出るのは、自信がなかった。そこで、スキュースお姉様の姿を借りた。

｛魔界の至宝｝の名前を振りかざすだけで、人間は自分を畏おそれ敬う。特に、能力開発が大きく遅れているニッポン国が留学先だったから、想像以上の反応を得ることができた。

　がんばろう。スキュースお姉様の期待にこたえよう、と自らに気合いを入れまくっていたのに、初日から正体がバレるのを恐れて逃げ出した。

　その結果、理り刀とと出会うことができたのだが……。

　スキュースお姉様が、自分のことを心配してくれていることは、痛いほどよくわかっている。スキュースお姉様だけではなく、他ほかのお姉様たちにも、随分と心配をかけている。

　自信のない、いちばん下の妹。

　幻術に頼ってばかり。

　つらいことから逃げてばかり。

　わかってはいるけど……。

　キュートは、黒くろ媛ひめからもらった寄せ書きに目を落とした。

『留学期間、延長しませんか？』

『惚ほれました！』

『生意気ですが、あなたを目標にがんばります』

『ありがとうを百回くり返しても足りません』

『いつかきっと、魔界へ遊びにいきます。そのときは、いろいろ案内して下さいね』

　その他、様々な『声』が書かれている。

　だがそれは、スキュース・フォンターナへ贈られた『声』である。キュートへ、ではないのだ。結局、自分はなにもしていない。ただ、みんなといっしょに授業を受けただけ。みんなの問いに、当たり障りのないこたえを返しただけ。それだけ……。

　すべての『声』はキュート・フォンターナを素通りし、｛魔界の至宝｝へむけられている。

　キュートではなく、スキュースだから、これだけの『声』が集まったのだ。

　読んでいて、その『声』に辿たどり着いた。

『あなたがいた時間は、決して忘れません　素敵な友へ』

　素敵な友へ、という文字の隣に、亜あ威い黒媛の名前が書かれている。

　──友へ

　黒媛が友だと思っている相手は、｛魔界の至宝｝でもなんでもなく、幻う術そしか取り柄のない、ちょっとした困難からも逃げ出すような出来損ないなのだ。

　たった三日。しかも、いっしょにいた時間はほんのわずか。それなのに、彼女たちは好意を寄せてくれている。だがそれは、自分が『スキュース・フォンターナ』だから。

　キュートは、百もも香かにもらった人形を胸に抱き締めた。この人形も……。

　魔う界ちへ帰りたい。

　もう、ここにいるのは嫌だ。

　夕方の風が、やさしく髪にまとわりついてくる。それも、嫌だった。

　さっさと儀式を終わらせ、周囲から投げつけられる蔑さげすみと憎しみの視線を跳ね飛ばし、罵ば声せいを背に浴びながらも、悠々と魔界へ帰ってやる。

　そんな投げやりな考えが、頭を過よぎる。

　寄せ書きと腕輪と人形に視線を移す。

　目を閉じた。まぶたの裏に、理り刀との笑顔が浮かんでくる。

　ノー天気に笑っている、能ナシくん。最初は、幻術が効かなかったことで少々気まずい思いをした。でもだんだん、彼がそばにいることに慣れてゆき、いまではなぜか、いっしょにいると安心できる。

　だが、そんな彼からも、もうすぐ笑顔が消える。代わりに表情を彩るのは、毒蛇や毒虫を前にしたときと同じ色。

　どうすればいいのだろう。

「風、冷たくないですか？」

　不意に、横から声をかけられた。

　目を開けると、黒くろ媛ひめが手すりに両りよう肘ひじをつきキュートに目をむけていた。

「え、ええ、そんなに冷たくないけど」

「プレゼント、そんなものしか用意できませんでしたが……」

「これ、嬉うれしかった。ありがとう、大切にするわ」

「喜んでいただけて、こちらこそ嬉しいです」

　顔をほころばせた黒媛が、ふと視線を外した。

　そしてすぐに、長い黒髪を風に揺らしながら、言葉を選ぶようにしてたずねてきた。

「｛魔界の至宝｝って呼ばれることに、プレッシャーを感じたことはありませんか？」

「プレッシャー？」

「あ、すみません。スキュースさんがそんなもの、感じるはずありませんよね」

　なにを言ってるんだわたしは、と黒媛が小さく首を振った。

　スキュースお姉様にプレッシャー？　そんなこと、考えたこともなかった。でも、どうなんだろう、とキュートは内心で首を傾かしげた。

　黒媛が、照れ臭そうに言った。

「スキュースさんは、なんとなく話しやすそうですから、つい変なことを訊きいてしまいました。忘れて下さい」

「わたし、そんなに話しやすそう？」

「ええ、とても」

　黒媛の言葉に、噓うそはなさそうだ。

　本物のスキュース・フォンターナは、話しやすさとは無縁の存在だ。みんな、彼女を敬い、そして畏おそれている。黒媛がそう感じているということは、幻術が完かん璧ぺきではないという証拠である。キュート本来の匂においが、幻術の端々で滲にじみ出ているのだろう。

「きょうが最後ですから、スキュースさんに伝えたいことがあって……」

「ん？　なにかしら？」

　黒くろ媛ひめが、軽く咳せき払ばらいをする。

「わたしは、政財界に大きな影響力を持つ亜あ威い家の娘として生まれ育ちました。なぜか、時間停止能力の素質まであって、それどころか、いつの間にかダイヤ第一級クラスにまでなって……。学校じゃ、｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝なんてふたつ名をつけられてるんですよ」

　自慢話？　そう思うものの、キュートは黙って彼女の言葉に耳を傾けた。

「だから、周りから受ける期待は大きなものでした。

　黒媛は凄すごい。黒媛はなんだってできる。黒媛はダイヤのタイムルーラーだから。

　そんなことを、いつもいつも言われ続けていると、だんだん周りが見えなくなってくるんです。自分はとにかく、いつもがんばってなければいけないんだって……。いまにして思えば、周りに操られていたんです。

　がんばらなければ、期待にこたえなければ、と。

　何度もプレッシャーで潰つぶれそうになりましたが、それでもがんばり続けました。

　周りみんなが、口を揃そろえて言うんです。がんばれ、キミならできる、さすが亜威黒媛、やっぱり｛蛇髪女の眼｝は違う、と。

　がんばれ、がんばれ、がんばれ、と……。もうヘトヘトでした」

　黒媛が、ヘトヘト～と首を左右に振り、そのヘトヘトがどんなに凄いヘトヘトだったのかをアピールした。クスッと笑いながら。

「でも、いまは違うんでしょ？」

　たずねながら、キュートは黒媛から視線を外した。

　彼女の表情からは、ヘトヘトなど微み塵じんも感じられない。妬ねたましいほど瞳ひとみが活いきている。

「はい、違います」

　きっぱりとこたえる黒媛の強さが羨うらやましくて、その強さの秘密に興味が湧わいた。

「どうして？」

「がんばることをやめたんです。いや、う～ん、ちょっと違うな……。そうですね、友達といっしょにがんばるようにした、か。どんなに財力を持っていても、どんなに権力を持っていても、ひとりじゃ結局なにもできないってことに気づいたんです。

　友達がいて、わたしがいる。

　友達が楽しんで、わたしも楽しめる。

　友達に助けてもらって、わたしも友達を助ける。

　そうやって生活していたら、いつの間にか大切な友達に囲まれていました」

　黒媛が姿勢を正し、真まっ直すぐにキュートの目を見つめてきた。

「いろいろ回りくどい話をしましたが、結論は……あした魔界へ帰っても、ずっとわたしの友達でいて下さい、ということです」

　ソッと手を差し出してくる。

　キュートは、なにかに強く引き寄せられるように、黒くろ媛ひめの手を握った。彼女も、強く握り返してくる。

　その瞬間、

　イエェ！　ヤァ！　愛してるぅ！　キャ～！　やったぁ！　かんぱぁい！　ブラボォ！　バンザ～イ！　俺おれとつき合ってくれぇ！　ウッホォ！　ラァァァァァヴ！　うおりゃぁ！　ジュテェェム！　感激ぃぃ！　うりぃぃぃ！　よっしゃぁ！　好きでぇす！

　歓声が弾はじけた。

　スターライトたちが、バルコニーへ続く窓から、こちらの様子を窺うかがっていたようだ。理り刀とや百もも香かの姿も見える。

　みんな、歴史的瞬間でも目にしたかのように、大騒ぎである。

　彼らは、まだ知らない。

　最悪の瞬間が、刻一刻と迫ってきていることを。





六章　セレモニー突入







　キュートと黒媛の握手で、パーティは一層の盛り上がりを見せた。

　そんな中、理刀はようやくスターライトたちの輪に入り、ハンディ能力計を借りることができた。

　先に測った百香は、一一二の数値を出した。前回、春休み明けに行われた能力測定のときより、四ポイントも上がったという。コロッケパワーだと大喜びである。

　彼女はきのう、理刀と弁当のおかずを交換した。その程度で四ポイント上昇ならば……。

　期待は高まる一方だ。

　両手で左右の取っ手を握り締め、一〇秒ほど待てば、中央の液晶画面に能力値が表示される。

　胸から飛び出しそうなドキドキが、一〇秒間続く。これで、スターライトに！

　ピッ、と能力値が表示された。

　九九。

「はい？」

「ぞろ目ですね」

　横から覗のぞき込んできた百香が、無邪気につぶやく。

　もう一度測ってみた。

　一〇秒後に出た数字は、またも九九。

　三度目も、九九。

　なぜ自分だけ……。好き嫌いせず、全部食べたのに……。

　みゃあおぅおぅおぅ、とシィちゃんがもの悲しそうに鳴いた。気を落とすな、と言ってくれているのだろう。

「ありがとうシィちゃん、でも大丈夫！」

　理り刀とは、落ち込みそうな気持ちを蹴けり飛ばした。成功するまでやれば、それは失敗にならない。また一からがんばればいい！

　だから復活！　と簡単にいくはずもないのだが、少しでも気持ちを切り替えるため、理刀はすぐさま行動に移った。

「おらっ、能力値がなんぼのもんじゃい！」

　能力計をテーブルに置き、代わりにワイングラスを手に取った。そして、一気にあおる。

　マズい！　もう一杯！　とばかりに、赤、白と立て続けにグラスを干した。

「春日かすがさぁん、無む茶ちやしたらダメですよぉ」

　百もも香かにとめられたため、今度はコーラのグラスを握り締めた。

　それも、三秒でカラにする。だが、炭酸はさすがにきつい。

「春日さんってばぁ」

　百香の声をよそに、

「男は、飲まなきゃならないときがあるっ！」

　また、適当なグラスに手を伸ばした。飲み物ならなんでもいい。

　飲む。ブランデーだった。ニガいしマズいし味なんてよくわからないが、もう後には退ひけない。

　ゴクゴクゴクッとやっつけた。

　胸と顔が、カーッと熱くなってくる。

「もうっ、飲むんならコレにして下さい」

　ちょっとむくれた百香が手渡してきたのは、ミネラルウォーターのペットボトルだった。しかも、小さめの三三〇mlサイズ。やさしい子だ。

「サンキュ！」

　受け取って、飲んだ。飲んだ。飲み干した。腹がタプタプである。

　シィちゃんが、尻尾しつぽでピシパシと頭を叩たたいてくる。続いて、翼をひろげて羽ばたいた。

　浮遊感に体を包まれる。

「わあ、凄すごぉい！」

　百香の目の前で、理刀は飛んだ。

　スターライトたちからも、驚きの声があがる。

　シィちゃんの、みゃあおおおおおぉっ！　という強くもやわらかい鳴き声が、元気出せよ！　と理り刀とには聞こえてくる。

　飛んだ。

　テーブルの上を、スターライトたちの頭上を。飛びながら、誓った。

　必ず辿たどり着いてやる、と。




　パーティは、夜七時を境にお開きとなった。

　バスに乗ったスターライトたちが、窓から手を振りながら帰っていく。

　百もも香かが、それに元気全開で両手をブンブンと振り返している。

　理刀は、亜あ威い邸にもう少し残ることになった。キュートが、ここで毒どく舌ぜつ丸まるを待たせてくれ、と黒くろ媛ひめに申し出たためだ。

　巴ともえもバスに乗らず、いっしょにいる。

「毒舌丸さんがいらっしゃるまで、中でお茶でもどうですか？」

　亜威邸の玄関先でバスを見送ったあと、黒媛が穏やかな目で夜空を見上げた。

「ちょっと冷えますから」

　だが、彼女の気づかいにキュートが返した言葉は、

「ごめんなさい、もうすぐだから……」

　という素っ気ないものだった。しかも、碧へき眼がんを伏せたままで。

　理刀は、そんな彼女を眺めながら思った。

　同じ場所に立っているのに、空を見上げた黒媛と地面を見下ろすキュートの表情は、対極に位置している。

　でも、「もうすぐ」って？　毒舌丸のこと？　それとも例の儀式のことだろうか？

　バスが去っていった方角へ目をむけると、入れ違いに車のライトが見えた。すぐに、一昨日乗せてもらった白塗りの高級車であることがわかる。毒舌丸がやってきたようだ。

　車のライトに浮かび上がったキュートの細い体が、明らかに強こわ張ばっていることが見て取れた。彼女の顔が蒼そう白はくに見えるのは、ライトのせいだけではないだろう。

　車が、理刀たちの五メートルほど手前でとまった。ドアが開き、毒舌丸が降りてきた。右手に、ジェラルミンケースのようなものを提げている。しかも、ケースと手首を手錠でつないでいるようだ。

　物々しい雰囲気に、理刀は嫌な予感がした。黒媛、巴、百香がいっせいに、キュートへ視線をむける。

　キュートは、地面の一点を見つめたまま動かない。

「きゅ、……、……けて……」

　理刀の耳に、小さすぎるつぶやきが聞こえてきた。それは、キュートの震える唇からもれ出ている。

「キュート？」

　理刀は、キュートに歩み寄った。

「理り刀と、助けて……怖い」

　今度は、ハッキリと聞き取れた。

　助けて？　なにから？

　怖い？　なにが？

「もしかして、儀式のこと？　いったいなにをやろうと……」

「キュートお嬢様、あと一分です」

　理刀の問いは、毒どく舌ぜつ丸まるの声に遮られた。

　その冷たい声に、キュートの体が大きく震えた。そして、

「きゅゅぅ、いや……。やっぱり、できない……わたし、できない……」

　両耳を押さえ、その場にしゃがみ込んでしまった。

　あと一分？

　キュートは、なにをそんなに恐れている？

　黒くろ媛ひめが、シャツの胸ポケットからコンパクトを取り出し、いつでも鏡を出せるよう、右手にかまえている。

　巴ともえも、ネックレスに指先を当て、精神を研ぎ澄ませている。

　百もも香かは、怯おびえた表情で黒媛の背に隠れている。

　現状を把握できないまでも、しゃがみ込んで震え始めたキュートを見て、三人ともなんらかの危機感を抱いたようだ。

　毒舌丸だけが、冷めた表情を崩そうとせず、キュートを見下ろしている。

　理刀は、自分のとるべき行動がわからなかった。一分後、いったいなにをすればいいのだろう。

　わからないから、キュートのそばを離れなかった。小さな体を小さく縮め、小さく小さくなっている女の子を、なにがあっても守ろうと……、心に刻み込む。

　そして、およそ一分後……。

　理刀の予想をはるかに超えた悪夢が、無慈悲な現実となり、

　──発動した。




　毒舌丸が腕時計に目を落とし、

「キュートお嬢様、お時間です」

　なんの感情も含まない声で、そう告げた。

　理刀には、キュートの体がこれ以上はないというほど震え、縮んだように見えた。

　夜の静けさが、一秒、二秒……、続いた。

　三秒……。

　四秒、

　そして五秒……。

「きゃあああああぁぁっ！」

　悲鳴に心臓を鷲わしづかみにされながらも、理り刀とは反射的に視線を移した。

「！」

　百もも香かが、宙ちゆう吊づりになっていた。

　虚空から伸びてきた鎖が、彼女の細い首に巻きついている。

「百香っ！」

　百香が一メートルほど吊つり上げられたところで、ピタリととまった。

　黒くろ媛ひめが妹にコンパクトをむけ、時間の流れを停止させたのだ。

　だが、彼女が時間をとめておけるのも、およそ一〇分が限界である。その間に、百香を救い出さなければならない。

「キュート、これは……」

　しゃがんだ姿勢のまま、キュートが百香へ顔をむけている。理刀の声には、なんの反応も示してくれない。

　毒どく舌ぜつ丸まるが、取り出した鍵かぎで手錠を外し、持っていたジェラルミンケースを地面に置いた。続けて、ケースの鍵を開け、中から年季の入った一枚の紙を取り出した。羊皮紙のようだ。

「キュートお嬢様、どうぞ」

　羊皮紙をキュートへ差し出す。

　魔界の文字だろうか？　羊皮紙には複雑な記号が並んでいるが、理刀にはなんと書いてあるのかわからない。

　目の前の羊皮紙から逃げるように、キュートがいやいやと首を振る。

　毒舌丸が、片かた膝ひざをついてキュートに顔を近づけた。

「契約を施行しなければ、亜あ威い百香の魂は未来永えい劫ごう、現世を彷徨さまようことになります」

　魂？　現世を彷徨う？　なんのことだ？

「お、おいキュート、なにがなんだかさっぱりわかんないよ。説明して……」

「春日かすが理刀さん、儀式の邪魔にならないよう、お静かにお願いします」

　毒舌丸に胸を押され、理刀はキュートに近づくことができない。

「キュートお嬢様、あなたには契約を施行する義務と責任があります」

　毒舌丸の言葉で、キュートがフラフラと立ち上がった。そして羊皮紙を受け取り、百香にむかって歩き出す。

　黒媛と巴ともえが、いまだに状況を把握できないといった顔で、キュートを見つめている。

　キュートが、宙に吊り上げられた百香にむかって、羊皮紙をひろげた。

「古いにしえの、契約により……亜威百香の肉体を、現世の器としていた魂は、きょう、このときから……フォンターナ公爵家の所有、するところとする……私、キュート……フォンターナは……契約の、代行者なり」

　ようやく息継ぎをし、やっとのことで声を吐き出しているといった感じで、キュートが羊皮紙に書かれているであろう文章を読み上げた。

　直後、

「おめでとう、キュート！」

「キャー、キュートぉ！　素敵ぃ！　最高っ！　愛してるぅ！」

「あなたならやれるって信じてたわ！」

　大勢のお姉様方が、突如として姿を現した。三〇〇人はゆうに超えているだろう。

　パン！　パンッ！　パンパパパパパン！　と派手にクラッカーを鳴らすお姉様方。

　パフー、パプ～、プオ～ンとラッパを吹くお姉様方。

　グワン！　ジャァァン！　とシンバルを打ち鳴らすお姉様方。

　紙吹雪を撒まき散らすお姉様方。

　もう大騒ぎである。

　そんな騒々しさを切り裂くように、

「百もも香かになにをしたっ！」

　鋭く叫んだ黒くろ媛ひめが、キュートに詰め寄った。

　すかさず毒どく舌ぜつ丸まるが、キュートを背に守るようにして、黒媛の前に立ち塞ふさがる。

「キュートお嬢様は、契約を施行されただけです」

「契約？」

　黒媛が、毒舌丸をにらみつける。

　黒媛の後ろに立つ巴ともえも、相手を貫くような光を目に宿している。

　理り刀とは、お姉様方を視界の外に追い出し、うつむいたキュートと拳こぶしを固めた黒媛を交互に見た。

　とめるべきか？　とめる理由は？　キュートを守ると決めたはず。でも、なにから守ればいいのだろう。

　自分が、いま、やるべきことは？

　理刀の迷いなどおかまいなしに、毒舌丸が口を開いた。

「契約を結んだのは一〇〇年前。

　亜あ威い黒媛さん、あなたの曾ひいお祖じ父い様さまとわたしの主、つまりキュートお嬢様のお父上が交わしたものです。

　巨万の富と引き換えに、一〇〇年後、亜威家の血族内で最も穢けがれなき者の魂を差し出す、というのが契約の内容です。

　現在では、魂を奪う契約を交わすことは条約違反となりますが、魔界と人間界がその条約を締結する以前の契約は、これを施行していいことになっています。

　よって、今夜七時二三分四五秒をもちまして、契約を施行させていただきました」

「ふざけるなっ！」

　黒媛が、眉まゆをつり上げて怒鳴った。

　だれだって、ある日突然、「昔約束してたから魂おくれ」なんて言われて、「あ、そうなんですか？　じゃあ、持っていって下さい」と素直になれるはずがない。

　その魂が、大切な妹のものならなおさらだ。

「いますぐ百もも香かを……な、だれだキミは？」

　見ると、キュートの悲しそうな瞳ひとみが、空色に戻っていた。幻術を解いたのだ。

「その目……幻術、だったのか？」

　さすがはトップクラスの能力者なだけあって、黒くろ媛ひめはすぐに気づいたようだ。

「騙だましていたのかっ！」

　毒どく舌ぜつ丸まるに体ごとぶつかった黒媛が、その勢いのまま素早く手を伸ばし、後ろで身を縮めているキュートから、羊皮紙を奪い取った。

「あっ！」

「いけません、それは……」

「こんなもの！」

　毒舌丸の声に耳を貸すはずもなく、黒媛が羊皮紙に両手をかける。

　そして破ろうとした瞬間、光が爆発した。

　強い光と風に、理り刀とは目を閉じた。

　驚いたシィちゃんが、ピシャッ！　と尻尾しつぽの一撃を理刀の頰ほおに打ってくる。

　痛いが、それで気合いが入った。

　目に入ってきたのは、ぶもおおおぉぉぉ！　と雄叫おたけびをあげる牛頭巨人ミノタウロスだった。筋肉隆々の体は、およそ二メートル。張り出した角を入れると、プラス五〇センチにはなるだろうか。逞たくましく隆起した胸の真ん中に、羊皮紙が張りついている。

「契約書を破り捨てれば、その内容は無効になりますが……それをさせないための守護獣が封印されておりますので、お気をつけ下さい」

　毒舌丸が、冷たすぎるほど落ち着き払った目を、黒媛へ投げた。

「くっ！」

　黒媛が、躊躇ためらうことなく牛頭巨人へ突っ込んでいく。が、ドカッ！　と太い腕のひと振りで殴り飛ばされてしまった。

「亜あ威いさん！」

　理刀は、勢いよく地面に転がった黒媛に駆け寄った。しかし彼女は、転がった反動を利用して素早く起きあがり、すぐさま体勢を整える。

「時間がない！」

　そしてまた、長い黒髪をなびかせ、牛頭巨人へむかっていく。

　理刀は、黒媛が転がった場所にコンパクトが落ちていることに気づき、急いで拾い上げた。彼女が、時間を停止させるときに使う媒体である。

「王冠の怒り、永と遠わの葛かつ藤とう、正邪のつなぎ目、一切の暗くら闇やみは汝なんじらから逃げ去らん。起たちて幽光ひかりに集え。闇やみに囚とらわれし哀しき影たちよ、我が敵を打ち払えっ！」

　不意に、巴ともえが叫んだ。

　彼女が着けた十数個のピアスが、淡い光を放って薄うす闇やみに浮かび上がる。

｛謎エニグマ｝の声にこたえ、地の底から浮かび上がってきたのは、透けた体を持つ五体の死霊たちだった。弱々しく発光している骨の見えた体は、巴ともえの全身にちりばめられた媒体に呼応し、うち震えている。

「引き裂き、喰くらえ！」

　巴の細い指が指し示すのは、黒くろ媛ひめと戦う牛頭巨人ミノタウロスだ。

　ウロロロォ、と死霊たちが牛頭巨人のマッチョな体に群がっていく。

　だが、巨体はびくともしない。黒媛の拳こぶしと蹴けりに加え、死霊たちの牙きばや爪つめを受けながらも、しっかりと胸の羊皮紙を守っている。それどころか、植えられていた丈の低いツツジの木を引っこ抜き、振り回し始めた。

　このままでは、時間がなくなる。

　握り締めたコンパクトから、焦りが理り刀との全身にひろがっていく。

　気づいたときには、牛頭巨人にむかって走っていた。

「うおりゃあああああああああああぁぁっ！」

　腹の底から雄叫おたけびをあげた。

　みゃあおおおおおおおおおぉぉぉぉぉっ！

　シィちゃんも、可愛かわいく吼ほえてくれる。

　理刀＆シィちゃんキィークッ！

　バシィィン！

　ツツジの木でカウンターを食らい、世界が回った。たぶん、回っているのは自分の体なんだろうな、と他ひ人と事ごとのように考えながら宙を飛び、地面に激突する。












　牛頭巨人ミノタウロスに触れることさえできないなんて……カッコ悪わりぃ……。

　星空が回り続けている。




　理り刀とが守護獣に弾はじき飛ばされたとき、キュートは胸の内側に強い痛みを覚えた。

　背を反り返らせて宙を飛び、くるくる回転しながら地面にぶつかれば、無事ではすまないだろう。

　だが、彼はすぐに身を起こし、立ち上がった。足下がふらついているし、首を振っているから、脳震とうを起こしているのかもしれない。でも、大きな怪け我がはないようである。

　それを見てホッとするのも束つかの間ま、今度は、黒くろ媛ひめが守護獣に殴り飛ばされた。

　すぐに、巴ともえの召喚した死霊たちが、守護獣の両手両足に爪つめと牙きばを穿うがつ。さらに、

「最後の微光、宵の明星、不変の教義、汝なんじらの世界は閉ざされたるにあらず、起たちて幽光ひかりに集え。永久とこしえに浅き眠りを貪むさぼり続ける者たちよ、我との盟約を果たせ！」

　巴が、両手をひろげた。

　ピアスに続き、彼女のネックレスと指輪すべてが輝きを放つ。

　それに呼応し、二〇体以上もの死霊たちが地面から這はい出してきた。

「喰くらいつくせっ！」

　ネクロマンサーの命により、死霊たちが守護獣の体を覆い尽くす。

「へぇ、人間にしては凄すごいわねぇ」

　姉のだれかが、感心したように言った。

　巴の霊魂操作能力は、キュートよりはるかに上であることは間違いなかった。だが、まだ足りない。皮膚を裂かれ、肉を抉えぐられても、守護獣の動きは弱まっていないから。

　おそらくあと五分ほどで、黒媛の精神力が尽きるだろう。

「どうすればいいの？」

　キュートは、隣に立つ毒どく舌ぜつ丸まるにたずねた。

「黙って見ているしかありません」

　こたえなんて、わかっている。彼女の目は、薄い黒色平常色のまま。未来など、〝視みる〟必要もないくらい明らかということだ。

　近くにいた姉たちからも、

「あと少しで時間切れね」

「あの娘こたち、なかなかやるじゃない」

「でも、がんばるだけ損なのにねぇ～」

　なんて会話が聞こえてくる。

　彼女たちにとって、理刀も黒媛も巴も、ただの人間でしかないのだ。百もも香かの魂も、魔力を高める増力剤くらいにしか思っていない。

　キュート自身も、最初はそうだった。

　なのに、いまは……。

　理り刀とと出会って、黒くろ媛ひめや巴ともえと知り合って、百もも香かとも言葉を交わして……。

　百香からもらった人形のやわらかさが、まだ手の中に残っている。右の手首では、巴からもらった腕輪があたたかな光を放っている。

　黒媛からもらった寄せ書きの文面だって、ちゃんと覚えている。

『あなたがいた時間は、決して忘れません　素敵な友へ』

　素敵な友……。

　自分に、そう呼ばれる資格はない。




　理刀は、ふらつく両足を叩たたいた。ぼんやりとした頭には、シィちゃんが、ズビシッ！　と尻尾しつぽで活を入れてくれる。

　次第に、頭の中がクリアになってくる。と、握り締めていたコンパクトが、微かすかに振動していることに気がついた。

　開けてみると、鏡に小さなヒビが入っていた。ヒビが、ピシッ、ピシッ、ピシッと、ゆっくりだが確実にひろがっていく。

　牛頭巨人ミノタウロスに殴り飛ばされた黒媛が、懸命に地面を這はっている。すでに体がいうことをきかないのだろう、なかなか起き上がらない。

　彼女がとめた時間は、あとどれくらいで流れ始める？

　百香はいまもなお、虚空から出てきた鎖によって首を吊つられている。

　時間が動き出せば、一〇〇年前に交わされた理不尽な契約によって、無む垢くな少女の魂が奪い去られてしまう。

　考えた。

　自分にできることは？　能力値九九の自分。能ナシの自分。足手まといの自分。黒媛のような体術もない。巴のように、能力を駆使して牛頭巨人とも戦えない。だったら、なにができる？

　この場で、契約書を無効にできるかもしれない存在は？　考えるまでもなく、キュートのお姉様方だ。

　コンパクトのヒビ割れがひろがっていく。

　時間がない。もう、本当に、時間がない。

　理刀は、急いで首を巡らせた。

　キュートと毒どく舌ぜつ丸まるを中心に、半円を描くようにしてたくさんのお姉様方が死霊たちと牛頭巨人の戦いを眺めている。まるで、スポーツ観戦でもするかのように。

　デリヘル・シスターズの面々が見えた。

　違う。

　ゴルゴンゾラとパルメザンの性悪ツインズも見つけた。

　これも違う。

　過激なドツキ漫才を披露してくれたティカたちもいた。

　だが、違う。

　理り刀とは気持ちを落ち着け、それでもできるだけ急いで視線を動かしていく。そして、見つけた。

　いた！　リイザだ。

　理刀の知る中で、最も年長のお姉様である。

　リイザを視界の中心に捉とらえるなり、理刀は駆け出した。足がふらつく、それでも走った。走って走って、彼女の目の前で倒れ込みながらも、地面に両手をついた。

　いまの自分にできることは、これだけ。

「お願いしますっ！　助けて下さいっ！」

　地面に頭をこすりつけることだけ。

　プライドをかなぐり捨て、助けを請うことだけ。

「助けて下さい！　キュートも、本当はこんなこと嫌がってるんです！」

　目を閉じた理刀の代わりに、シィちゃんがリイザを見上げる。

　シィちゃんの目を通して見た彼女の表情は、突き出した胸が邪魔でよくわからない。

「ごめんなさい。わたしの力じゃ無理なの。それに、キュートの契約を邪魔するなんてできないわ」

　なにを言われようと、ここで素直に引き下がるわけにはいかない。

「お願いしますっ！　お願いしますっ！　どうか、お願いしますっ！　助けて下さいっ！」

　何度も、地面に頭を打ちつけた。何度も、何度も、何度も打ちつけた。




　リイザの足下で地面に頭突きを繰り返している理刀の姿を、キュートは息が詰まりそうな思いで見つめていた。

　理刀の頭が鈍い音を立てる度、体の芯しんが凍えていく。

　自分は、どうして人間界にきたの？

　スキュースお姉様に譲ってもらった契約を施行し、魂を獲得するため。

　なぜ魂を？

　魂の力によって、魔力を高めるため。

　そうすれば、半人前以下の自分は生まれ変わることができる。姉たちのように、立派な魔族になることができる。劣等感コンプレツクスに塗り固められた日々ともお別れできる。

　そう信じていた。

　信じていたのに……。

　どうして、こんなに苦しいのだろう。

　友達ができて、嬉うれしかった。でも……。

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香か、そして理刀。みんなと知り合わなければよかった。知り合いさえしなければ、こんなに恐ろしい気持ちを味わうことなどなかったのに。

　一度得た幸福を失うことが、これほどまでにつらいなんて……。

『素敵な友へ』

　キュートは、下唇を嚙かみ締めた。

『素敵な友へ』

　大声で泣きたくなった。

『素敵な友へ』

　この場から逃げ出したかった。

　黒くろ媛ひめが、守護獣にむかって地面を這はい進んでいる。

　巴ともえが、守護獣とギリギリの戦いを繰りひろげている。

　理り刀とが、地面に頭を打ちつけている。

　みんな、百もも香かを救うために、必死で。

『素敵な友へ』

　こたえは、ひとつしかない。

　泣かず……、逃げず……、前へ！

　キュートは、唇を引き締めた。心に決意が宿る。拳こぶしを握り締めた。意識が動き出す。

　守護獣を見据え、地を蹴けりつけた。

「キュートお嬢様！」

　毒どく舌ぜつ丸まるの声を無視し、走る。

「友達を裏切りたくないっ！」




「友達を裏切りたくないっ！」

　声に、理刀は顔を上げた。すでに、額の感覚はなくなっている。

　キュートが、決して速いとはいえない駆け足で、ぱたぽたぱたぽたと牛頭巨人ミノタウロスへむかっていた。

　危ない！　理刀は反射的に立ち上がった。キュートの細腕では、牛頭巨人にかなわない。

　助けなければ、と足を踏み出すよりも早く、毒舌丸が動いた。

　まさに疾風のごとき速さでキュートを追い抜き、牛頭巨人に肉薄するやいなや、群がっていた死霊もろとも牛面に右拳を叩たたき込んだ。

　ズガンッ！

　ぶもおおおおおぉぉぉっ！

　筋肉の鎧よろいに覆われた巨体が、たったの一撃で地面に沈む。ワンパンＫＯである。

　だが毒舌丸は、それだけではとまらなかった。倒れた牛頭巨人の顔面を、鋭く踏みつけたのだ。

　そしてすかさず振りむき、ようやく走り寄ってきたキュートに軽く頭を下げた。

　彼女の足下で、牛頭巨人の体が煙となって消えていく。あとに残ったのは、契約書が一枚だけ。

　まさに瞬殺。

　死霊たちが、契約書を見下ろしている。

「早く、それを……」

　地面に伏した黒くろ媛ひめが、顔だけを上げて契約書へ手を伸ばす。だが、届かない。

　代わりにキュートと巴ともえが、ほぼ同時に契約書へ飛びついた、そのとき、再び羊皮紙が強い光を放った。

「きゃっ！」

　巴が弾はじき飛ばされた。

　キュートのほうは、毒どく舌ぜつ丸まるに抱きかかえられ、一〇メートルほど離れた場所へ一瞬のうちに避難していた。

　直後、理り刀とは絶句した。

　光の中から、ひとつ目の大巨人サイクロプスが現れたからである。

　牛頭巨人ミノタウロスは、角をいれて二メートル五〇センチほどの身長だったのに対し、今度の大巨人は、ゆうに三メートルを超えている。極悪面もさることながら、腕も足も冗談のように極太だ。

　ひとつ目で、ぎょろりと辺りを見回している大巨人と比べれば、牛頭巨人などやせっぽちのモウモウちゃんでしかない。

　再び、死霊たちが大巨人へ襲いかかっていく。

　見ていることしかできない理刀に、リイザが教えてくれた。

「わたしたちの父は、上位魔族の中でもトップクラスなの。その魔力は、想像を絶するわ。だから、契約書のセキュリティは、この場のだれにも……」

　彼女が、小さく首を振る。

「破ることはできないの」

　それは、百もも香かへの死の宣告だった。

　理刀は、コンパクトを開いた。

　ヒビが、鏡のほぼ全面にひろがっている。少しでも乱暴に扱うと、粉々に砕け散ってしまいそうだ。

　そろそろとコンパクトを閉じ、ひとつ目の大巨人へ目を移した。

　黒媛が、地に倒れ伏したまま動かなくなっている。

　彼女を守るように立った巴が、全身に淡い光をまといながら、叫んだ。

「稜鏡プリズムの七色、糸竹の七音階、古代人の七惑星、汝なんじらの四肢は鎖されたるにあらず、起たちて幽光ひかりに集え。骸むくろ朽ち果て寄る辺なき者たちよ、我に力を貸せ！」

　地面から浮かび上がってきたのは、角を持った七体の死霊たちだった。手には、刀や槍やりを持っている。明らかに、先に召喚していたものとは毛色が違う。

「喰くらえっ！」

　巴の指示で、角を持つ死霊たちが、大巨人へ突進していく。

「へぇ、鬼属霊まで操れるんだぁ、すご～い」

　お姉様方の中から、軽い調子で感嘆の声があがった。

「なにをしても、無駄よ」

　リイザの言葉が痛い。

　驚いたことに、七体の鬼属霊たちはひとつ目の大巨人サイクロプスだけでなく、他ほかの死霊たちをも刀で切り刻み、槍やりで貫き始めた。

　デタラメである。

　それでも、攻撃力は凄すさまじかった。大巨人の体をみるみるうちに刻んでいく。

　大巨人の豪腕をかいくぐり、斬きり、背中から刺し、隙すきをついて足を貫く。殴り飛ばされ、蹴けりつけられても、痛みと恐怖を知らないかのような勇猛さで、またすぐに挑みかかっていく。

　だが、細かい動きの中で、鬼属霊同士でも攻撃を仕掛け合っている。

　大巨人に槍を突き立てながらも横の鬼属霊を蹴り飛ばしたり、刀で背後から斬りつけたりと、とても仲が悪いようだ。

　やはりデタラメである。

　しかしながら、大巨人を徐々に追いつめていく。

　これはいけるかもしれない、と理り刀とが思ったのも束つかの間ま、巴ともえがふらりと体を揺らしたあと、地面に片かた膝ひざをついた。彼女を包んでいた媒体の光が、随分と薄らいでいる。

　鬼属霊たちを操るのは、かなりの負担になっていたようだ。

　ピシッ、ピシッ、ピシッと、理刀の手の中で、黒くろ媛ひめの媒体コンパクトが絶望への秒読みを続けている。

　巴の支配力が途切れたのだろう、鬼属霊たちが大巨人への攻撃をやめ、本格的に互いを攻撃し始めた。

「あららら～、始まっちゃった」

「人間には、やっぱり荷が重かったのかもね」

「早く逃げないと、召喚者も攻撃されるわよ」

「ほらほら、危ないわ」

「がんばってぇ！」

　お姉様方が、口々に言葉を投げている。が、だれも助けようとはしてくれない。

　理刀は、コンパクトをポケットに押し込んだ。おそらく、時間は残り少ない。もしかしたら、いまこの瞬間にも終わりを迎えるかもしれない。

　鎖に首を吊つられた百もも香か。

　倒れている黒媛。

　片膝をついたまま肩を震わせている巴。

　毒どく舌ぜつ丸まるに抱きとめられ、動けないでいるキュート。

　いま、この場所には絶望しかない。

　なにもできないまま、時間ばかりが無慈悲に流れすぎていく。

　なにもできないまま……。いや、なにもやらないだけ。

　最後の一秒まで！　最後の〇・一秒まで！

「シィちゃん、力を貸してくれ」

　理り刀とは、頭上のシィちゃんに軽く手を触れたあと、大巨人にむかって駆け出した。

　せめて、あのひとつ目に拳こぶしの一発を叩たたき込んでやる。そのあとは……、そのあとで考えればいい！

　みゃあおおおおおおおぉっ！　とシィちゃんが吼ほえながら翼をひろげ、羽ばたいた。

　黒くろ媛ひめたちの横を、飛ぶようにして駆け抜ける。いや、もうほとんど飛んでいた。

　争っている鬼属霊たちを下に見ながら、大巨人に突っ込んでいく。

「シィちゃん、いけぇ！」

　理刀は、拳を握り締めた。

　後先のことなど、考えていない。頭にあるのは、忌々しい巨大な瞳どう孔こうを殴りつけることのみ。

　大巨人のひとつ目が、みるみるうちに近づいてくる。だが理刀は、そこに拳をお見舞いすることができなかった。どういうわけか、シィちゃんが空中で急停止したからだ。

「シィちゃん？　あと少しで……」

　みゃおっ！　ガボォォッと、いきなりシィちゃんが炎を吐き出した。

「おわっ！」

　理刀と大巨人のちょうど中間辺りで、膨れあがった炎が人のかたちを成していく。

　そして、炎の中から現れたのは、腰まで届く銀髪をなびかせた、ひとりの女性だった。





七章　メランコリック少女







　みゃあおみゃあお、とシィちゃんが嬉うれしそうに鳴き始めた。

　理り刀とは目を剝むいた。

　女性の全身を覆っていた炎が、夜空へ駆け上り、渦を巻きながら消えていく。

　炎の中から現れた、素晴らしいボディラインを強調するかのような漆黒のドレスは、夜の下にあってなお、他ほかを圧する唯一絶対の黒として光を振りまいている。

　女性が、地に降り立った。

　スキュース・フォンターナ、｛魔界の至宝｝がいま目の前にいるという現実が、なかなか意識の中に入ってこない。

　写真より実物のほうがずっと美しく、威圧感があり、魅力的で、優雅である。

　彼女の澄んだ瞳ひとみは、キュートと同じ空色だった。その瞳に宿る強大な意力に、理刀は身の内が震えるのを感じた。

　鞘さやから五センチほど刀身を覗のぞかせた、この世にふた振りとない名刀。そんなイメージを持った。斬きられるわけじゃないのに、なぜかぞくりと背筋が寒くなる。

　細胞の一つひとつが、恐れおののき、わななくほどに緊張し、そして、感動に酔いしれたように麻ま痺ひしていく。

　みゃあおみゃあお、とシィちゃんが甘えた声で鳴きながら、スキュースのそばへ降りていく。自然、理刀も彼女に接近することに。

　なんとなく、怖いやら嬉しいやら。

　スキュースが、三秒以上見つめられると凍傷になってしまいそうな視線を、ツッと理刀へむけてきた。毒どく舌ぜつ丸まるの冷凍光線よりもはるかに鋭く、ずっと痛い。それでも、瞳の空色はキュートに似たやさしい透明感を持っている。

「あ、あの、初めまして」

　理刀はとにかく、ペコリと頭を下げた。

「珍しいわね」

　スキュースの艶つやっぽい唇から、ぽつりともれ出た言葉に、理刀は苦笑いを浮かべた。

　確かに、頭に始し祖そ竜りゆうをくっつけている人間は珍品にしか見えないだろう。

　みゃおっ！

　シィちゃんの鋭い鳴き声で、理刀はそれに気づいた。いつの間にか、七体の鬼属霊たちに取り囲まれていた。

　すぐ後ろでは、ひとつ目の大巨人サイクロプスがこちらの様子を窺うかがっている。契約書を守護する怪物なだけあって、こちらが攻撃を仕掛けなければ襲ってはこないようだ。

　だが、鬼属霊たちは違った。

　ジッッットリとした一四の目でスキュースと理刀をなめ回したあと、刀や槍やりを握り締め、おもむろに襲いかかってきた。が、次の瞬間、七体すべてが砂さ塵じんとなり、地面に崩れ落ちてしまった。

「不器用な操くり糸の結び方……だれが召つ喚れてきたのかしら？」

　スキュースが、周りで見ている大勢の妹たちを見回した。たったいま瞬滅させた鬼属霊たちは、妹たちのだれかが召喚したものと思ったらしい。人間が、とはわずかも考えていないようだ。

｛魔界の至宝｝の視線を受け、お姉様方がひとり、またひとりと姿を消し始めた。ある者はビクビクと目をそらし、またある者は「エヘヘ」と卑屈な笑みを浮かべながら。

　みんな、スキュースを畏おそれているようだ。

　全員、見事なまでの素早さで逃げていく。

　最後に残ったリイザが、微笑ほほえみを浮かべながら小さく手を振ったあと、空気に溶け込むようにして姿を消した。

「ったく、あの娘こたちは……」

　スキュースが、小さな息を吐く。

　この場に残ったのは、キュートと毒どく舌ぜつ丸まる。なんとか意識だけはつなぎとめている様子の黒くろ媛ひめ。そして、彼女に肩を貸して立ち上がった巴ともえ。あとは、理り刀ととスキュースの六人である。ついでに、シィちゃんも。

　キュートが、涙を溜ためた目でスキュースに駆け寄ってくる。

「スキュースお姉様、契約を取り消して！」

「助けて下さい！」

　理刀は、キュートとほぼ同時に、スキュースへ詰め寄った。彼女は｛魔界の至宝｝である。きっと百もも香かを助けてくれるはずだ。

　スキュースが、かたちの整った眉まゆを軽く上げた。続けて、鎖に吊つられたまま時間をとめられた百香へ、そして、巴に肩を借りている黒媛へ目をむける。

「時間になってもなんの動きもないから、気になって見にきてみれば……こういう展開になっていたのね」

　言って、彼女がひとつ目の大巨人サイクロプスへ目をむけた。途端、

　ゴルオゥオゥオオォォォ

　苦しげな唸うなり声をあげ、瞬時にして大巨人の巨体が煙と消えてしまう。

　意志力の集束に必要な時間や呪じゆ文もんの暗唱など、まるで必要としない刹せつ那なの魔法力発動に、理刀は呆あつ気けに取られるばかりである。

　だが反面、安あん堵どした。これで、百香は助かったのだ。

　契約書が宙に舞う。

　キュートがすぐ、それに手を伸ばす。が、そばに控えていた毒舌丸に肩を押さえられ、羊皮紙をつかむことができない。

「放してっ！」

「いけませんキュートお嬢様。危険です」

　毒どく舌ぜつ丸まるの声は、どこまでも冷静だ。

　え、危険？　だって、スキュースがきてくれたんだから、もう危険なんて……。契約は白紙に戻り、百もも香かも助かるはずじゃ……。

　理り刀とは、自分が契約書を取ろうと、一歩を踏み出した。が、それよりも先に、黒くろ媛ひめと巴ともえが、ふたり同時に倒れ込むような格好で契約書をつかみ取る。

　しかし、破り捨てることはできなかった。

　三み度たび、契約書が光を放ったのだ。

　黒媛と巴が、その輝きに弾はじき飛ばされる。

　理刀は、全身の骨すべてが氷とすり替えられてしまったかのような怖おぞ気けを覚えた。

　現れたのは、ひとつ目の大巨人サイクロプスより一回りは大きいであろう、半人半蛇の怪物だった。人間女性の上半身は錆さび色いろの鎧よろいに覆われ、下半身はうねうねと蠢うごめく瑠る璃り色の蛇身である。

　キシャアァァァァァァァ

　灼しやく熱ねつ色の長い髪を振り乱し、半蛇の怪女が縦に長い瞳どう孔こうを黒媛たちへむけている。

「そんな……」

　キュートが、放心したような顔でつぶやいた。

　巴に肩を借りて立ち上がった黒媛が、泣きそうな、絶望に打ちのめされたような、そんな表情で虚空に目を漂わせている。

「あの契約書は、お父様がつくったものなの。わたしでも破棄するのは無理ね。セキュリティは無限ループだから、守護獣を倒し続けてもきりがないわ」

　スキュースの声が、理刀の耳の奥で静かに反響していく。

　噓うそ、だろ……。｛魔界の至宝｝が……、百もも香かを、助けてくれるはずじゃ……。

　理刀は、ポケットからコンパクトを取り出し、震える手でそろそろと開いた。もはや、息を吹きかけても崩れ落ちそうなほど、鏡の全面に細かなヒビがひろがっている。

「黒媛っ！」

　巴が、小さく叫んだ。

　理刀の目に、くずおれていく黒媛の姿が、なぜかスローモーションのようにハッキリと焼きついた。

　右肩から地につき、そのままうつぶせに倒れ込む。続いて、宙にひろがっていた長い黒髪が、ふわりと、彼女の背に落ちていく。

　コンパクトの鏡が音を立てて弾け飛び、凍りついていた時間が、再び流れ始め……。

「百香ちゃん！」

　キュートが、百香にむかって駆け出した。

　少女を吊つり上げていた鎖はすでに、息を吹き返したように動き始めている。

　もはや、どうすることもできないのか？　為なす術すべもなく、百香の魂が奪われるのを眺めていることしかできないのか？

　理り刀とは、震える手を強く握り締めた。

　あの日の映像きおくが、脳裏に浮かび上がってくる。

　少女が、水かさの増した川を流されていく。自分は、友達を助けてあげることができなかった。ただ、怯おびえて泣いていただけ。

　なにもできず、無様に震えていただけ。

「ちきしょぉぉぉっ！」

　叫び、理刀は走った。

　もう、二度とゴメンだ！

　あきらめたくないっ！

　怖いけど、泣きたいけど、救いなんてどこにもないかもしれないけど、最後まであきらめたくなかった。

　百もも香かのため、そしてキュートのために全力で走った。

　鎖にしがみつき、百香を引きずり下ろしてやる。でも、両りよう膝ひざが震えて……。

　それでも走った。そのとき、

「あなたは、こっちよ」

　突如目の前に現れたスキュースから、グイッと襟首をつかまれ、軽々と持ち上げられた。そして、放ほうり投げられる。

　え？

　その先にいたのは……。

　半蛇の怪物女だった。

「おい、ちょっと！」

　みゃあおおおっ！

　キシャアアアァァァァァァァ

　爬は虫ちゆう類るいを思わせる感情のない目が、視界を覆い尽くす。

　怪物女の顔面へ、理刀は頭から突っ込んだ。

　思ったよりも軽い感触に続き、地面に激突した鈍い痛みが胸にひろがった。なんだか、薄い空気の膜を通り抜けたかのような実感のなさに、慌てて上体を起こす。

　あれ？

　みゃあおみゃあおみゃあおぉぉっ

　怪物女の蛇身が、消えていた。どこにもいない。

　聞こえるのはシィちゃんの嬉うれしそうな鳴き声。見えるのは、スキュースの微笑ほほえみ。キュートが成長し、大人の女性になったら、きっとこんな笑みを浮かべるんだろうな、と想像してしまうほど、光と艶つやと華やかさを帯びた笑顔である。

　百香の首を吊つっていた鎖も、いつの間にか消えていた。倒れたままピクリとも動かない少女の華きや奢しやな体を、キュートが嗚咽おえつをもらしながら抱き締めている。

　うつ伏せになった黒くろ媛ひめの傍かたわらで、巴ともえが呆ぼう然ぜんとした表情のまま、ペタンと地面に腰を落としている。意識は、かろうじてあるようだ。彼女の視線は、百もも香かのほうへむけられたまま動かない。

　鎖はなくなったが……百香は？　無事なのか？

　座り込んでいた理り刀とは慌てて立ち上がり、キュートへ駆け寄った。

「百香ちゃんは!?」

「きゅ～」

　キュートが、涙でぐちゃぐちゃの顔を上げた。彼女の膝に頭をのせた百香が、微かすかに胸を上下させている。気絶しているだけのようだ。

「よかった……」

　安あん堵どの息を吐いた理刀の目の前に、ひらひらと一枚の羊皮紙が落ちてきた。なにも書かれていない白紙である。

「きゅ、契約書……」

　キュートが、ぴくんと身を震わせた。

　理刀は屈かがみ込み、おそるおそる手を伸ばし、羊皮紙を指先でつついてみた。

　なにもおこらない。

　危険がないことを確かめたあと、ひっくり返してみる。裏側も白紙だ。

　歩み寄ってきたスキュースが、

「あなた、自分の力に気づいていなかったの？」

　そう問いかけてきた。

「自分の、力、ですか？」

　スキュースの声に、理刀は顔を上げ、｛魔界の至宝｝を見上げた。

　能力値九九の自分に、力？　自分は、能ナシのはずじゃ……。

　キュートも、スキュースを見上げている。

　ボリューム満点の胸のむこうから、やさしげな笑みを浮かべた彼女が説明してくれた。

「あなたは、始し祖そ竜りゆうの成体と同種の力を持っているのよ。すべての魔法力を消し去ってしまう『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の力は、魔界でも稀き少しよう種なの」

「かおてぃっく？　え？　オレに、すべての魔法力を、消し去る力……が？」

　理刀は、呆あつ気けに取られたままスキュースの視線を受けとめた。

　魔法力を消し去る力があったから、キュートの幻術が効かず、契約書も無効にできた、ということ？

　スキュースが、クスッと笑った。

「まさか、人間に発現してるなんて驚きだわ。凄すごい発見かも」

「凄い発見って……う～ん」

　理刀は、口を引き結んだ。

　唐突に、「キミはすでに能力者だったんだよ」なんて言われても、まるで実感が湧わかない。それに、魔法力を消し去ることができても、人助けにはあまり役に立たないような気がする。いや、今回は百もも香かやキュートを助けられたわけだから、役に立ったのだが……。

「なんか、変な力ですね」

　嬉うれしくないわけではないのだが、微妙な気分である。

　スキュースが、小さく肩をすくめた。

「確かに変な力ね。でも、どんな能力も使い方次第よ」

「使い方次第……ですか？」

　やはり実感が湧わいてこない。どうせなら、ズバーン！　と火の玉が放てるとか、巴ともえみたいに霊を操れるとかなら、使い方もわかりやすかったのだが。

「力の使い方は自分次第、ということね……シィがあなたに融合したのも、その力のせいよ、ほら、シィ、こっちへいらっしゃい」

　みゃあおぉぉ

　スキュースが、理り刀との頭上に手を伸ばし、あっさりとシィちゃんを抱き上げた。痛みはない。

　シィちゃんが、真まっ直すぐに理刀を見つめてくる。

　きゅおっ、とシィちゃんがスキュースの腕から飛び出し、理刀の胸に飛び込んできた。

「シィちゃん……」

「まぁ、随分と仲よくなったのね」

　初めて抱くシィちゃんは、小さくて、ちょっと表皮が硬くて、すべすべしてて、微かすかに唐揚げの匂においがして、とても可愛かわいかった。

　理刀は、シィちゃんの横顔に頰ほおをこすりつけた。シィちゃんも、理刀に甘えてくる。

　しばらく抱き締めたあと、理刀は立ち上がり、スキュースへシィちゃんを返した。

　みゃあ、とシィちゃんが主の左肩にとまる。

「頭の上にいたときは、邪魔だなぁって思ってたけど、いざいなくなると思うと、なんか寂しいもんですね」

　百香を地面に寝かせたあと、不意にキュートが立ち上がった。そして、理刀たちに背をむけて歩き出す。

「キュート？」

　呼んでも、振りむいてくれない。

　キュートは、真っ直ぐに白塗りの高級車へ歩いていく。

　もしかして、このまま……。

　不安になった理刀は、キュートのあとを追った。

「ねえ、ちょっと待って……」

「約束果たしたから、あたしと理刀は、もう……む、無関係よ」

　背をむけたまま、キュートが言った。

　声が震えているのは、泣いているから？

「約束って……」

「魔界の食事とシィちゃんのこと……これで、文句ないでしょ！」

「そんなこと関係ないだろ、いいから待てって」

「毒どく舌ぜつ丸まる、あたしもう帰るっ！」

　銀髪を大きく揺らしながら、キュートが車へむかって走り出した。

　彼女を追おうとするものの、毒舌丸に道を塞ふさがれてしまう。

「春日かすが理り刀とさん、キュートお嬢様が、『帰る』と仰おつしやっていますので、無理に引きとめるようなことはなさらないで下さい……申し訳ありません」

　毒舌丸の肩越しに、車へ乗り込んでいくキュートの姿が見えた。

「キュート！」

　大声で呼んでも顔をむけてはくれず、そのまま……。バタン、と閉まったドアの音が、薄うす闇やみに虚むなしく響く。ほぼ同時に、毒舌丸の姿が搔かき消えた。

　すぐに車が、静かな排気音とともに動き出した。そして、まるで逃げるように遠ざかっていく。

　理刀は、車のテールランプが見えなくなるまで、ずっとその場を動かなかった。心には、言いようのない塊が沈殿している。

　背後から、スキュースの声が聞こえてきた。

「いろいろとキュートが迷惑をかけたでしょう？　ごめんなさいね」

　みゃあおぉぅ、というシィちゃんの細い鳴き声に振りむいた直後、｛魔界の至宝｝の姿も夜の中へと消えていった。微笑ほほえみとともに。




　朝六時に起きた理刀は、急いで登校準備をすませると、だれもいない家を出た。

　両親はふたりとも、相変わらず仕事が忙しいようだ。息子が二日間外泊していたことなど、知りもしない。知ったところで、「彼女のとこ？」「男としての責任を取る気はあるのか？」とふたりがかりでいじり回されるだけである。

　いつもの路線でレゾン学院の最寄り駅へ到着し、七時半前には、キュートと毒舌丸が泊まっているホテルの正面入口に辿たどり着いた。

　キュートと会って話がしたい。

　ただそれだけを胸に、ここまでやってきた。自分にあったという、使い方のよくわからない能力のことも気にはなっているが、それよりもいまは、別れ際に悲しげだったキュートのほうが、ずっと気になっている。

　よしっ、と気合いを入れて理刀がホテルに入ろうとすると、入口の回転ドア前に立っていたふたりのホテルマンが、流れるような動きで身を寄せてきた。

「大変申し訳ありませんが、本日は立ち入り禁止となっております」

　ホテルマンのひとりが、単調な声でそう言ってきた。もうひとりは、口を引き締めたまま、理刀を黙って見下ろしている。

　ふたりとも、理刀より頭半分ほど背が高い。肩幅もひろい。腕も太い。つまり、この場を力ずくで押し通るのは難しいということだ。せっかく手に入れた、というか持っていることに気づいた『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力も、人間相手にはなんの力もない。

　どうする？　そう考えた直後、回転ドアから毒どく舌ぜつ丸まるが姿を現した。

「その方は、わたしの知り合いです」

　朝の冷たい空気よりも冷めきった目で、ふたりのホテルマンを左右に押し退のけたあと、理り刀との前で歩みをとめる。

「たぶん、いらっしゃるだろうと思っていました」

「キュートに会わせてもらえませんか？」

「ダメです」

「どうして!?」

「キュートお嬢様は、春日かすが理刀さんたちにお会いするのを嫌がっておいでです」

「オレ、キュートに会って……」

「お帰り下さい」

　毒舌丸の声に、理刀は拳こぶしを握り締めた。

　でも……、と彼女が言葉を続ける。

「あと二〇分ほどで、お嬢様がここをお通りになります。春日理刀さんには関係のないことですから、その辺りに隠れて待ち伏せなどなさらないよう、お願いします。駆け寄ってきて声をかけたりも、決してなさらないで下さい」

　理刀は初めて、毒舌丸の瞳ひとみがゆるむのを見た。そこには、いつもの鋭さも冷たさもなく、やさしさだけが揺れていた。

「それでは」

　ホテルの中へ毒舌丸が戻っていったあと、理刀はホテルマンたちに背をむけ、歩き出した。そしてそのまま、道の角を曲がり建物の陰へ入る。

　そこからこっそり、入口の様子を窺うかがった。距離は二〇メートル弱。回転ドアが動き出したと同時にスタートを切れば、キュートが車に乗り込むまでにつかまえることができるはず。ホテルマンに邪魔をされても、声まではとめられない。

　理刀は建物の陰から目だけを出し、そのときがくるのを待ち続けた。と、

「あ、春日さ～ん！」

　横の通りから元気な声が聞こえてきた。

　横断歩道を渡ってくるのは、制服姿の百もも香かだった。黒くろ媛ひめと巴ともえもいる。彼女たちも、ここへ寄るため早めに登校してきたらしい。

「なんだか怪しい人に見えちゃいますよぉ」

　百香の愛らしいモーニング・スマイルに、理刀も笑顔を返す。

「春日も、ここに用事か？」

　黒媛が、ホテルの入口へ目をむけた。巴は、感情の動きがわかりづらい目を足下へ落としている。

「入れてもらえないから、ここに隠れてるんだけど……。毒どく舌ぜつ丸まるさんから、もうすぐ出てくるって情報を得てる」

「毒舌丸さんから？　ふむ」

　黒くろ媛ひめが、なにかを考えるように指先をアゴにやる。

　胸に通学鞄かばんを抱いた百もも香かが、ヨシッとよくわからない気合いを入れた。

　巴ともえは、ジッと立ったまま動かない。

　そんな彼女たちを見ていて、理り刀とは少しだけ気になった。

　昨晩、キュートが帰ったあと、亜あ威い邸のメイドたちを呼び、気を失っていた黒媛と百香のことを頼んだ。フラフラだった巴のことも。

　理刀だけが車で家へ送ってもらい、きょうに至っているというわけだ。だから、目を覚ました黒媛たちが、キュートにどのような感情を抱いているのか、まだ聞いていない。

　百香は魂を奪われそうになったのだから、腹を立てていないといえば噓うそになるだろう。首を吊つられ、苦しく怖い思いをした。

　黒媛や巴も、ひどい目に遭った。

　黒媛たちは、ここへなにをしにきたのだろう。

「あのさ、亜威さんたちは、どうしてここに？」




　回転ドアが動いた瞬間、

「きた！」

　理刀は、建物の陰から飛び出した。

　黒媛、巴、百香も走り出す。

　まず毒舌丸、そしてキュートがホテルから出てくるのが見えた。そのまま、入口前に横づけされたリムジンへ乗り込んでいく。

「キュートっ！」

　叫んだ。

　写真で見せてもらったのと同じように、銀髪をツインテールにしたキュートが、車内に片足を入れた格好のまま、驚きの表情を理刀へむけた。

　見えたはずだ。走ってくる理刀や黒媛たちの姿が。それなのに、キュートは車へ乗り込み、自らの手でドアを閉めてしまった。

　毒舌丸が、理刀たちへチラリと視線をむけたあと、ゆるやかな動きで車の後ろを回り、右側のドアから車内へ入った。

　キュートを車から引っ張り出そうと、理刀はドアに飛びついた。が、例のホテルマンたちに強い力で押さえつけられる。

「警察を呼ぶぞ！」

　関係あるかっ！

　理刀は、ホテルマンたちの腕を振り解こうともがくが、びくともしない。太い腕は伊だ達てではないようだ。

「因果の理法、妄念の霧散、積怨うらみの解脱。いま汝なんじらを呪じゆ鎖さの縛いましめから解き放たん。祟たたり舞い幽光ひかりを囲め。無音の常とこ闇やみに微睡まどろみし乙女たちよ、我の声に応こたえよ」

　横から、巴ともえの声が聞こえてくる。と、理り刀との周囲に五体の死霊が現れた。全員が、髪の長い白い着物を着た女性霊である。柳の木の下がとても似合うであろう、典型的な幽霊だ。

　彼女たちの怨うらみがましい目が、ホテルマンコンビに注がれた。ひんやりとした空気が、彼らを包みこむ。

「「ひぃっ！」」

　悲鳴をあげ、ホテルマンたちが理刀の体から跳び離れた。そしてそのまま、くるりと回れ右をして逃げていく。

「「「「「うらめしや～」」」」」

　五体の女性霊たちが、正統派の証明とでもいうべき名めい台詞ぜりふを口にしながら、ホテルマンたちを追いかけていった。

　理刀はその隙すきに、後部ドアへ飛びついた。しかし、開かない。鍵かぎをかけられたのだ。どうしても会いたくないらしい。

　それならば、と理刀は車の前に飛び出した。そして、ボンネットにバンッと両手を叩たたきつける。発車だけは絶対にさせない。

　運転席に座っていた黒いスーツに身を包んだ初老の男性が、ハンドルを握ったまま肩越しに後部座席へなにかを伝えている。

「キュート・フォンターナ、出てこい！」

　黒くろ媛ひめが、後部座席の窓をバンバンと荒々しく叩いている。

　百もも香かと巴が、とめようとも手伝おうともせず、それを黙って見ている。

　黒媛が、窓を壊さんばかりにバンバンと殴り続けている。理刀も負けじと、ボンネットをバシバシと両手で叩いた。

「キュート、聞こえるか？　オレはキミを責めにきたんじゃないよ！　ちゃんとお別れを言いたいだけなんだ！」

　ボンネットを打ち鳴らしながら、理刀は大声で呼びかけた。

「キュート！」

　一分ほどして、とうとうドアが開いた。そこから降りてきたのは、キュートひとりだけ。毒どく舌ぜつ丸まるは出てこない。

　理刀はすぐに、後部ドアの前へ移動した。

　黒媛、巴、百香の三人を前に、キュートはうつむいたまま顔を上げようとしない。

「この人が、本当のスキュースさん？　あ、違うんだよね。本名は、キュートさん？」

　百香が、キュートの顔をまじまじと見つめた。ふたりの身長差は、せいぜい三、四センチくらいだろうか。下へ手たをすると同級生に見える。

　キュートが、唇と頰ほおを強こわ張ばらせたまま、百香の視線に両肩を震わせている。

　もはや、｛魔界の至宝｝スキュース・フォンターナを演じる理由はない。ツインテールを見れば、素の自分に戻って魔界へ帰るつもりだったことがわかる。

　理り刀とは、百もも香かの肩越しにキュートへ声をかけた。

「なにも言えないなら、立っているだけでいいからさ。でも、下ばっかり見てたんじゃ前が見えないだろ？　まずは顔を上げなきゃ」

　キュートのツインテールが、微かすかに揺れた。

「ほら」

　少しだけ、あごが上がる。

「もう少し！」

　ようやく、顔が正面をむいた。それでも、だれとも目を合わせようとしない。

　明るかった空色の瞳ひとみは濁り、白目部分が赤く充血している。昨晩は、泣いて過ごしたのかもしれない。

　だがいまは、その瞳に涙は微み塵じんもなかった。代わりに、疲れとあきらめと怯おびえが色濃く浮かび上がっている。

　そんな彼女に、黒くろ媛ひめがわずかに体を近づけた。

「キュート・フォンターナ。きのう、キミに渡した寄せ書き、返してくれないか？」

　キュートの体が、小さく震えた。

「わたしの、腕輪も……」

　巴ともえが、そろりと腕を突き出す。

「返して」

「お人形も、できればいますぐ」

　すかさず、百香も口を開く。

　理刀は、なにも口を挟まない。黙って、キュートの表情に視線を注ぎ続けた。

　なにかの痛みに必死で耐えるように、彼女がきつく目を閉じた。

　ひと呼吸後、

「待ってて……」

　車の中に戻ったキュートが、花柄のキャリア・バッグを持ってすぐに出てきた。

　バッグの中から、ビニールできれいに包装された寄せ書きと、木製の宝石箱に入れられた腕輪と、赤子のように布で丁寧に包まれた人形を取り出した。

　寄せ書きを黒媛へ、腕輪を巴へ、人形を百香へ、キュートが緩慢な動きで返していく。だれとも視線を交えずに。

　寄せ書きを受け取った黒媛が、その場でビニールを外した。

　キュートが、乾ききった空色の瞳で、それをぼんやりと眺めている。

　巴が、返してもらったプラチナの腕輪を自分の右手首にはめる。

　それも、キュートはどこか遠い場所の出来事を傍観するかのような目で、見ている。

　人形を包んだ布を取り払っている百香の動きも、視界の隅に引っかかっているはずなのだが、キュートは顔を動かそうとはしない。ただただ立ちすくんでいるだけ。

　理り刀とはずっと、そんなキュートから目をそらさなかった。彼女は、こちらの視線に気づきながらも、決して顔をむけようとはしない。

　だから、待った。

　キュートの表情から、疲れと、あきらめと、怯おびえが消える瞬間を。

　黒くろ媛ひめが、鞄かばんから取り出したマジックを手にして、寄せ書きにレタリングされた『スキュース・フォンターナさんへ』という文字の上に横線を二本引いた。

　キュートの顔が、再び下をむく。

　そのため、彼女には見えていない。黒媛が、消したレタリングの下に書き足した、『キュート・フォンターナさんへ』という文字が。

　黒媛が、キュートの薄い胸へ突きつけるようにして、寄せ書きを差し出した。

「考えてみれば、いまの亜威家うちがあるのも、キミの父上の助けがあったればこそ、みたいだし……それなのに、契約を反ほ故ごにしてしまって……百もも香かの魂は絶対に渡すつもりはないんだが、できれば……これからもずっと友人でいてほしい」

「え？」

　キュートが、弾はじかれたように顔を上げた。

　間を置かず、

「これ……腕輪の、代わり」

　巴ともえが、右手の小指にはめていた指輪を取り、彼女の手に押しつけた。

　黒媛が、すぐに言葉を添える。

「巴が指輪をプレゼントするのは、心からの友人だと思っている相手だけだ」

　キュートの瞳ひとみが、ふるふると震え始めた。乾いていた空色に、潤いが戻ってくる。

「あ～ん、ちょっと待ってぇ。もう少しでぇ……………はい、できたぁ！」

　理刀の横に座り込み、膝ひざの上で針と糸を懸命に動かしていた百香が、裁縫道具を足下に置いて立ち上がった。

「完成で～す！」

　人形を高々と頭上に抱き上げた。

　人形の左胸に縫いつけられていた『スキュース・フォンターナ』の名札が、『キュート・フォンターナ』につけ替えられているのに加え、銀髪が頭の左右でそれぞれ束ねられ、可愛かわいらしいツインテールになっている。

「はい、キュートさん。あらためて、プレゼントです！　もらって下さい」

　人形を受け取ったと同時に、キュートの目から涙がこぼれ落ちた。

　次々と溢あふれ出してくる涙が、彼女の表情から疲れやあきらめや怯え、その他ほか様々な暗い感情を洗い流していく。

「きゅ、きゅぅ、ふぇっきゅ、あふ、ふぇぇぇ、あ、ありが、と、ふぇえええええええ」

　朝の空気に染みゆくキュートの泣き声に、理刀は心の安らぎを覚えた。

　結局、最後まで彼女の笑顔を見ることはできなかった。それでも、これでいいと思う。

　友達と友達をつなぐ一つひとつの思い出は、なにも笑顔ばかりとは限らないのだから。




　魔界大使館へむかう車内で、キュートは泣き続けた。

　泣いて泣いて泣いて……。

　体の内側に溜たまったものを吐き出していく。

　もっと、自分を見せていればよかった。

　もっと、自分の内側に入ってもらえばよかった。

　どうして、幻術なんかで壁をつくってしまったのだろう。

　劣等感コンプレツクスを拭ぬぐえなかったことの後悔が、ギリギリと心を締めつけてくる。

　黒くろ媛ひめに返してもらった寄せ書きには、『キュート・フォンターナさんへ』の文字が確かに並んでいる。

　キュート・フォンターナ。

　自分の名前。

　フォンターナ公爵家の末娘。

　チビで能ナシで逃げ癖ぐせのある出来損ない。

　得意なことは幻術……、だけ。

　最近手に入れたものは、友達。

　大切にしたいものは……、友達。

　手放したくないものは……、友達。

　巴ともえにもらった指輪を右手の人差し指にはめてみた。ピッタリ。

　指輪の上に、涙がこぼれ落ちた。

　百もも香かにもらった人形を、胸に抱いた。

　また、涙が溢あふれてくる。

「いいお友達ができましたね」

　対面に座っていた毒どく舌ぜつ丸まるの言葉でまた、涙の勢いが増す。

　涙と嗚咽おえつと歓喜と後悔と情けなさ、その他ほか溢れ出す感情で顔をくしゃくしゃにしながら、キュートは泣き続けた。

　異変は、唐突にやってきた。

　まず、バァン、と音を立てて乗っていたリムジンのドアがすべて外れた。吹きこんできた風が、キュートの銀髪を荒々しく搔かき乱す。

　フロントガラスが派手に弾はじけ飛び、ボンネットやルーフやフェンダーなど、車体の外枠がボロボロと剝はがれ落ち、道路に散らばっていく。

　毒舌丸の目がいつも以上に尖とがった光を放ち、その瞳ひとみが瞬時に碧あおへ変わった。

　キュートは、涙に濡ぬれた頰ほおに風を受けながら、解体していく車を呆ぼう然ぜんと見ていることしかできない。

　リムジンが、廃車以上オープンカー未満といった格好のまま、大通りを突き進んでいく。

　毒どく舌ぜつ丸まるが、大きな息をついて座席に腰を沈めた。

　なにが〝視みえ〟たの？　と質問をするよりも先に、バンバボボンッというなにかが破裂するような音が連続して響いた。

　わけもわからないまま、キュートは身を縮めた。

　毒舌丸は音に驚く様子もなく、頭痛をこらえるように顔をしかめ、こめかみを親指の先でぐりぐり押している。

　道の真ん中で、車がとまった。

「ど、どうしたの？」

「タイヤがパンクしました」

「いったい、なにが……」

　ここまで口にして、キュートは車の横に立っている人物に気がついた。

　スキュースだった。右肩には、シィちゃんをのせている。

　毒舌丸はすでに腰を上げ、わずかに頭を下げた姿勢のまま動かない。

「スキュース、お姉様？」

　キュートも、そろそろと立ち上がった。

　みゃあお、とシィちゃんが嬉うれしそうに前足をパタパタと動かしている。

　そんなシィちゃんを撫なでながら、スキュースが言った。

「なんのために、あなたを人間界へいかせたと思ってるの？　よくも手ぶらで魔界へ帰れたものね」

　いつもとは違う、微かすかにトゲの混ざった声である。他ほかの姉たちからは畏おそれられているが、末すえっ妹このキュートだけには甘い長女なのに。

　キュートは、寄せ書きと人形をスキュースの目から隠すように、胸に抱いた。

　言われなくても、わかっている……。

　どうせ、自分は能ナシだ。

「あなたは、自分が傷つくことから逃げてばかりね」

　右手を、指輪ごと握り締めた。

　どうせ、逃げてばかり。

　どうせ、理り刀とたちとは当分の間会えないのだ。魔界へ帰れば、次に人間界へ出ることを許されるのは、ずっと先のことになるはず。下へ手たをすると、二度と許可が下りないかもしれない。

　どうせ、これまで。

　どうせ……。

　いや、『どうせ』ではなく『もしかしたら』で考えてみたら？

　もしかしたら、また理刀に会えるかも。

　もしかしたら、黒くろ媛ひめや巴ともえや百もも香かとも。

　この『もしかしたら』を実現させるためにも、自分が動かなければ。

　キュートは決意した。

　必死で頼めば、もしかしたらスキュースが許してくれるかも。

「スキュースお姉様、あたし……」

「簡単な儀式さえ満足にこなせない娘は、当分魔界に帰ってこなくていいわ」

　言われた意味を理解する間もなく、スキュースの魔力がキュートの心臓を刺し貫いてきた。

　体の中心でなにかが破裂し、拡散して、手足や指先へ染み渡っていく。

　まだ魔界には帰りたく、な……。って、声が出ない。唇が、動かない。手も、足も、目を閉じることさえも、できない。

　これは、石化の呪のろい。

　バランスが崩れて、倒れぇ……。

「キュートお嬢様っ！」

　毒どく舌ぜつ丸まるが、倒れかかったキュートを素早く抱きとめてくれた。

　スキュースが、波打つ銀髪を片手で搔かき上げながら、相手を凍いてつかせそうな碧へき眼がんを毒舌丸へむける。

「呪いを解くには、どうすればいいか……わかるわね？」




　空間を跳躍とぶ毒舌丸の脇わきに抱えられたまま、キュートは考えた。

　このまま、何日も動けなかったらどうしよう。スキュースお姉様のことだから、あんまりひどいことはしないだろうけど……。

　いや待て待て、｛魔界の至宝｝がなぜ姉たちに畏おそれられているのか、よく思い出せ。

　その類たぐい希まれなる美び貌ぼうと、他ほかの追随を許さない魔力の強さと、天才をも凌りよう駕がした術式構築のセンスにより、｛魔界の至宝｝とまで称されたフォンターナ家の長女は、怒ると怖い。

　基本的に短気なほうではないが、一度でも機嫌を損ねると手加減を忘れ、その絶大な魔力を際限なく解放する。

　過去に一度、キュートはスキュースの恐ろしさを身に染みて体験したことがある。

　それは、あるパーティでの席上だった。

　パーティの主催者だった某侯爵から申し込まれたダンスの誘いを、スキュースが断ったときだ。

　某侯爵が、舌打ちをした。

　キッカケは、それだけ。

　舌打ちの音が空気に溶け込むよりも先に、白い光が世界を覆った。

　キュートが覚えているのは、そこまでだった。爆発した魔力の余波を受け、意識を失ったから……。

　キュートが再び目を覚ましたときには、某侯爵の城は全壊し、周囲の森や草原が見渡す限りの凍土になっていた。

　他ほかの姉たちからも、スキュースの超爆伝説はいろいろと聞いている。

　だから、石化の呪じゆもこのまま永久に解けないかも……。

　目は見えるし音だって聞こえる状態のまま、ただ動けないだけというのはなんともつらい。

　こんなときでさえ頭に浮かぶのは、やはり理り刀との顔。彼の能力、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』が、いまは頼みの綱である。毒どく舌ぜつ丸まるも、当然同じ考えのはず。

　また理刀に逢あえると思うと、嬉うれしいやら恥ずかしいやら。

　とても複雑で、

　とても、

　なんというか……、

　そのぅ……、

　つまり……、

　早く、逢いたい。




　八時を回った頃ころ、理刀は校舎ビル一階に入っている喫茶店『ヒーロー・バックス』で、いちばん安いコーヒーを優雅にすすっていた。多めに入れた砂糖のせいで、少々甘ったるい。

　ＨＲホームルームが始まるまで、あと三〇分ほど。せっかくだから、と黒くろ媛ひめたちといっしょに朝のひとときを楽しんでいるのだ。

　同じテーブルに、黒媛、巴ともえ、百もも香かの三人が座っている。

　このビル内では、黒媛と巴のふたりを知らない人はいない。そのため、店員のみならず、まばらに座っている他ほかの客たちの視線が、先ほどからずっと理刀の全身にチクチクと突き刺さってくる。

　あいつは何者だ？どうして｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝や｛謎エニグマ｝といっしょに座っている？

　視線が、チクチク、チクチク、チクチク。

　そんな周囲の反応には慣れきっているのだろう、まるで気にする素振りも見せず、黒媛がにこやかに話しかけてきた。

「なあ春日かすが、キミは自分の能力をどう使うつもりだ？」

「そこなんだよなぁ」

　スキュースが教えてくれた『混沌とした実在』。他の力を消してしまうという、なんだか凄すごそうな能力だが、どのような使い方があるのか？　とたずねられれば、こたえに迷ってしまう。

「う～ん、亜あ威いさんみたいに、なにかの役に立てればいいけど」

「わたしを救ってくれたじゃないですか！」

　鼻の下にキャラメルフラペチーノのクリームをつけた百香が、パッと顔を輝かせた。

「たまたまね」

「それでも、キミは恩人だ」

　黒くろ媛ひめが、ハンカチで妹の口を拭ふいてやりながら、言った。

「キミがいなかったらと思うと……本当に感謝してる」

「オレは、なにもしてないよ。美み々み津つさんとキュートのほうが、ずっとがんばってた」

　理り刀とは、カプチーノをちびちびと飲んでいた巴ともえに顔をむけた。黒媛と百もも香かも。

　みんなの視線が集まってきたことに慌てた様子で、巴がプルプルプルと首を振った。そして、頰ほおを紅あかくしてうつむいてしまう。

　そんな彼女と理刀を交互に見つめ、

「巴ちゃんと春日さんがいてくれたから、わたし、助かったんです。黒姉様がいて、キュートさんもいたから……」

　百香が、テーブルの上に目を落とした。そのまま、ぽつりとつぶやく。

「キュートさんと、もっとおしゃべりしたかったな」

　彼女が視みせられていたのは、｛魔界の至宝｝と呼ばれているスキュース・フォンターナである。キュートの素顔を直接目にしたのは、今朝の十数分だけだ。しかも、暗い顔と泣いた顔だけ。

　百香だけでなく、黒媛も巴も心から笑ったキュートとは出会っていない。

　知っているのは、理刀ひとり。

　それが残念である。

「結局のところ、得をしたのは亜威家うちだけだな」

　黒媛が、苦々しげに言った。

　百香が、細い腕を平たい胸の前で組む。

「ご先祖様ったら、子孫に責任丸投げしちゃダメだよねぇ、もう、プンプンだよ」

「まったくだ。自分さえよければ、という考え方が気に入らないな」

　亜あ威い姉妹が、顔を見合わせてうんうんとうなずき合う。

「人間は……それぞれ、いろいろ、弱いから」

　ボソリともらした巴の言葉で、理刀はキュートのことを思った。

　弱いから、自らを大きく見せようとしていた。自信がないから、幻術で我が身を飾り立てていた。

　でも、理刀が惹ひかれたのはキュートの笑顔だ。

　それは、等身大の彼女だけが持っていた、無添加でなんの飾り気も計算も裏もない感情表現だった。

　自然のままのキュートだったからこそ、惹かれたのだ。

「わたしは、か弱いから黒姉様に助けてもらうの」

　百香が、隣に座っている黒媛の腕に抱きついた。

「こら、それじゃわたしがか弱くないみたいに聞こえるぞ」

　言いながらも黒くろ媛ひめは、じゃれついてくる妹のことが可愛かわいくて堪たまらない、といった顔をしている。

「弱いから……助け合うの」

　また、巴ともえがささやくように言った。

　その通り！　と同意を示そうとテーブルに身を乗り出した理り刀との耳に、

「春日かすが理刀さん、助けて下さい」

　温度の低い、聞き慣れた声が入ってきた。

「は？」

「助けて、下さい」

　いつの間にかテーブルの横に立っていたのは、毒どく舌ぜつ丸まるだった。

　彼女が、脇わきに抱きかかえていた荷物を理刀の目の前に置く。いや、荷物ではない。キュートである。

「キュート？」

「キュートさんだぁ！」

　理刀と百もも香かが、ほぼ同時に口を開いた。

「お帰りなさ～い！」

　椅い子すから跳び上がるようにして立ち上がった百香が、キュートへ抱きついていく。が、すぐに顔をしかめ、素早く一歩下がったあと、銀髪や白い肌をジーッと注視する。

「これお人形？　すご～い、本物とそっくり！」

「人形ではありません。キュートお嬢様ご本人です。いまは石化の呪じゆ式しきに縛られておいでですので、このようなお姿になられているだけです」

「せきかのじゅしき？」

「対象の筋組織や骨格、あるいは細胞すべてを複雑な術式で縫合、または癒着、もしくは粘着させ、動きを封じる呪じゆ系けい術式のことです。ですので、厳密には石になったわけではありません」

「ほえ？」

　百香には難しすぎたようだ。理刀にも、よくわからない。

　毒舌丸が、首を傾かしげている百香から理刀へスパッと視線を切り替えた。

「呪式の発動者はスキュース様ですが、細かい説明は後回しということで、春日理刀さん、キュートお嬢様の石化を解いて下さい。お願いします」

　頭を下げつつも、彼女の口調は相変わらず平淡で、どこかひんやりと低温だ。

「え、よくわからないけど……オレにできることなら」

　理刀は、みんなが見守る前でキュートの頭に触れた。契約書を無効にしたときも、意識したわけではない。だから、どうすればいいのか……。とりあえず、軽く撫なでてみる。銀の髪一本一本が、鋼線のように硬い。

　動かない。

　頰ほおを撫でてみた。

　動かない。

　肩や腕を撫なでさすってみた。

　──動かない。

　恥ずかしいのを我慢して、抱き締めてみた。

　それでも、キュートの体はピクリとも反応しない。｛魔界の至宝｝の呪じゆ式しきは、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の力を上回っているのだろうか。

　毒どく舌ぜつ丸まるが言う。

「スキュース様の呪式は、水準をはるかに超えた次元で構築されていますので、わたしの力では、未来を鮮明に捉とらえることができません。

　春日かすが理り刀とさんの接触によっても石化が解けないという事実を踏まえれば、術式が一度に分解しないよう、幾重にも重ねがけしているであろうことが推測できます。

　これはもう、春日理刀さんと接触することを前提としてかけられた、呪じゆ系けい術式です」

「キュートさん、かわいそう。どうすればいいんですか？」

　百香の問いに、毒舌丸がこほんと咳せき払いをひとつする。

「これも推測の域を出ませんが、おそらくは一カ所だけ呪式の解除ポイントがあるものと思われます」

「「解除ポイント？」」

　亜あ威い姉妹が、顔を見合わせる。

　巴ともえは、目を細めてキュートの顔を見つめたまま動かない。

「スキュース様は、お仕置きの意味でキュートお嬢様に石化の呪じゆをかけられました。ですから、完全な呪式を組み込まれてはいないはずです」

　毒舌丸の説明に、百もも香かが「う～ん」と唸うなりながらも、とんでもないことを口にした。

「眠ったお姫様を起こすときは、やっぱり王子様のキスかなぁ」

　おい、キスって……。オ、オレが、キュ、キュキュ、キュートと？

　理刀は、ゴクリと唾つばを吞のみ込んだ。

「魔界では伝統的な解かい呪じゆ法です」

　表情を微み塵じんも崩さず、毒舌丸が理刀へ視線を突き刺してきた。

　伝統的って……ここは魔界じゃないんだけど……。

　続けて黒くろ媛ひめも、視線で理刀を射抜いてくる。

「春日、男だろ」

　確かに男だけど、こんなに人がいる場所で、キ、キッキキ、キスなんか……。

　巴が、顔を赤くしてうつむいている。だが一方で、百香がドキドキワクワクといった表情で理刀を見つめている。　理刀は、キュートへ視線を移した。

　石化の呪をかけられ、動けなくなった彼女は、それでもやっぱり可愛かわいらしい。プルンとした唇も、熟れた果実のようで……。

　迷っていても仕方がない。男、春日かすが理り刀と。ここはガツンと！

　毒どく舌ぜつ丸まるが、黒くろ媛ひめが、巴ともえが、百もも香かが、そしてヒーロー・バックスの店員やお客たちが見守る中、理刀はキュートの薄い両肩に手をかけた。そして、顔を近づける。

　視界いっぱいにキュートの透明な肌がひろがり、そして。

　ちょっとばかり硬い感触と、身が震えるほどの甘さが、唇に染み込んで……。












エピローグ







「きゅーっ！」

　ぴしゃん！

　唇と唇が触れ合った直後、理り刀との左頰ほおにキュートの平手打ちが飛んできた。石化の呪じゆが解けたのだ。

　黒くろ媛ひめと百もも香かの顔が、パッと輝いた。巴ともえも、口元をほころばせている。毒どく舌ぜつ丸まるだけが、表情を崩さない。

　理刀は、顔を真っ赤にしたキュートを見下ろした。数秒遅れで、左頰がジンジンと痺しびれ始める。でも、それがなんだか心地いい。

　両手で唇を押さえ、ブルブルと全身を震わせているキュートは、怒りたいのか、泣きたいのか、それとも笑いたいのか、その瞳ひとみの色からはわからない。

「キュート……あのさ……」

　理刀が呼びかけた途端、キュートがくるりと背をむけた。

　逃げる？　そう思った理刀は、反射的に彼女の肩に手をかけた。その瞬間、喫茶店の空気が揺れた。窓や壁も揺れた。地面さえも。

　パン！　パパパン！　パパパパパパン！　と爆竹やクラッカーが鳴り響く。

「おめでとう！」

　なにもなかった空間から、お姉様方が突如として現れたのだ。店の中は一瞬のうちに、身動きがとれないほどぎゅうぎゅう詰めになった。

　だれのものかもわからない胸やおしりが、理刀の背や腕や腰に押しつけられてくる。朝の通勤ラッシュでさえも、ここまでの圧力はない。

「キュートぉ、がんばってねぇ！」

「しっかり勉強してきなさい！」

「人間界がつらくなったら、いつでも帰ってくるのよぉ！」

　シツコイお姉様方である。だが、本当に末すえっ妹このことを大切に思っているのだろう。

　お姉様方のうねりに吞のみ込まれ、黒媛たちの姿が見えなくなった。毒舌丸もおそらく、その辺りでもみくちゃにされているはずだ。

「苦しいですぅ」

「百香っ！」

　すぐ近くから、百香と黒媛の声が聞こえてくる。

　前後左右から、息が苦しくなるほど圧迫されているという状態であるにもかかわらず、理刀は笑いたくなった。自分を前から押しているのが、顔を赤一色に染めたキュートだったから。

　理刀の胸にあごを押しつけ、下から見上げるような格好のまま、恥ずかしそうに視線だけをそらしている。

「あなたたち、いい加減になさい」

　すぐ近くから、静かな、しかしよく通る声が聞こえてきた。

　この声は……。

　直後、瞬く間に、店の中にいたすべてのお姉様方が消えてしまった。

「おっとと」

　突然のことに、支えを失って倒れそうになるが、理り刀とはなんとかキュートとバランスを取り合い、お互いに踏ん張った。

　キュートの真っ赤な顔が、目に飛び込んでくる。ようやく、彼女と視線が交わった。

「あ、その……」

　理刀はすぐに、彼女から体を離した。

　顔が熱くなる。

「本当に、ごめんなさいね」

　再びの声に、理刀は思わず姿勢を正した。

　店の隅に立っていたのは、やはりスキュースだった。

　お姉様方は、｛魔界の至宝｝の登場を素早く察知し、極めて迅速にずらかったのだ。彼女たちの切り替えの速さには、「天晴あつぱれ」という言葉を贈りたい。

　高圧の押しくらまんじゅうから解放された黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの三人が、驚きに言葉を失ったままスキュースへ目をむけている。

　キュートがつくり出した幻とは違い、実物が放つ威圧感は本物だ。圧倒される気持ちはよくわかる。

　毒どく舌ぜつ丸まるは、壁際に立ったままなんの動きも見せない。

　放心状態となっている店の客や店員たちには見むきもせず、スキュースがキュートへ歩み寄ってきた。そして末すえっ妹この肩に手を乗せ、やさしく引き寄せる。

「自らの扉を開くのに使う勇気は、ほんのちょっぴりでいいのよ。本当に必要なのは、周りに対するやさしさなの。

　愛いとしいキュート、あなたはもう気づいているはずよ。自分がなにをやるべきか……。

　傷つくことを恐れず、がんばりなさい」

　キュートを愛おしそうに抱き締めたあと、スキュースの姿が消えた。

　姉の残り香を探すように、キュートが宙を見上げる。

　そして、なにかを決意するように小さくうなずいたあと、なめらかな動きで黒媛たちのほうへむき直った。

「いろいろと、ごめんなさい……」

　続けて理刀へ赤い顔をむけ、視線に力を込めてくる。

「キ、キ、キキーッキ、キスは、ゆ、許してあげる……それと、もう少しこっちにいることに、なったみたいだから、よろしく、ね」

　ペコッと、ツインテールを跳ね上げながら頭を下げた。

　理り刀とは、苦笑いを返すことしかできない。でも内心では、嬉うれしくて嬉しくて……もう、どうしようもなくなっている。

「こちらこそ、よろしくお願いしま～す！」

　百もも香かが、すぐさまペコリ。

　毒どく舌ぜつ丸まるが、背広の胸ポケットからケータイを取り出した。

「さっそく入学手続きをしましょう」

　と、どこか嬉しそうである。

「いこう、そろそろ時間だ」

　黒くろ媛ひめが、キュートにウインクを投げて歩き出す。

　巴ともえも、キュートへおいでおいでと手招きをしたあと、黒媛の背を追っていく。

「レッツ・ゴー！」

　百香も。

　理刀は、キュートと視線を絡めた。

　出会った日と同じ笑顔が、泣けてくるほど心に染みた。












あとがき







　夏、真っ盛りですね。

　初めましての方、おひさしぶりの方、きのう会ったばかりの方、ついさっきまで酒を酌くみ交わしていた方、みなさん、毎日いい汗をかいていますか？

　どうも、野の島じまけんじです。

　日本の夏は、どうしてこんなにムシ暑いの？　もっと涼しくなんないの？

「はぁ～い、それではすっごく涼しくなる魔法をかけてあげましょう」と氷漬けにされる。

　汗かいてノドが乾いちゃったよ、なにか飲み物ない？

「おっけー、それじゃあ魔法で冷たぁくした清水を、たぁんと召し上がれ」と溺おぼれさせられる。

　紫外線やだぁ、お肌にシミができちゃうじゃない、日陰つくれないの？

「まかせといて！　魔法で快適な木陰をつくってあげる」と庭で育った世界樹に家を破壊される。

　その他ほか、汗での化粧崩れ、ワキ下の汗染み、虫さされ、食欲不振、冷たいモノの食べ過ぎでお腹を壊した……、などなど。魔法があれば、なんでもすぐに解決しちゃいます。

　素晴らしいですね。

『きゅーきゅーキュート！』は、そんなお話です（え、違う？）。

　すみません……。

　それでは、「あとがき」を真っ正直に「あと読み」された方々からのクレームがきそうなので、ボクも真っ正直に内容説明をば。

　主要な登場人物たちは、あんまり魔法が使えません。ほんのちょびっとです。それでもみんな、前にむかって歩き続けています。

　それと並行して、お姉様もたくさん出てきます（当社比７・７倍）。というか、お姉様だらけです。右も左もお姉様、お姉様、お姉様。読むと、お姉様が夢に出てくるくらい、お姉様色に染まりきっています。もちろん、妹も大活躍！

　なんだかよくわからない説明になってしまいましたが……、読み終わった方もこれからの方も、応援よろしくお願いしますネ。




　最後になりましたが、謝辞を。

　キャラにしっかりとした厚みをつけて下さった、武む藤とう此史くりひと先生。

　担当さんをはじめ、本の出版に携わって下さった編集部の皆様。

　そして、このストーリーに興味を持って下さった読者の方々へ。

　本当に、ありがとうございました。
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